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0521志民先生提出版（小音）





						A　表現		歌唱・器楽 カショウ キガク				歌唱及び器楽の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 オヨ キガク

										思　 シ		ア　曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについて考え、曲の特徴を生かした表現を工夫し、どのように表現するかについて思いや意図をもって歌ったり演奏したりすること

										知・技 チギ		イ　次の(ｱ)から(ｴ)までに関する知識及び（身体の使い方の）技能を身に付けること
(ｱ)歌い方による声の音色などの違いや変化
(ｲ)演奏の仕方による楽器の音色などの違いや変化
(ｳ)歌い方や演奏の仕方による全体の響きの違いや変化
(ｴ)範唱や範奏を聴いたり、楽譜等を見たりして、曲や歌い方、演奏の仕方などの特徴を捉える

								音楽づくり オンガク				音楽づくりの活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 オモ		ア　設定した条件に基づいて、次の(ｱ)と(ｲ)をできるようにすること
(ｱ)即興的に表現することを通して、音楽づくりの様々な発想を得ること
(ｲ)どのように音楽をつくるかについて思いや意図をもって音楽をつくって表すこと

										知・技 チギ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)に関する知識及び音楽をつくる技能を身に付けること
(ｱ)音の選択や組み合わせ方による音や全体の響きの違いや変化
(ｲ)全体の響きの特徴と、音楽の仕組みなどを用いた音やフレーズのつなげ方や重ね方との関わり

						B　鑑賞 カンショウ						鑑賞の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 シ		ア　曲や演奏のよさなどを見いだし、曲全体を味わって聴くこと

										知 チ		イ　曲想と音楽の構造との関わりについて理解すること

						〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ						 「A表現」及び「B鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思		ア　音楽を形づくっている要素とその働きとの関わりについて考えること オンガク カタチ ヨウソ ハタラ カカ カンガ

										知・技		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)に関する知識及び技能を身に付けること
(ｱ)　音楽を形づくっている要素とその働きを諸感覚で捉えること
(ｲ)　音符、休符、音楽に関する記号や用語について、それらの音楽における働きを捉えること	



















0323志民先生提出版（小音）





						A　表現		歌唱・器楽 カショウ キガク				歌唱及び器楽の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 オヨ キガク

										思　 シ		曲想と音楽の構造や歌詞との関わりについて考え、曲の特徴を生かした表現を工夫し、どのように表現するかについて思いや意図をもって歌ったり演奏したりすること キョク トクチョウ イ ヒョウゲン クフウ ヒョウゲン オモ イト ウタ エンソウ

										知・技 チギ		身体を調節したり、声を合わせたりして歌う技能を身に付けるとともに、声の音色や全体の響きの特徴と歌い方との関わりについて理解すること シンタイ チョウセツ コエ ア ウタ ギノウ ミ ツ コエ ネイロ ゼンタイ ヒビ トクチョウ ウタ カタ カカ リカイ

										知・技 チ ワザ		身体を調節したり、音を合わせたりして演奏する技能を身に付けるとともに、楽器の音色や全体の響きの特徴と演奏の仕方との関わりについて理解すること シンタイ チョウセツ オト ア エンソウ ギノウ ミ ツ ガッキ ネイロ ゼンタイ ヒビ トクチョウ エンソウ シカタ カタ カカ リカイ

										技 ワザ		範唱や範奏を聴いたり、楽譜等を見たりして、自己に適した方法で演奏のための情報を得ること ジコ

								音楽づくり オンガク				音楽づくりの活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 オモ		設定した条件に基づいて、次の(ｱ)と(ｲ)をできるようにすること
(ｱ)即興的に表現することを通して、音楽づくりの様々な発想を得ること
(ｲ)どのように音楽をつくるかについて思いや意図をもって音楽をつくって表すこと セッテイ ジョウケン モト ソッキョウテキ ヒョウゲン トオ オンガク サマザマ ハッソウ エ

										知・技 チギ		音を選択したり、音楽の仕組みなどを用いて組み合わせたりして表現する技能を身に付けるとともに、いろいろな音、音やフレーズをつなげたり重ねたりしたときの響きの特徴について理解すること オト センタク オンガク シク モチ ク ア ヒョウゲン ギノウ ミ ツ オト オト カサ ヒビ トクチョウ リカイ

						B　鑑賞 カンショウ						鑑賞の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 シ		曲や演奏のよさなどを見いだし、曲全体を味わって聴くこと

										知 チ		曲想と音楽の構造との関わりについて理解すること カカ リカイ

						〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ						 「A表現」及び「B鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思		音楽を形づくっている要素について知覚したことと感受したこととの関わりについて考えること

										技		音楽を形づくっている要素を知覚し、それらの働きを感受すること

										知 チ		音楽を形づくっている要素及びそれらに関わる音符、休符、記号や用語について、音楽における働きと関わらせて理解すること オンガク カタチ ヨウソ オヨ カカ オンプ キュウフ キゴウ ヨウゴ オンガク ハタラ カカ リカイ

















0317志民先生提出版を編集改善案２（小音） 口頭修正





						A　表現		歌唱・器楽 カショウ キガク				歌唱及び器楽の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 オヨ キガク

										思　 シ		曲想と音楽の構造や歌詞との関わりについて考え、曲の特徴を生かした表現を工夫し、どのように表現するかについて思いや意図をもって歌ったり演奏したりすること キョク トクチョウ イ ヒョウゲン クフウ ヒョウゲン オモ イト ウタ エンソウ

										知・技 チギ		身体を調節したり、声を合わせたりして歌う技能を身に付けるとともに、声の音色や全体の響きの特徴と歌い方との関わりについて理解すること シンタイ チョウセツ コエ ア ウタ ギノウ ミ ツ コエ ネイロ ゼンタイ ヒビ トクチョウ ウタ カタ カカ リカイ

										技 ワザ		身体を調節したり、音を合わせたりして演奏する技能を身に付けるとともに、楽器の音色や全体の響きの特徴と演奏の仕方との関わりについて理解すること シンタイ チョウセツ オト ア エンソウ ギノウ ミ ツ ガッキ ネイロ ゼンタイ ヒビ トクチョウ エンソウ シカタ カタ カカ リカイ

										技 ワザ		範唱や範奏を聴いたり、楽譜等を見たりして、自己に適した方法で演奏のための情報を得ること ジコ

								音楽づくり オンガク				音楽づくりの活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 オモ		設定した条件に基づいて、次の(ｱ)と(ｲ)をできるようにすること
(ｱ)即興的に表現することを通して、音楽づくりの様々な発想を得ること
(ｲ)どのように音楽をつくるかについて思いや意図をもって音楽をつくって表すこと セッテイ ジョウケン モト ソッキョウテキ ヒョウゲン トオ オンガク サマザマ ハッソウ エ

										知・技 チギ		音を選択したり、音楽の仕組みなどを用いて組み合わせたりして表現する技能を身に付けるとともに、いろいろな音、音やフレーズをつなげたり重ねたりしたときの響きの特徴について理解すること オト センタク オンガク シク モチ ク ア ヒョウゲン ギノウ ミ ツ オト オト カサ ヒビ トクチョウ リカイ

						B　鑑賞 カンショウ						鑑賞の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 シ		曲や演奏のよさなどを見いだし、曲全体を味わって聴くこと。

										知 チ		曲想と音楽の構造との関わりについて理解すること。 カカ リカイ

						〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ						 「A表現」及び「B鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										技 ワザ		音楽を形づくっている要素を知覚し、それらの働きを感受すること オンガク カタチ ヨウソ チカク ハタラ カン ウ

										思 シ		音楽を形づくっている要素について知覚したことと感受したこととの関わりについて考えること チカク ウ

										知 チ		音楽を形づくっている要素及びそれらに関わる音符、休符、記号や用語について、音楽における働きと関わらせて理解すること オンガク カタチ ヨウソ オヨ カカ オンプ キュウフ キゴウ ヨウゴ オンガク ハタラ カカ リカイ

















0310志民先生提出版を編集改善案２（小音）





						A　表現		歌唱・器楽 カショウ キガク				歌唱及び器楽の活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 オヨ キガク

										思　 シ		曲想と音楽の構造や歌詞との関わりについて考え、曲の特徴を生かした表現を工夫し、どのように表現するかについて思いや意図をもって歌ったり演奏したりすること キョク トクチョウ イ ヒョウゲン クフウ ヒョウゲン オモ イト ウタ エンソウ

										知・技 チギ		身体を調節したり、音を合わせたりして歌う技能を身に付けるとともに、声の音色や全体の響きの特徴と歌い方との関わりについて理解すること シンタイ チョウセツ オト ア ウタ ギノウ ミ ツ コエ ネイロ ゼンタイ ヒビ トクチョウ ウタ カタ カカ リカイ

										技 ワザ		身体を調節したり、音を合わせたりして演奏する技能を身に付けるとともに、楽器の音色や全体の響きの特徴と演奏の仕方との関わりについて理解すること シンタイ チョウセツ オト ア エンソウ ギノウ ミ ツ ガッキ ネイロ ゼンタイ ヒビ トクチョウ エンソウ シカタ カタ カカ リカイ

										技 ワザ		範唱や範奏を聴いたり、楽譜等を見たりして、自己に適した方法で演奏のための情報を得ること ジコ

								音楽づくり オンガク				音楽づくりの活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 オモ		設定した条件に基づいて、次の(ｱ)と(ｲ)をできるようにすること
(ｱ)即興的に表現することを通して、音楽づくりの様々な発想を得ること
(ｲ)どのように音楽をつくるかについて思いや意図をもって音楽をつくって表すこと セッテイ ジョウケン モト ソッキョウテキ ヒョウゲン トオ オンガク サマザマ ハッソウ エ

										知・技 チギ		音を選択したり、音楽の仕組みなどを用いて組み合わせたりして表現する技能を身に付けるとともに、いろいろな音、音やフレーズをつなげたり重ねたりしたときの響きの特徴について理解すること オト センタク オンガク シク モチ ク ア ヒョウゲン ギノウ ミ ツ オト オト カサ ヒビ トクチョウ リカイ

						B　鑑賞 カンショウ						鑑賞の活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 シ		曲や演奏のよさなどを見いだし，曲全体を味わって聴くこと。

										知 チ		曲想と音楽の構造との関わりについて理解すること。 カカ リカイ

						〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ						 「A表現」及び「B鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										技 ワザ		音楽を形づくっている要素を知覚し、それらの働きを感受すること オンガク カタチ ヨウソ チカク ハタラ カン ウ

										思 シ		音楽を形づくっている要素について知覚したことと感受したこととの関わりについて考えること チカク ウ

										知 チ		音楽を形づくっている要素及びそれらに関わる音符、休符、記号や用語について、音楽における働きと関わらせて理解すること オンガク カタチ ヨウソ オヨ カカ オンプ キュウフ キゴウ ヨウゴ オンガク ハタラ カカ リカイ

















0310志民先生提出改善案（小音）2

		A　表現		歌唱・器楽 カショウ キガク				歌唱及び器楽の活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 オヨ キガク

						思　 シ		曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについて考え、曲の特徴を生かした表現を工夫し、どのように表現するかについて思いや意図をもって歌ったり演奏したりすること キョク トクチョウ イ ヒョウゲン クフウ ヒョウゲン オモ イト ウタ エンソウ

						知・技 チギ		身体を調節したり、音を合わせたりして歌う技能を身に付けるとともに、声の音色や全体の響きの特徴と歌い方との関わりについて理解すること シンタイ チョウセツ オト ア ウタ ギノウ ミ ツ コエ ネイロ ゼンタイ ヒビ トクチョウ ウタ カタ カカ リカイ

								身体を調節したり、音を合わせたりして歌う技能を身に付けるとともに、楽器の音色や全体の響きの特徴と演奏の仕方との関わりについて理解すること シンタイ チョウセツ オト ア ウタ ギノウ ミ ツ ガッキ ネイロ ゼンタイ ヒビ トクチョウ エンソウ シカタ カタ カカ リカイ

						技 ワザ		範唱や範奏を聴いたり、楽譜等を見たりして、自己に適した方法で演奏のための情報を得ること ジコ

				音楽づくり オンガク				音楽づくりの活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

						思 オモ		設定した条件に基づいて、次の(ｱ)と(ｲ)をできるようにすること
(ｱ)即興的に表現することを通して、音楽づくりの様々な発想を得ること
(ｲ)どのように音楽をつくるかについて思いや意図をもって音楽をつくって表すこと セッテイ ジョウケン モト ソッキョウテキ ヒョウゲン トオ オンガク サマザマ ハッソウ エ

								設定した条件に基づいて、次の(ｱ)と(ｲ)をできるようにすること
(ｱ)即興的に表現することを通して、音楽づくりの様々な発想を得ること
(ｲ)どのように音楽をつくるかについて思いや意図をもって音楽をつくって表すこと セッテイ ジョウケン モト ソッキョウテキ ヒョウゲン トオ オンガク サマザマ ハッソウ エ

						知・技 チギ		音を選択したり、音楽の仕組みなどを用いて組み合わせたりして表現する技能を身に付けるとともに、いろいろな音、音やフレーズをつなげたり重ねたりしたときの響きの特徴について理解すること オト センタク オンガク シク モチ ク ア ヒョウゲン ギノウ ミ ツ オト オト カサ ヒビ トクチョウ リカイ

		B　鑑賞 カンショウ						鑑賞の活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

						思 シ		曲や演奏のよさなどを見いだし，曲全体を味わって聴くこと。

						知 チ		曲想と音楽の構造との関わりについて理解すること。 カカ リカイ

		〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ						「A表現」及び「B鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

						技 ワザ		音楽を形づくっている要素を知覚し、それらの働きを感受すること オンガク カタチ ヨウソ チカク ハタラ カン ウ

						思 シ		音楽を形づくっている要素について知覚したことと感受したこととの関わりについて考えること チカク ウ

						知 チ		音楽を形づくっている要素及びそれらに関わる音符、休符、記号や用語について、音楽における働きと関わらせて理解すること オンガク カタチ ヨウソ オヨ カカ オンプ キュウフ キゴウ ヨウゴ オンガク ハタラ カカ リカイ

















改善案（小音）





						A　表現		歌唱・器楽 カショウ キガク				歌唱及び器楽の活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 オヨ キガク

										思　 シ		曲の特徴にふさわしい表現を工夫し、どのように表現するかについて思いや意図をもって歌ったり演奏したりすること キョク トクチョウ ヒョウゲン クフウ ヒョウゲン オモ イト ウタ エンソウ

										知 チ		曲想と音楽の構造や歌詞との関わりについて理解すること リカイ

										知・技 チギ		音色や響きなどに気を付けながら身体を調節して歌うための技能を身に付けるとともに、声の音色や響きのよさや面白さと歌い方との関わりについて理解すること ネイロ ヒビ キ ツ シンタイ チョウセツ ウタ ギノウ ミ ツ コエ ネイロ ヒビ オモシロ ウタ カタ カカ リカイ

												音色や響きなどに気を付けながら身体を調節して演奏するための技能を身に付けるとともに、楽器の音色や響きのよさや面白さと演奏の仕方との関わりについて理解すること ネイロ ヒビ キ ツ シンタイ チョウセツ エンソウ ギノウ ミ ツ ガッキ ネイロ ヒビ オモシロ エンソウ シカタ カタ カカ リカイ

										技 ワザ		範唱や範奏を聴いたり、楽譜等を見たりして、自己に適した方法で演奏のための情報を得ること ジコ

										技 ワザ		各声部の歌声及び音や全体の響きを聴いて、音を合わせて歌ったり演奏したりする技能を身に付け、合わせることのよさや快さを感じ取ること カク セイブ ウタゴエ オヨ オト ゼンタイ ヒビ キ オト ア ウタ エンソウ ギノウ ミ ツ ア ココロヨ カン ト

								音楽づくり オンガク				音楽づくりの活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 オモ		設定した条件に基づいて、次の(ｱ)と(ｲ)をできるようにすること
(ｱ)即興的に表現することを通して、音楽づくりの様々な発想を得ること
(ｲ)どのように音楽をつくるかについて思いや意図をもって音楽をつくって表すこと セッテイ ジョウケン モト ソッキョウテキ ヒョウゲン トオ オンガク サマザマ ハッソウ エ



										知・技 チギ		音を選択したり、音楽の仕組みなどを用いて組み合わせたりして表現する技能を身に付けながら、いろいろな音、音やフレーズをつなげたり重ねたりしたときの響きの特徴について理解すること オト センタク オンガク シク モチ ク ア ヒョウゲン ギノウ ミ ツ オト オト カサ ヒビ トクチョウ リカイ

										知 チ		音楽の仕組みを用いて音楽をつくる技能を身に付け、音やフレーズのつなげ方や重ね方の特徴について理解すること オンガク シク モチ オンガク ギノウ ミ ツ オト カタ カサ カタ トクチョウ リカイ

						B　鑑賞 カンショウ						鑑賞の活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 シ		曲や演奏のよさなどを見いだし，曲全体を味わって聴くこと。

										知 チ		曲想及びその変化と，音楽の構造との関わりについて理解すること。 オヨ カカ リカイ

						〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ						 「A表現」及び「B鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										技 ワザ		音楽を形づくっている要素を聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白さ、美しさを感じ取ること オンガク カタチ ヨウソ キ ト ハタラ ウ ダ オモシロ ウツク カン ト

										思 シ		音楽を形づくっている要素について聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考えること

										知 チ		音楽を形づくっている要素及びそれらに関わる音符、休符、記号や用語について、音楽における働きと関わらせて理解すること オンガク カタチ ヨウソ オヨ カカ オンプ キュウフ キゴウ ヨウゴ オンガク ハタラ カカ リカイ

















現行（小音）

		s



						A　表現 ヒョウゲン		歌唱 カショウ				(1) 歌唱の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思　 シ		ア  歌唱表現についての知識や技能を得たり生かしたりしながら、曲の特徴にふさわしい表現を工夫し、どのように歌うかについて思いや意図をもつこと。 イ

										知 チ		イ　曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解すること。 リカイ

										技 ギ		ウ　思いや意図に合った表現をするために必要な次の(ｱ)から(ｳ)までの技能を身に付けること。
(ｱ) 範唱を聴いたり、ハ長調及びイ短調の楽譜を見たりして歌う技能
(ｲ) 呼吸及び発音の仕方に気を付けて、自然で無理のない、響きのある歌い方で歌う技能
(ｳ) 各声部の歌声や全体の響き、伴奏を聴いて、声を合わせて歌う技能 オモ イト ア ヒョウゲン ヒツヨウ ギノウ ギノウ ギノウ

								器楽 キガク				(2) 器楽の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する

										思 シ		ア  器楽表現についての知識や技能を得たり生かしたりしながら、曲の特徴をにふさわしい表現を工夫し、どのように演奏するかについて思いや意図をもつこと。

										知 チ		イ　次の(ｱ)と(ｲ)について理解すること。
(ｱ) 曲想と音楽の構造との関わり
(ｲ) 多様な楽器の音色や響きと演奏の仕方との関わり

										技 ワザ		ウ　思いや意図に合った表現をするために必要な次の(ｱ)から(ｳ)までの技能を身に付けること。
(ｱ) 範奏を聴いたり、ハ長調及びイ短調の楽譜を見たりして演奏する技能
(ｲ) 音色や響きに気を付けて、旋律楽器及び打楽器を演奏する技能
(ｳ) 各声部の楽器の音や全体の響き、伴奏を聴いて、音を合わせて演奏する技能 オモ イト ア ヒョウゲン ヒツヨウ ギノウ ネイロ ヒビ キ ツ ギノウ ギノウ

								音楽づくり オンガク				(3) 音楽づくりの活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 シ		ア　音楽づくりについての知識や技能を得たり生かしたりしながら、次の(ｱ)と(ｲ)をできるようにすること。
(ｱ) 即興的に表現することを通して、音楽づくりの様々な発想を得ること。
(ｲ) 音を音楽へと構成することを通して、どのように全体のまとまりを意識した音楽をつくるかについて思いや意図をもつこと。 オンガク

										知 チ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について、それらが生み出すよさや面白さなどと関わらせて理解すること。　
(ｱ) いろいろな音の響きやそれらの組合せの特徴
(ｲ) 音やフレーズのつなげ方や重ね方の特徴 オヨ トクチョウ オト カタ カサ カタ トクチョウ

										技 ギ		ウ 発想を生かした表現や、思いや意図に合った表現をするために必要な次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。
(ｱ) 設定した条件に基づいて、即興的に音を選択したり組み合わせたりして表現する技能 
(ｲ) 音楽の仕組みを用いて、音楽をつくる技能 ハッソウ イ ヒョウゲン オモ イト ヒョウゲン オヨ セッテイ ジョウケン モト ソッキョウテキ ギノウ モチ ギノウ

						B　鑑賞 カンショウ						(1) 鑑賞の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 シ		ア　鑑賞についての知識を得たり生かしたりしながら、曲や演奏のよさなどを見いだし、曲全体を味わって聴くこと。

										知 チ		イ  曲想及びその変化と、音楽の構造との関わりについて理解すること。 オヨ カカ リカイ

						〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ						(1) 「A表現」及び「B鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 ミ ツ

										思 シ		ア　音楽を形づくっている要素を聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白さ、美しさを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考えること。

										知 チ		イ　音楽を形づくっている要素及びそれらに関わる音符、休符、記号や用語について、音楽における働きと関わらせて理解すること。 オンガク カタチ ヨウソ オヨ カカ ハタラ
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0317志民先生提出版を編集改善案２（小音） 口頭修正





						A　表現		歌唱・器楽 カショウ キガク				歌唱及び器楽の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 オヨ キガク

										思　 シ		曲想と音楽の構造や歌詞との関わりについて考え、曲の特徴を生かした表現を工夫し、どのように表現するかについて思いや意図をもって歌ったり演奏したりすること キョク トクチョウ イ ヒョウゲン クフウ ヒョウゲン オモ イト ウタ エンソウ

										知・技 チギ		身体を調節したり、声を合わせたりして歌う技能を身に付けるとともに、声の音色や全体の響きの特徴と歌い方との関わりについて理解すること シンタイ チョウセツ コエ ア ウタ ギノウ ミ ツ コエ ネイロ ゼンタイ ヒビ トクチョウ ウタ カタ カカ リカイ

										技 ワザ		身体を調節したり、音を合わせたりして演奏する技能を身に付けるとともに、楽器の音色や全体の響きの特徴と演奏の仕方との関わりについて理解すること シンタイ チョウセツ オト ア エンソウ ギノウ ミ ツ ガッキ ネイロ ゼンタイ ヒビ トクチョウ エンソウ シカタ カタ カカ リカイ

										技 ワザ		範唱や範奏を聴いたり、楽譜等を見たりして、自己に適した方法で演奏のための情報を得ること ジコ

								音楽づくり オンガク				音楽づくりの活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 オモ		設定した条件に基づいて、次の(ｱ)と(ｲ)をできるようにすること
(ｱ)即興的に表現することを通して、音楽づくりの様々な発想を得ること
(ｲ)どのように音楽をつくるかについて思いや意図をもって音楽をつくって表すこと セッテイ ジョウケン モト ソッキョウテキ ヒョウゲン トオ オンガク サマザマ ハッソウ エ

										知・技 チギ		音を選択したり、音楽の仕組みなどを用いて組み合わせたりして表現する技能を身に付けるとともに、いろいろな音、音やフレーズをつなげたり重ねたりしたときの響きの特徴について理解すること オト センタク オンガク シク モチ ク ア ヒョウゲン ギノウ ミ ツ オト オト カサ ヒビ トクチョウ リカイ

						B　鑑賞 カンショウ						鑑賞の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 シ		曲や演奏のよさなどを見いだし、曲全体を味わって聴くこと。

										知 チ		曲想と音楽の構造との関わりについて理解すること。 カカ リカイ

						〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ						 「A表現」及び「B鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										技 ワザ		音楽を形づくっている要素を知覚し、それらの働きを感受すること オンガク カタチ ヨウソ チカク ハタラ カン ウ

										思 シ		音楽を形づくっている要素について知覚したことと感受したこととの関わりについて考えること チカク ウ

										知 チ		音楽を形づくっている要素及びそれらに関わる音符、休符、記号や用語について、音楽における働きと関わらせて理解すること オンガク カタチ ヨウソ オヨ カカ オンプ キュウフ キゴウ ヨウゴ オンガク ハタラ カカ リカイ

















0310志民先生提出版を編集改善案２（小音）





						A　表現		歌唱・器楽 カショウ キガク				歌唱及び器楽の活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 オヨ キガク

										思　 シ		曲想と音楽の構造や歌詞との関わりについて考え、曲の特徴を生かした表現を工夫し、どのように表現するかについて思いや意図をもって歌ったり演奏したりすること キョク トクチョウ イ ヒョウゲン クフウ ヒョウゲン オモ イト ウタ エンソウ

										知・技 チギ		身体を調節したり、音を合わせたりして歌う技能を身に付けるとともに、声の音色や全体の響きの特徴と歌い方との関わりについて理解すること シンタイ チョウセツ オト ア ウタ ギノウ ミ ツ コエ ネイロ ゼンタイ ヒビ トクチョウ ウタ カタ カカ リカイ

										技 ワザ		身体を調節したり、音を合わせたりして演奏する技能を身に付けるとともに、楽器の音色や全体の響きの特徴と演奏の仕方との関わりについて理解すること シンタイ チョウセツ オト ア エンソウ ギノウ ミ ツ ガッキ ネイロ ゼンタイ ヒビ トクチョウ エンソウ シカタ カタ カカ リカイ

										技 ワザ		範唱や範奏を聴いたり、楽譜等を見たりして、自己に適した方法で演奏のための情報を得ること ジコ

								音楽づくり オンガク				音楽づくりの活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 オモ		設定した条件に基づいて、次の(ｱ)と(ｲ)をできるようにすること
(ｱ)即興的に表現することを通して、音楽づくりの様々な発想を得ること
(ｲ)どのように音楽をつくるかについて思いや意図をもって音楽をつくって表すこと セッテイ ジョウケン モト ソッキョウテキ ヒョウゲン トオ オンガク サマザマ ハッソウ エ

										知・技 チギ		音を選択したり、音楽の仕組みなどを用いて組み合わせたりして表現する技能を身に付けるとともに、いろいろな音、音やフレーズをつなげたり重ねたりしたときの響きの特徴について理解すること オト センタク オンガク シク モチ ク ア ヒョウゲン ギノウ ミ ツ オト オト カサ ヒビ トクチョウ リカイ

						B　鑑賞 カンショウ						鑑賞の活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 シ		曲や演奏のよさなどを見いだし，曲全体を味わって聴くこと。

										知 チ		曲想と音楽の構造との関わりについて理解すること。 カカ リカイ

						〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ						 「A表現」及び「B鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										技 ワザ		音楽を形づくっている要素を知覚し、それらの働きを感受すること オンガク カタチ ヨウソ チカク ハタラ カン ウ

										思 シ		音楽を形づくっている要素について知覚したことと感受したこととの関わりについて考えること チカク ウ

										知 チ		音楽を形づくっている要素及びそれらに関わる音符、休符、記号や用語について、音楽における働きと関わらせて理解すること オンガク カタチ ヨウソ オヨ カカ オンプ キュウフ キゴウ ヨウゴ オンガク ハタラ カカ リカイ

















0310志民先生提出改善案（小音）2

		A　表現		歌唱・器楽 カショウ キガク				歌唱及び器楽の活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 オヨ キガク

						思　 シ		曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについて考え、曲の特徴を生かした表現を工夫し、どのように表現するかについて思いや意図をもって歌ったり演奏したりすること キョク トクチョウ イ ヒョウゲン クフウ ヒョウゲン オモ イト ウタ エンソウ

						知・技 チギ		身体を調節したり、音を合わせたりして歌う技能を身に付けるとともに、声の音色や全体の響きの特徴と歌い方との関わりについて理解すること シンタイ チョウセツ オト ア ウタ ギノウ ミ ツ コエ ネイロ ゼンタイ ヒビ トクチョウ ウタ カタ カカ リカイ

								身体を調節したり、音を合わせたりして歌う技能を身に付けるとともに、楽器の音色や全体の響きの特徴と演奏の仕方との関わりについて理解すること シンタイ チョウセツ オト ア ウタ ギノウ ミ ツ ガッキ ネイロ ゼンタイ ヒビ トクチョウ エンソウ シカタ カタ カカ リカイ

						技 ワザ		範唱や範奏を聴いたり、楽譜等を見たりして、自己に適した方法で演奏のための情報を得ること ジコ

				音楽づくり オンガク				音楽づくりの活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

						思 オモ		設定した条件に基づいて、次の(ｱ)と(ｲ)をできるようにすること
(ｱ)即興的に表現することを通して、音楽づくりの様々な発想を得ること
(ｲ)どのように音楽をつくるかについて思いや意図をもって音楽をつくって表すこと セッテイ ジョウケン モト ソッキョウテキ ヒョウゲン トオ オンガク サマザマ ハッソウ エ

								設定した条件に基づいて、次の(ｱ)と(ｲ)をできるようにすること
(ｱ)即興的に表現することを通して、音楽づくりの様々な発想を得ること
(ｲ)どのように音楽をつくるかについて思いや意図をもって音楽をつくって表すこと セッテイ ジョウケン モト ソッキョウテキ ヒョウゲン トオ オンガク サマザマ ハッソウ エ

						知・技 チギ		音を選択したり、音楽の仕組みなどを用いて組み合わせたりして表現する技能を身に付けるとともに、いろいろな音、音やフレーズをつなげたり重ねたりしたときの響きの特徴について理解すること オト センタク オンガク シク モチ ク ア ヒョウゲン ギノウ ミ ツ オト オト カサ ヒビ トクチョウ リカイ

		B　鑑賞 カンショウ						鑑賞の活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

						思 シ		曲や演奏のよさなどを見いだし，曲全体を味わって聴くこと。

						知 チ		曲想と音楽の構造との関わりについて理解すること。 カカ リカイ

		〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ						「A表現」及び「B鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

						技 ワザ		音楽を形づくっている要素を知覚し、それらの働きを感受すること オンガク カタチ ヨウソ チカク ハタラ カン ウ

						思 シ		音楽を形づくっている要素について知覚したことと感受したこととの関わりについて考えること チカク ウ

						知 チ		音楽を形づくっている要素及びそれらに関わる音符、休符、記号や用語について、音楽における働きと関わらせて理解すること オンガク カタチ ヨウソ オヨ カカ オンプ キュウフ キゴウ ヨウゴ オンガク ハタラ カカ リカイ

















改善案（小音）





						A　表現		歌唱・器楽 カショウ キガク				歌唱及び器楽の活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 オヨ キガク

										思　 シ		曲の特徴にふさわしい表現を工夫し、どのように表現するかについて思いや意図をもって歌ったり演奏したりすること キョク トクチョウ ヒョウゲン クフウ ヒョウゲン オモ イト ウタ エンソウ

										知 チ		曲想と音楽の構造や歌詞との関わりについて理解すること リカイ

										知・技 チギ		音色や響きなどに気を付けながら身体を調節して歌うための技能を身に付けるとともに、声の音色や響きのよさや面白さと歌い方との関わりについて理解すること ネイロ ヒビ キ ツ シンタイ チョウセツ ウタ ギノウ ミ ツ コエ ネイロ ヒビ オモシロ ウタ カタ カカ リカイ

												音色や響きなどに気を付けながら身体を調節して演奏するための技能を身に付けるとともに、楽器の音色や響きのよさや面白さと演奏の仕方との関わりについて理解すること ネイロ ヒビ キ ツ シンタイ チョウセツ エンソウ ギノウ ミ ツ ガッキ ネイロ ヒビ オモシロ エンソウ シカタ カタ カカ リカイ

										技 ワザ		範唱や範奏を聴いたり、楽譜等を見たりして、自己に適した方法で演奏のための情報を得ること ジコ

										技 ワザ		各声部の歌声及び音や全体の響きを聴いて、音を合わせて歌ったり演奏したりする技能を身に付け、合わせることのよさや快さを感じ取ること カク セイブ ウタゴエ オヨ オト ゼンタイ ヒビ キ オト ア ウタ エンソウ ギノウ ミ ツ ア ココロヨ カン ト

								音楽づくり オンガク				音楽づくりの活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 オモ		設定した条件に基づいて、次の(ｱ)と(ｲ)をできるようにすること
(ｱ)即興的に表現することを通して、音楽づくりの様々な発想を得ること
(ｲ)どのように音楽をつくるかについて思いや意図をもって音楽をつくって表すこと セッテイ ジョウケン モト ソッキョウテキ ヒョウゲン トオ オンガク サマザマ ハッソウ エ



										知・技 チギ		音を選択したり、音楽の仕組みなどを用いて組み合わせたりして表現する技能を身に付けながら、いろいろな音、音やフレーズをつなげたり重ねたりしたときの響きの特徴について理解すること オト センタク オンガク シク モチ ク ア ヒョウゲン ギノウ ミ ツ オト オト カサ ヒビ トクチョウ リカイ

										知 チ		音楽の仕組みを用いて音楽をつくる技能を身に付け、音やフレーズのつなげ方や重ね方の特徴について理解すること オンガク シク モチ オンガク ギノウ ミ ツ オト カタ カサ カタ トクチョウ リカイ

						B　鑑賞 カンショウ						鑑賞の活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 シ		曲や演奏のよさなどを見いだし，曲全体を味わって聴くこと。

										知 チ		曲想及びその変化と，音楽の構造との関わりについて理解すること。 オヨ カカ リカイ

						〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ						 「A表現」及び「B鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										技 ワザ		音楽を形づくっている要素を聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白さ、美しさを感じ取ること オンガク カタチ ヨウソ キ ト ハタラ ウ ダ オモシロ ウツク カン ト

										思 シ		音楽を形づくっている要素について聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考えること

										知 チ		音楽を形づくっている要素及びそれらに関わる音符、休符、記号や用語について、音楽における働きと関わらせて理解すること オンガク カタチ ヨウソ オヨ カカ オンプ キュウフ キゴウ ヨウゴ オンガク ハタラ カカ リカイ

















現行（小音）

		s



						A　表現 ヒョウゲン		歌唱 カショウ				(1) 歌唱の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思　 シ		ア  歌唱表現についての知識や技能を得たり生かしたりしながら、曲の特徴にふさわしい表現を工夫し、どのように歌うかについて思いや意図をもつこと。 イ

										知 チ		イ　曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解すること。 リカイ

										技 ギ		ウ　思いや意図に合った表現をするために必要な次の(ｱ)から(ｳ)までの技能を身に付けること。
(ｱ) 範唱を聴いたり、ハ長調及びイ短調の楽譜を見たりして歌う技能
(ｲ) 呼吸及び発音の仕方に気を付けて、自然で無理のない、響きのある歌い方で歌う技能
(ｳ) 各声部の歌声や全体の響き、伴奏を聴いて、声を合わせて歌う技能 オモ イト ア ヒョウゲン ヒツヨウ ギノウ ギノウ ギノウ

								器楽 キガク				(2) 器楽の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する

										思 シ		ア  器楽表現についての知識や技能を得たり生かしたりしながら、曲の特徴をにふさわしい表現を工夫し、どのように演奏するかについて思いや意図をもつこと。

										知 チ		イ　次の(ｱ)と(ｲ)について理解すること。
(ｱ) 曲想と音楽の構造との関わり
(ｲ) 多様な楽器の音色や響きと演奏の仕方との関わり

										技 ワザ		ウ　思いや意図に合った表現をするために必要な次の(ｱ)から(ｳ)までの技能を身に付けること。
(ｱ) 範奏を聴いたり、ハ長調及びイ短調の楽譜を見たりして演奏する技能
(ｲ) 音色や響きに気を付けて、旋律楽器及び打楽器を演奏する技能
(ｳ) 各声部の楽器の音や全体の響き、伴奏を聴いて、音を合わせて演奏する技能 オモ イト ア ヒョウゲン ヒツヨウ ギノウ ネイロ ヒビ キ ツ ギノウ ギノウ

								音楽づくり オンガク				(3) 音楽づくりの活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 シ		ア　音楽づくりについての知識や技能を得たり生かしたりしながら、次の(ｱ)と(ｲ)をできるようにすること。
(ｱ) 即興的に表現することを通して、音楽づくりの様々な発想を得ること。
(ｲ) 音を音楽へと構成することを通して、どのように全体のまとまりを意識した音楽をつくるかについて思いや意図をもつこと。 オンガク

										知 チ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について、それらが生み出すよさや面白さなどと関わらせて理解すること。　
(ｱ) いろいろな音の響きやそれらの組合せの特徴
(ｲ) 音やフレーズのつなげ方や重ね方の特徴 オヨ トクチョウ オト カタ カサ カタ トクチョウ

										技 ギ		ウ 発想を生かした表現や、思いや意図に合った表現をするために必要な次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。
(ｱ) 設定した条件に基づいて、即興的に音を選択したり組み合わせたりして表現する技能 
(ｲ) 音楽の仕組みを用いて、音楽をつくる技能 ハッソウ イ ヒョウゲン オモ イト ヒョウゲン オヨ セッテイ ジョウケン モト ソッキョウテキ ギノウ モチ ギノウ

						B　鑑賞 カンショウ						(1) 鑑賞の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 シ		ア　鑑賞についての知識を得たり生かしたりしながら、曲や演奏のよさなどを見いだし、曲全体を味わって聴くこと。

										知 チ		イ  曲想及びその変化と、音楽の構造との関わりについて理解すること。 オヨ カカ リカイ

						〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ						(1) 「A表現」及び「B鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 ミ ツ

										思 シ		ア　音楽を形づくっている要素を聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白さ、美しさを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考えること。

										知 チ		イ　音楽を形づくっている要素及びそれらに関わる音符、休符、記号や用語について、音楽における働きと関わらせて理解すること。 オンガク カタチ ヨウソ オヨ カカ ハタラ
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中音現行CS





						A　表　現 ヒョウ ゲン				(1) 歌唱の活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　歌唱表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，歌唱表現を創意工夫すること。

								知 チ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。
　　　　(ｱ) 曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わり
　　　　(ｲ) 声の音色や響き及び言葉の特性と曲種に応じた発声との関わり

								技 ワザ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。
　　　　(ｱ) 創意工夫を生かした表現で歌うために必要な発声，言葉の発音，身体の使い方などの技能
　　　　(ｲ) 創意工夫を生かし，全体の響きや各声部の声などを聴きながら他者と合わせて歌う技能

										(2)器楽の活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　器楽表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，器楽表現を創意工夫すること。

								知 チ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。
　　　　(ｱ) 曲想と音楽の構造との関わり
　　　　(ｲ) 楽器の音色や響きと奏法との関わり

								技 ワザ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。
　　　　(ｱ) 創意工夫を生かした表現で演奏するために必要な奏法，身体の使い方などの技能
　　　　(ｲ) 創意工夫を生かし，全体の響きや各声部の音などを聴きながら他者と合わせて演奏する技能

										(3) 創作の活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　創作表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，創作表現を創意工夫すること。

								知 チ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について，表したいイメージと関わらせて理解すること。
　　　　(ｱ) 音のつながり方の特徴
　　　　(ｲ) 音素材の特徴及び音の重なり方や反復，変化，対照などの構成上の特徴

								技 ギ		ウ　創意工夫を生かした表現で旋律や音楽をつくるために必要な，課題や条件に沿った音の選択や組合せなどの技能を身に付けること。

						B　鑑　賞 カガミ ショウ				(1) 鑑賞の活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)から(ｳ)までについて自分なりに考え，音楽のよさや美しさを味わって聴くこと。
　　　　(ｱ) 曲や演奏に対する評価とその根拠
　　　　(ｲ) 生活や社会における音楽の意味や役割
　　　　(ｳ) 音楽表現の共通性や固有性

								知 チ		イ　次の(ｱ)から(ｳ)までについて理解すること。
　　　　(ｱ) 曲想と音楽の構造との関わり
　　　　(ｲ) 音楽の特徴とその背景となる文化や歴史，他の芸術との関わり
　　　　(ｳ) 我が国や郷土の伝統音楽及びアジア地域の諸民族の音楽の特徴と，その特徴から生まれる音楽の多様性

						〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ				(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら，知覚したことと感受したこととの関わりについて考えること。

								知 チ		イ　音楽を形づくっている要素及びそれらに関わる用語や記号などについて，音楽における働きと関わらせて理解すること。





								思：「思考力・判断力・表現力等」，知：「知識」，技：「技能」 オモ シコウリョク ハンダンリョク ヒョウゲンリョク トウ





中音改善案 (0522)



												中学校音楽：各学年の目標及び内容の系統表 チュウガッコウ オンガク カクガクネン モクヒョウ オヨ ナイヨウ ケイトウ ヒョウ





						A　表　現 ヒョウ ゲン		歌唱 カショウ				歌唱の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 オモ		ア　曲想と音楽の構造や曲の背景などとの関わりについて考え、曲の特徴を生かした表現を工夫し、思いや意図をもって歌うこと キョクソウ オンガク コウゾウ キョク カカ キョク トクチョウ イ

										知・技 チ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について、知識及び技能を関わらせて身に付けること
(ｱ)　声の音色や響き及び言葉の特性を生かした歌い方
(ｲ)　声部同士の関わりや各声部と全体との関わりの特徴を生かした歌い方 オヨ

								器楽 キガク				器楽の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 オモ		ア　曲想と音楽の構造や曲の背景などとの関わりについて考え、曲の特徴を生かした表現を工夫し、思いや意図をもって演奏すること キョクソウ オンガク コウゾウ キョク カカ カンガ キョク トクチョウ イ

										知・技 チ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について、知識及び技能を関わらせて身に付けること
(ｱ)　楽器の音色や響きを生かした演奏の仕方
(ｲ)　声部同士の関わりや各声部と全体との関わりの特徴を生かした演奏の仕方 トクチョウ

								創作 ソウサク				創作の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 オモ		ア　音や音同士の関係の特徴を生かし、課題や条件などに沿った表現を考えながら自分のイメージと関わらせた表現を工夫し、思いや意図をもって音楽をつくること

										知・技 チ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について、知識及び技能を関わらせて身に付けること
(ｱ)　音をつなげたり重ねたりしたときの響きの特徴を生かした音楽のつくり方
(ｲ)　反復、変化、対照などの手法を用いた音楽のつくり方 シュホウ

						B　鑑　賞 カガミ ショウ						鑑賞の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 オモ		ア　次の(ｱ)及び(ｲ)について考え、曲や演奏を根拠をもって評価しながらよさや美しさなどを味わって聴くこと
(ｱ)　生活や社会における音楽の意味や役割
(ｲ)　音楽表現の共通性と固有性

										知 チ		イ　次の(ｱ)から(ｳ)までについての知識を身に付けること
(ｱ)　曲想と音楽の構造との関わり
(ｲ)　音楽の特徴とその背景となる文化や歴史、他の芸術との関わり
(ｳ)　我が国や郷土の伝統音楽及びアジア地域の諸民族の音楽の特徴と、その特徴から生まれる音楽の多様性

						〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ						「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 オモ		ア　音楽を形づくっている要素とそれらの働きとの関わりについて考えること ハタラ カカ

										知・技 チギ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について、知識及び技能を関わらせて身に付けること
(ｱ)　音楽を形づくっている要素とその働きを諸感覚で捉えること
(ｲ)　音楽に関する用語や記号などの役割や音楽における働きを捉えること







										思：「思考力・判断力・表現力等」、知：「知識」、技：「技能」 オモ シコウリョク ハンダンリョク ヒョウゲンリョク トウ





中音改善案



												中学校音楽：各学年の目標及び内容の系統表 チュウガッコウ オンガク カクガクネン モクヒョウ オヨ ナイヨウ ケイトウ ヒョウ





						A　表　現 ヒョウ ゲン		歌唱 カショウ				歌唱の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 オモ		ア　曲想と音楽の構造、曲の表す内容や歌詞の内容、曲の背景などとの関わりを考え、曲の特徴を生かした表現を工夫し、思いや意図をもって歌うこと キョクソウ オンガク コウゾウ カカ キョク トクチョウ イ

										知・技 チ		イ　声の音色や響き及び言葉の特性と曲種に応じた発声との関わりについて、身体の使い方の技能を身に付けて歌いながら理解すること

												ウ　声部同士の関わりや各声部と全体との関わりについて、他者と合わせて歌う技能を身に付けて歌いながら理解すること セイブドウシ カカ カク ゼンタイ カカ

								器楽 キガク				器楽の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 オモ		ア　曲想と音楽の構造、曲の表す内容や曲の背景などとの関わりを考え、曲の特徴を生かした表現を工夫し、思いや意図をもって演奏すること キョクソウ オンガク コウゾウ カカ カンガ キョク トクチョウ イ

										知・技 チ		イ　楽器の音色や響きと奏法との関わりについて、身体の使い方の技能を身に付けて演奏しながら理解すること

												ウ　声部同士の関わりや各声部と全体との関わりについて、他者と合わせて演奏する技能を身に付けて演奏しながら理解すること

								創作 ソウサク				創作の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 オモ		ア　音や音同士の関係の特徴を生かし、課題や条件などに沿った表現を考えながら自分のイメージと関わらせた表現を工夫し、思いや意図をもって音楽をつくること

										知・技 チ		イ　音をつなげたり重ねたりしたときの響きの特徴、反復、変化、対照などによって生まれる構成上の特徴について、音を選択したり組み合わせたりする技能を身に付けて音楽をつくりながら理解すること

						B　鑑　賞 カガミ ショウ						鑑賞の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 オモ		ア　(ｱ) 生活や社会における音楽の意味や役割について考え、曲や演奏を根拠をもって評価しながらよさや美しさを味わって聴くこと
    (ｲ) 音楽表現の共通性や固有性について考え、曲や演奏を根拠をもって評価しながらよさや美しさを味わって聴くこと セイカツ ヤクワリ キョク エンソウ コンキョ ヒョウカ

										知 チ		イ(ｱ) 曲想と音楽の構造との関わりについて理解すること
　(ｲ) 音楽の特徴とその背景となる文化や歴史、他の芸術との関わりについて理解すること
  (ｳ) 我が国や郷土の伝統音楽及びアジア地域の諸民族の音楽の特徴と、その特徴から生まれる音楽の多様性について理解すること キョクソウ オンガク コウゾウ カカ リカイ

						〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ						「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 オモ		音楽を形づくっている要素とそれらの働きとの関わりについて考えること ハタラ カカ

										知・技 チギ		音楽を形づくっている要素やその働きを捉えること オンガク カタチ ヨウソ ハタラ トラ

												音楽に関する用語や記号などを、楽譜上での役割や音楽における働きと関わらせて理解すること







										思：「思考力・判断力・表現力等」、知：「知識」、技：「技能」 オモ シコウリョク ハンダンリョク ヒョウゲンリョク トウ





高芸音現行CS



										音楽Ⅰ オンガク

										表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。

						Ａ　表　現 ヒョウ ゲン				(1)歌唱

										　　歌唱に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　歌唱表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，自己のイメージをもって歌唱表現を創意工夫すること。

								知 チ		イ　次の(ｱ)から(ｳ)までについて理解すること。
　　(ｱ) 曲想と音楽の構造や歌詞，文化的・歴史的背景との関わり
　　(ｲ) 言葉の特性と曲種に応じた発声との関わり
　　(ｳ) 様々な表現形態による歌唱表現の特徴

								技 ワザ		ウ　創意工夫を生かした歌唱表現をするために必要な，次の(ｱ)から(ｳ)までの技能を身に付けること。
　　(ｱ) 曲にふさわしい発声，言葉の発音，身体の使い方などの技能
　　(ｲ) 他者との調和を意識して歌う技能
　　(ｳ) 表現形態の特徴を生かして歌う技能

										(2) 器楽

										　　器楽に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　器楽表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，自己のイメージをもって器楽表現を創意工夫すること。

								知 チ		イ　次の(ｱ)から(ｳ)までについて理解すること。
　　(ｱ) 曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景との関わり
　　(ｲ) 曲想と楽器の音色や奏法との関わり
　　(ｳ) 様々な表現形態による器楽表現の特徴

								技 ワザ		ウ　創意工夫を生かした器楽表現をするために必要な，次の(ｱ)から(ｳ)までの技能を身に付けること。
　　(ｱ) 曲にふさわしい奏法，身体の使い方などの技能
　　(ｲ) 他者との調和を意識して演奏する技能
　　(ｳ) 表現形態の特徴を生かして演奏する技能

										(3) 創作

										　　創作に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　創作表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，自己のイメージをもって創作表現を創意工夫すること。

								知 チ		イ　音素材，音を連ねたり重ねたりしたときの響き，音階や音型などの特徴及び構成上の特徴について，表したいイメージと関わらせて理解すること。

								技 ワザ		ウ　創意工夫を生かした創作表現をするために必要な，次の(ｱ)から(ｳ)までの技能を身に付けること。
　　(ｱ) 反復，変化，対照などの手法を活用して音楽をつくる技能
　　(ｲ) 旋律をつくったり，つくった旋律に副次的な旋律や和音などを付けた音楽をつくったりする技能
　　(ｳ) 音楽を形づくっている要素の働きを変化させ，変奏や編曲をする技能

						　　　　　　　　　　　　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ				鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ				(1)鑑賞

										　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)から(ｳ)までについて考え，音楽のよさや美しさを自ら味わって聴くこと。
　　(ｱ) 曲や演奏に対する評価とその根拠
　　(ｲ) 自分や社会にとっての音楽の意味や価値
　　(ｳ) 音楽表現の共通性や固有性

								知 チ		イ　次の(ｱ)から(ｳ)までについて理解すること。
　　(ｱ) 曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり
　　(ｲ) 音楽の特徴と文化的・歴史的背景，他の芸術との関わり
　　(ｳ) 我が国や郷土の伝統音楽の種類とそれぞれの特徴

						　　　　　　　　　　　　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。				　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。

						〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ				(1)「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 シ		ア　音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し，それらの働きを感受しながら，知覚したことと感受したこととの関わりについて考えること。

								知 チ		イ　音楽を形づくっている要素及び音楽に関する用語や記号などについて，音楽における働きと関わらせて理解すること。









高芸音改善案 (0522）



										音楽Ⅰ オンガク

										　表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。

						Ａ　表　現 ヒョウ ゲン				(1) 歌唱

										　　歌唱に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		曲想と音楽の構造や曲の文化的・歴史的背景などとの関わりについて考え、自分のイメージと関わらせた表現を工夫し、表現意図をもって歌うこと キョクソウ オンガク コウゾウ ブンカテキ レキシテキハイケイ カカ

								知・技 チ		イ　次の(ｱ)から(ｳ)までについて、知識及び技能を関わらせて身に付けること
(ｱ)　声の音色や響き及び言葉の特性を生かした歌い方
(ｲ)　声部同士の関わりや各声部と全体との関わりの特徴を生かした歌い方
(ｳ)　様々な表現形態による歌唱表現の特徴を生かした歌い方 サマザマ ヒョウゲンケイタイ カショウヒョウゲン トクチョウ イ ウタ カタ

										(2) 器楽

										　　器楽に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		曲想と音楽の構造や曲の文化的・歴史的背景などとの関わりを考え、自分のイメージと関わらせた表現を工夫し、表現意図をもって演奏すること キョクソウ オンガク コウゾウ ブンカテキ レキシテキハイケイ カカ

								知・技 チ		イ　次の(ｱ)から(ｳ)までについて、知識及び技能を関わらせて身に付けること
(ｱ)　楽器の音色や響きを生かした演奏の仕方
(ｲ)　声部同士の関わりや各声部と全体との関わりの特徴を生かした演奏の仕方
(ｳ)　様々な表現形態による器楽表現の特徴を生かした演奏の仕方 ガッキ エンソウ シカタ エンソウ シカタ キガク エンソウ シカタ

										(3) 創作

										　　創作に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		音や音同士の関係の特徴を生かし、課題や条件などに沿った表現を考えながら自分のイメージと関わらせた表現を工夫し、表現意図をもって音楽をつくること

								知・技 チ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について、知識及び技能を関わらせて身に付けること
(ｱ)　音をつなげたり重ねたりしたときの響きの特徴を生かした音楽のつくり方
(ｲ)　音型の特徴や構成上の特徴を生かした音楽のつくり方 オヨ オト カサ ヒビ トクチョウ イ オンガク カタ オンケイ トクチョウ コウセイジョウ トクチョウ イ

						　　　　　　　　　　　　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ				　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ				(1) 鑑賞

										　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　次の(ｱ)及び(ｲ)について考え、曲や演奏を根拠をもって評価しながらよさや美しさなどを自ら味わって聴くこと
(ｱ)　自分や社会にとっての音楽の意味や価値
(ｲ)　音楽表現の共通性と固有性 ミズカ ジブン シャカイ カチ

								知・技 チ		イ　次の(ｱ)から(ｳ)までについての知識を身に付けること
(ｱ)　曲想と音楽の構造との関わり
(ｲ)　音楽の特徴と文化的・歴史的背景、他の芸術との関わり
(ｳ)　我が国や郷土の伝統音楽の種類とそれぞれの特徴 ブンカテキ シュルイ トクチョウ

						　　　　　　　　　　　　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。				　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。

						〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ				(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		音楽を形づくっている要素とそれらの働きとの関わりについて考えること

								知・技 チ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について、知識及び技能を関わらせて身に付けること
(ｱ)　音楽を形づくっている要素とその働きを諸感覚で捉えること
(ｲ)　音楽に関する用語や記号などの役割や音楽における働きを捉えること









高芸音改善案



										音楽Ⅰ オンガク

										　表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。

						Ａ　表　現 ヒョウ ゲン				(1) 歌唱

										　　歌唱に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		曲想と音楽の構造、曲の表す内容や歌詞、曲の文化的・歴史的背景などとの関わりを考え、自分のイメージと関わらせた表現を工夫し、表現意図をもって歌うこと キョクソウ オンガク コウゾウ ブンカテキ レキシテキハイケイ カカ

								知・技 チ		声の音色や響き及び言葉の特性と曲種に応じた発声との関わりについて、身体の使い方の技能を身に付けて歌いながら理解すること

										声部同士の関わりや各声部と全体との関わりについて、他者との調和を意識して歌う技能を身に付けて歌いながら理解すること ドウシ カカ カクセイブ ゼンタイ カカ

										様々な表現形態による歌唱表現の特徴について、それらの特徴を生かして歌う技能を身に付けて歌いながら理解すること

										(2) 器楽

										　　器楽に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		曲想と音楽の構造、曲の表す内容や曲の文化的・歴史的背景などとの関わりを考え、自分のイメージと関わらせた表現を工夫し、表現意図をもって演奏すること キョクソウ オンガク コウゾウ ブンカテキ レキシテキハイケイ カカ

								知・技 チ		楽器の音色や響きと奏法との関わりについて、身体の使い方の技能を身に付けて演奏しながら理解すること

										声部同士の関わりや各声部と全体との関わりについて、他者との調和を意識して演奏する技能を身に付けて演奏しながら理解すること

										様々な表現形態による器楽表現の特徴について、それらの特徴を生かして演奏する技能を身に付けて演奏しながら理解すること

										(3) 創作

										　　創作に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		音や音同士の関係の特徴を生かし、課題や条件などに沿った表現を考え、自分のイメージと関わらせた表現を工夫し、表現意図をもって音楽をつくること

								知・技 チ		音型の特徴や構成上の特徴、音楽の形式の特徴などについて、反復、変化、対照などの手法を生かして音楽をつくる技能を身に付て音楽をつくりながら理解すること

										音を連ねたり重ねたりしたときの響きの特徴について、旋律をつくったり、旋律に副次的な旋律や和音などを付けた音楽をつくったりする技能を身に付けて音楽をつくりながら理解すること

						　　　　　　　　　　　　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ				　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ				(1) 鑑賞

										　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		自分や社会にとっての音楽の意味や価値について考え、曲や演奏を根拠をもって評価しながらよさや美しさを自ら味わって聴くこと キョク エンソウ コンキョ ヒョウカ ミズカ

										音楽表現の共通性や固有性について考え、曲や演奏を根拠をもって評価しながらよさや美しさを味わって聴くこと キョク エンソウ コンキョ ヒョウカ

								知・技 チ		曲想と音楽の構造との関わりについて理解すること キョクソウ オンガク コウゾウ カカ リカイ

										音楽の特徴と文化的・歴史的背景、他の芸術との関わりについて理解すること

										我が国や郷土の伝統音楽の種類とそれぞれの特徴について理解すること

						　　　　　　　　　　　　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。				　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。

						〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ				(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		音楽を形づくっている要素とそれらの働きとの関わりについて考えること

								知・技 チ		音楽を形づくっている要素やその働きを捉えること

										音楽に関する用語や記号などを、楽譜上での役割や音楽における働きと関わらせて理解すること









Sheet1



【機密性○（取扱制限）】		





中音現行CS





						A　表　現 ヒョウ ゲン				(1) 歌唱の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　歌唱表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら、歌唱表現を創意工夫すること。

								知 チ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。
　　　　(ｱ) 曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わり
　　　　(ｲ) 声の音色や響き及び言葉の特性と曲種に応じた発声との関わり

								技 ワザ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。
　　　　(ｱ) 創意工夫を生かした表現で歌うために必要な発声、言葉の発音、身体の使い方などの技能
　　　　(ｲ) 創意工夫を生かし、全体の響きや各声部の声などを聴きながら他者と合わせて歌う技能

										(2)器楽の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　器楽表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら、器楽表現を創意工夫すること。

								知 チ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。
　　　　(ｱ) 曲想と音楽の構造との関わり
　　　　(ｲ) 楽器の音色や響きと奏法との関わり

								技 ワザ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。
　　　　(ｱ) 創意工夫を生かした表現で演奏するために必要な奏法、身体の使い方などの技能
　　　　(ｲ) 創意工夫を生かし、全体の響きや各声部の音などを聴きながら他者と合わせて演奏する技能

										(3) 創作の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　創作表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら、創作表現を創意工夫すること。

								知 チ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について、表したいイメージと関わらせて理解すること。
　　　　(ｱ) 音のつながり方の特徴
　　　　(ｲ) 音素材の特徴及び音の重なり方や反復、変化、対照などの構成上の特徴

								技 ギ		ウ　創意工夫を生かした表現で旋律や音楽をつくるために必要な、課題や条件に沿った音の選択や組合せなどの技能を身に付けること。

						B　鑑　賞 カガミ ショウ				(1) 鑑賞の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら、次の(ｱ)から(ｳ)までについて自分なりに考え、音楽のよさや美しさを味わって聴くこと。
　　　　(ｱ) 曲や演奏に対する評価とその根拠
　　　　(ｲ) 生活や社会における音楽の意味や役割
　　　　(ｳ) 音楽表現の共通性や固有性

								知 チ		イ　次の(ｱ)から(ｳ)までについて理解すること。
　　　　(ｱ) 曲想と音楽の構造との関わり
　　　　(ｲ) 音楽の特徴とその背景となる文化や歴史、他の芸術との関わり
　　　　(ｳ) 我が国や郷土の伝統音楽及びアジア地域の諸民族の音楽の特徴と、その特徴から生まれる音楽の多様性

						〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ				(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し、それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考えること。

								知 チ		イ　音楽を形づくっている要素及びそれらに関わる用語や記号などについて、音楽における働きと関わらせて理解すること。





								思：「思考力・判断力・表現力等」、知：「知識」、技：「技能」 オモ シコウリョク ハンダンリョク ヒョウゲンリョク トウ





中音改善案



												中学校音楽：各学年の目標及び内容の系統表 チュウガッコウ オンガク カクガクネン モクヒョウ オヨ ナイヨウ ケイトウ ヒョウ





						A　表　現 ヒョウ ゲン		歌唱 カショウ				歌唱の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 オモ		ア　曲想と音楽の構造、曲の表す内容や歌詞の内容、曲の背景などとの関わりを考え、曲の特徴を生かした表現を工夫し、思いや意図をもって歌うこと キョクソウ オンガク コウゾウ カカ キョク トクチョウ イ

										知・技 チ		イ　声の音色や響き及び言葉の特性と曲種に応じた発声との関わりについて、身体の使い方の技能を身に付けて歌いながら理解すること

												ウ　声部同士の関わりや各声部と全体との関わりについて、他者と合わせて歌う技能を身に付けて歌いながら理解すること セイブドウシ カカ カク ゼンタイ カカ

								器楽 キガク				器楽の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 オモ		ア　曲想と音楽の構造、曲の表す内容や曲の背景などとの関わりを考え、曲の特徴を生かした表現を工夫し、思いや意図をもって演奏すること キョクソウ オンガク コウゾウ カカ カンガ キョク トクチョウ イ

										知・技 チ		イ　楽器の音色や響きと奏法との関わりについて、身体の使い方の技能を身に付けて演奏しながら理解すること

												ウ　声部同士の関わりや各声部と全体との関わりについて、他者と合わせて演奏する技能を身に付けて演奏しながら理解すること

								創作 ソウサク				創作の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 オモ		ア　音や音同士の関係の特徴を生かし、課題や条件などに沿った表現を考えながら自分のイメージと関わらせた表現を工夫し、思いや意図をもって音楽をつくること

										知・技 チ		イ　音素材の特徴、音をつなげたり重ねたりしたときの響きの特徴、反復、変化、対照などによって生まれる構成上の特徴について、音を選択したり組み合わせたりする技能を身に付けて音楽をつくりながら理解すること

						B　鑑　賞 カガミ ショウ						鑑賞の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 オモ		ア　(ｱ) 生活や社会における音楽の意味や役割について考え、曲や演奏を根拠をもって評価しながらよさや美しさを味わって聴くこと
    (ｲ) 音楽表現の共通性や固有性について考え、曲や演奏を根拠をもって評価しながらよさや美しさを味わって聴くこと セイカツ ヤクワリ キョク エンソウ コンキョ ヒョウカ

										知 チ		イ(ｱ) 曲想と音楽の構造との関わりについて理解すること
　(ｲ) 音楽の特徴とその背景となる文化や歴史、他の芸術との関わりについて理解すること
  (ｳ) 我が国や郷土の伝統音楽及びアジア地域の諸民族の音楽の特徴と、その特徴から生まれる音楽の多様性について理解すること キョクソウ オンガク コウゾウ カカ リカイ

						〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ						「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 オモ		音楽を形づくっている要素や要素同士の関連とそれらの働きとの関わりについて考えること ヨウソドウシ カンレン ハタラ カカ

										知・技 チギ		音楽を形づくっている要素やその働きを諸感覚で捉えること オンガク カタチ ヨウソ ハタラ ショカンカク トラ

												音楽を形づくっている要素及び音楽に関する用語や記号などとそれらの楽譜上での役割について、音楽における働きと関わらせて理解すること







										思：「思考力・判断力・表現力等」、知：「知識」、技：「技能」 オモ シコウリョク ハンダンリョク ヒョウゲンリョク トウ





高芸音現行CS



										音楽Ⅰ オンガク

										表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。

						Ａ　表　現 ヒョウ ゲン				(1)歌唱

										　　歌唱に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　歌唱表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら、自己のイメージをもって歌唱表現を創意工夫すること。

								知 チ		イ　次の(ｱ)から(ｳ)までについて理解すること。
　　(ｱ) 曲想と音楽の構造や歌詞、文化的・歴史的背景との関わり
　　(ｲ) 言葉の特性と曲種に応じた発声との関わり
　　(ｳ) 様々な表現形態による歌唱表現の特徴

								技 ワザ		ウ　創意工夫を生かした歌唱表現をするために必要な、次の(ｱ)から(ｳ)までの技能を身に付けること。
　　(ｱ) 曲にふさわしい発声、言葉の発音、身体の使い方などの技能
　　(ｲ) 他者との調和を意識して歌う技能
　　(ｳ) 表現形態の特徴を生かして歌う技能

										(2) 器楽

										　　器楽に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　器楽表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら、自己のイメージをもって器楽表現を創意工夫すること。

								知 チ		イ　次の(ｱ)から(ｳ)までについて理解すること。
　　(ｱ) 曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景との関わり
　　(ｲ) 曲想と楽器の音色や奏法との関わり
　　(ｳ) 様々な表現形態による器楽表現の特徴

								技 ワザ		ウ　創意工夫を生かした器楽表現をするために必要な、次の(ｱ)から(ｳ)までの技能を身に付けること。
　　(ｱ) 曲にふさわしい奏法、身体の使い方などの技能
　　(ｲ) 他者との調和を意識して演奏する技能
　　(ｳ) 表現形態の特徴を生かして演奏する技能

										(3) 創作

										　　創作に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　創作表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら、自己のイメージをもって創作表現を創意工夫すること。

								知 チ		イ　音素材、音を連ねたり重ねたりしたときの響き、音階や音型などの特徴及び構成上の特徴について、表したいイメージと関わらせて理解すること。

								技 ワザ		ウ　創意工夫を生かした創作表現をするために必要な、次の(ｱ)から(ｳ)までの技能を身に付けること。
　　(ｱ) 反復、変化、対照などの手法を活用して音楽をつくる技能
　　(ｲ) 旋律をつくったり、つくった旋律に副次的な旋律や和音などを付けた音楽をつくったりする技能
　　(ｳ) 音楽を形づくっている要素の働きを変化させ、変奏や編曲をする技能

						　　　　　　　　　　　　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ				鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ				(1)鑑賞

										　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら、次の(ｱ)から(ｳ)までについて考え、音楽のよさや美しさを自ら味わって聴くこと。
　　(ｱ) 曲や演奏に対する評価とその根拠
　　(ｲ) 自分や社会にとっての音楽の意味や価値
　　(ｳ) 音楽表現の共通性や固有性

								知 チ		イ　次の(ｱ)から(ｳ)までについて理解すること。
　　(ｱ) 曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり
　　(ｲ) 音楽の特徴と文化的・歴史的背景、他の芸術との関わり
　　(ｳ) 我が国や郷土の伝統音楽の種類とそれぞれの特徴

						　　　　　　　　　　　　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。				　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。

						〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ				(1)「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 シ		ア　音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し、それらの働きを感受しながら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考えること。

								知 チ		イ　音楽を形づくっている要素及び音楽に関する用語や記号などについて、音楽における働きと関わらせて理解すること。









高芸音改善案



										　表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。

						Ａ　表　現 ヒョウ ゲン				(1) 歌唱

										　　歌唱に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		曲想と音楽の構造、曲の表す内容や歌詞、曲の文化的・歴史的背景などとの関わりを考え、自分のイメージと関わらせた表現を工夫し、表現意図をもって歌うこと キョクソウ オンガク コウゾウ ブンカテキ レキシテキハイケイ カカ

								知・技 チ		声の音色や響き及び言葉の特性と曲種に応じた発声との関わりについて、身体の使い方の技能を身に付けて歌いながら理解すること

										声部同士の関わりや各声部と全体との関わりについて、他者との調和を意識して歌う技能を身に付けて歌いながら理解すること ドウシ カカ カクセイブ ゼンタイ カカ

										様々な表現形態による歌唱表現の特徴について、それらの特徴を生かして歌う技能を身に付けて歌いながら理解すること

										(2) 器楽

										　　器楽に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		曲想と音楽の構造、曲の表す内容や曲の文化的・歴史的背景などとの関わりを考え、自分のイメージと関わらせた表現を工夫し、表現意図をもって演奏すること キョクソウ オンガク コウゾウ ブンカテキ レキシテキハイケイ カカ

								知・技 チ		楽器の音色や響きと奏法との関わりについて、身体の使い方の技能を身に付けて演奏しながら理解すること

										声部同士の関わりや各声部と全体との関わりについて、他者との調和を意識して演奏する技能を身に付けて演奏しながら理解すること

										様々な表現形態による器楽表現の特徴について、それらの特徴を生かして演奏する技能を身に付けて演奏しながら理解すること

										(3) 創作

										　　創作に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		音や音同士の関係の特徴を生かし、課題や条件などに沿った表現を考え、自分のイメージと関わらせた表現を工夫し、表現意図をもって音楽をつくること

								知・技 チ		音型の特徴や構成上の特徴、音楽の形式の特徴などについて、反復、変化、対照などの手法を生かして音楽をつくる技能を身に付て音楽をつくりながら理解すること

										音を連ねたり重ねたりしたときの響きの特徴について、旋律をつくったり、旋律に副次的な旋律や和音などを付けた音楽をつくったりする技能を身に付けて音楽をつくりながら理解すること

										音楽を形づくっている要素の働きの変化と曲想の変化との関わりについて、変奏したり編曲したりする技能を身に付けて音楽をつくりながら理解すること

						　　　　　　　　　　　　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ				　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ				(1) 鑑賞

										　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		自分や社会にとっての音楽の意味や価値について考え、曲や演奏を根拠をもって評価しながらよさや美しさを自ら味わって聴くこと キョク エンソウ コンキョ ヒョウカ ミズカ

										音楽表現の共通性や固有性について考え、曲や演奏を根拠をもって評価しながらよさや美しさを味わって聴くこと キョク エンソウ コンキョ ヒョウカ

								知・技 チ		曲想と音楽の構造との関わりについて理解すること キョクソウ オンガク コウゾウ カカ リカイ

										音楽の特徴と文化的・歴史的背景、他の芸術との関わりについて理解すること

										我が国や郷土の伝統音楽の種類とそれぞれの特徴について理解すること

						　　　　　　　　　　　　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。				　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。

						〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ				(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		音楽を形づくっている要素や要素同士の関連とそれらの働きとの関わりについて考えること

								知・技 チ		音楽を形づくっている要素やその働きを諸感覚で捉えること

										音楽を形づくっている要素及び音楽に関する用語や記号などとそれらの楽譜上での役割について、音楽における働きと関わらせて理解すること









高芸音改善案（溶け込み）



										　表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。

						Ａ　表　現 ヒョウ ゲン				(1) 歌唱

										　　歌唱に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		曲想と音楽の構造、曲の表す内容や歌詞、曲の文化的・歴史的背景などとの関わりを考え、自分のイメージと関わらせた表現を工夫し、表現意図をもって歌うこと キョクソウ オンガク コウゾウ ブンカテキ レキシテキハイケイ カカ

								知・技 チ		声の音色や響き及び言葉の特性と曲種に応じた発声との関わりについて、身体の使い方の技能を身に付けて歌いながら理解すること

										声部同士の関わりや各声部と全体との関わりについて、他者との調和を意識して歌う技能を身に付けて歌いながら理解すること ドウシ カカ カクセイブ ゼンタイ カカ

										様々な表現形態による歌唱表現の特徴について、それらの特徴を生かして歌う技能を身に付けて歌いながら理解すること

										(2) 器楽

										　　器楽に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		曲想と音楽の構造、曲の表す内容や曲の文化的・歴史的背景などとの関わりを考え、自分のイメージと関わらせた表現を工夫し、表現意図をもって演奏すること キョクソウ オンガク コウゾウ ブンカテキ レキシテキハイケイ カカ

								知・技 チ		楽器の音色や響きと奏法との関わりについて、身体の使い方の技能を身に付けて演奏しながら理解すること

										声部同士の関わりや各声部と全体との関わりについて、他者との調和を意識して演奏する技能を身に付けて演奏しながら理解すること

										様々な表現形態による器楽表現の特徴について、それらの特徴を生かして演奏する技能を身に付けて演奏しながら理解すること

										(3) 創作

										　　創作に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		音や音同士の関係の特徴を生かし、課題や条件などに沿った表現を考え、自分のイメージと関わらせた表現を工夫し、表現意図をもって音楽をつくること

								知・技 チ		音型の特徴や構成上の特徴、音楽の形式の特徴などについて、反復、変化、対照などの手法を生かして音楽をつくる技能を身に付て音楽をつくりながら理解すること

										音を連ねたり重ねたりしたときの響きの特徴について、旋律をつくったり、旋律に副次的な旋律や和音などを付けた音楽をつくったりする技能を身に付けて音楽をつくりながら理解すること

										音楽を形づくっている要素の働きの変化と曲想の変化との関わりについて、変奏したり編曲したりする技能を身に付けて音楽をつくりながら理解すること

						　　　　　　　　　　　　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ				　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ				(1) 鑑賞

										　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		自分や社会にとっての音楽の意味や価値について考え、曲や演奏を根拠をもって評価しながらよさや美しさを自ら味わって聴くこと キョク エンソウ コンキョ ヒョウカ ミズカ

										音楽表現の共通性や固有性について考え、曲や演奏を根拠をもって評価しながらよさや美しさを味わって聴くこと キョク エンソウ コンキョ ヒョウカ

								知・技 チ		曲想と音楽の構造との関わりについて理解すること キョクソウ オンガク コウゾウ カカ リカイ

										音楽の特徴と文化的・歴史的背景、他の芸術との関わりについて理解すること

										我が国や郷土の伝統音楽の種類とそれぞれの特徴について理解すること

						　　　　　　　　　　　　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。				　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。

						〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ				(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		音楽を形づくっている要素や要素同士の関連とそれらの働きとの関わりについて考えること

								知・技 チ		音楽を形づくっている要素やその働きを諸感覚で捉えること

										音楽を形づくっている要素及び音楽に関する用語や記号などとそれらの楽譜上での役割について、音楽における働きと関わらせて理解すること
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中音現行CS





						A　表　現 ヒョウ ゲン				(1) 歌唱の活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　歌唱表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，歌唱表現を創意工夫すること。

								知 チ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。
　　　　(ｱ) 曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わり
　　　　(ｲ) 声の音色や響き及び言葉の特性と曲種に応じた発声との関わり

								技 ワザ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。
　　　　(ｱ) 創意工夫を生かした表現で歌うために必要な発声，言葉の発音，身体の使い方などの技能
　　　　(ｲ) 創意工夫を生かし，全体の響きや各声部の声などを聴きながら他者と合わせて歌う技能

										(2)器楽の活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　器楽表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，器楽表現を創意工夫すること。

								知 チ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。
　　　　(ｱ) 曲想と音楽の構造との関わり
　　　　(ｲ) 楽器の音色や響きと奏法との関わり

								技 ワザ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。
　　　　(ｱ) 創意工夫を生かした表現で演奏するために必要な奏法，身体の使い方などの技能
　　　　(ｲ) 創意工夫を生かし，全体の響きや各声部の音などを聴きながら他者と合わせて演奏する技能

										(3) 創作の活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　創作表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，創作表現を創意工夫すること。

								知 チ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について，表したいイメージと関わらせて理解すること。
　　　　(ｱ) 音のつながり方の特徴
　　　　(ｲ) 音素材の特徴及び音の重なり方や反復，変化，対照などの構成上の特徴

								技 ギ		ウ　創意工夫を生かした表現で旋律や音楽をつくるために必要な，課題や条件に沿った音の選択や組合せなどの技能を身に付けること。

						B　鑑　賞 カガミ ショウ				(1) 鑑賞の活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)から(ｳ)までについて自分なりに考え，音楽のよさや美しさを味わって聴くこと。
　　　　(ｱ) 曲や演奏に対する評価とその根拠
　　　　(ｲ) 生活や社会における音楽の意味や役割
　　　　(ｳ) 音楽表現の共通性や固有性

								知 チ		イ　次の(ｱ)から(ｳ)までについて理解すること。
　　　　(ｱ) 曲想と音楽の構造との関わり
　　　　(ｲ) 音楽の特徴とその背景となる文化や歴史，他の芸術との関わり
　　　　(ｳ) 我が国や郷土の伝統音楽及びアジア地域の諸民族の音楽の特徴と，その特徴から生まれる音楽の多様性

						〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ				(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら，知覚したことと感受したこととの関わりについて考えること。

								知 チ		イ　音楽を形づくっている要素及びそれらに関わる用語や記号などについて，音楽における働きと関わらせて理解すること。





								思：「思考力・判断力・表現力等」，知：「知識」，技：「技能」 オモ シコウリョク ハンダンリョク ヒョウゲンリョク トウ





中音改善案 (0522)



												中学校音楽：各学年の目標及び内容の系統表 チュウガッコウ オンガク カクガクネン モクヒョウ オヨ ナイヨウ ケイトウ ヒョウ





						A　表　現 ヒョウ ゲン		歌唱 カショウ				歌唱の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 オモ		ア　曲想と音楽の構造や曲の背景などとの関わりについて考え、曲の特徴を生かした表現を工夫し、思いや意図をもって歌うこと キョクソウ オンガク コウゾウ キョク カカ キョク トクチョウ イ

										知・技 チ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について、知識及び技能を関わらせて身に付けること
(ｱ)　声の音色や響き及び言葉の特性を生かした歌い方
(ｲ)　声部同士の関わりや各声部と全体との関わりの特徴を生かした歌い方 オヨ

								器楽 キガク				器楽の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 オモ		ア　曲想と音楽の構造や曲の背景などとの関わりについて考え、曲の特徴を生かした表現を工夫し、思いや意図をもって演奏すること キョクソウ オンガク コウゾウ キョク カカ カンガ キョク トクチョウ イ

										知・技 チ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について、知識及び技能を関わらせて身に付けること
(ｱ)　楽器の音色や響きを生かした演奏の仕方
(ｲ)　声部同士の関わりや各声部と全体との関わりの特徴を生かした演奏の仕方 トクチョウ

								創作 ソウサク				創作の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 オモ		ア　音や音同士の関係の特徴を生かし、課題や条件などに沿った表現を考えながら自分のイメージと関わらせた表現を工夫し、思いや意図をもって音楽をつくること

										知・技 チ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について、知識及び技能を関わらせて身に付けること
(ｱ)　音をつなげたり重ねたりしたときの響きの特徴を生かした音楽のつくり方
(ｲ)　反復、変化、対照などの手法を用いた音楽のつくり方 シュホウ

						B　鑑　賞 カガミ ショウ						鑑賞の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 オモ		ア　次の(ｱ)及び(ｲ)について考え、曲や演奏を根拠をもって評価しながらよさや美しさなどを味わって聴くこと
(ｱ)　生活や社会における音楽の意味や役割
(ｲ)　音楽表現の共通性と固有性

										知 チ		イ　次の(ｱ)から(ｳ)までについての知識を身に付けること
(ｱ)　曲想と音楽の構造との関わり
(ｲ)　音楽の特徴とその背景となる文化や歴史、他の芸術との関わり
(ｳ)　我が国や郷土の伝統音楽及びアジア地域の諸民族の音楽の特徴と、その特徴から生まれる音楽の多様性

						〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ						「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 オモ		音楽を形づくっている要素とそれらの働きとの関わりについて考えること ハタラ カカ

										知・技 チギ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について、知識及び技能を関わらせて身に付けること
(ｱ)　音楽を形づくっている要素とその働きを諸感覚で捉えること
(ｲ)　音楽に関する用語や記号などの役割や音楽における働きを捉えること







										思：「思考力・判断力・表現力等」、知：「知識」、技：「技能」 オモ シコウリョク ハンダンリョク ヒョウゲンリョク トウ





中音改善案



												中学校音楽：各学年の目標及び内容の系統表 チュウガッコウ オンガク カクガクネン モクヒョウ オヨ ナイヨウ ケイトウ ヒョウ





						A　表　現 ヒョウ ゲン		歌唱 カショウ				歌唱の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 オモ		ア　曲想と音楽の構造、曲の表す内容や歌詞の内容、曲の背景などとの関わりを考え、曲の特徴を生かした表現を工夫し、思いや意図をもって歌うこと キョクソウ オンガク コウゾウ カカ キョク トクチョウ イ

										知・技 チ		イ　声の音色や響き及び言葉の特性と曲種に応じた発声との関わりについて、身体の使い方の技能を身に付けて歌いながら理解すること

												ウ　声部同士の関わりや各声部と全体との関わりについて、他者と合わせて歌う技能を身に付けて歌いながら理解すること セイブドウシ カカ カク ゼンタイ カカ

								器楽 キガク				器楽の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 オモ		ア　曲想と音楽の構造、曲の表す内容や曲の背景などとの関わりを考え、曲の特徴を生かした表現を工夫し、思いや意図をもって演奏すること キョクソウ オンガク コウゾウ カカ カンガ キョク トクチョウ イ

										知・技 チ		イ　楽器の音色や響きと奏法との関わりについて、身体の使い方の技能を身に付けて演奏しながら理解すること

												ウ　声部同士の関わりや各声部と全体との関わりについて、他者と合わせて演奏する技能を身に付けて演奏しながら理解すること

								創作 ソウサク				創作の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 オモ		ア　音や音同士の関係の特徴を生かし、課題や条件などに沿った表現を考えながら自分のイメージと関わらせた表現を工夫し、思いや意図をもって音楽をつくること

										知・技 チ		イ　音をつなげたり重ねたりしたときの響きの特徴、反復、変化、対照などによって生まれる構成上の特徴について、音を選択したり組み合わせたりする技能を身に付けて音楽をつくりながら理解すること

						B　鑑　賞 カガミ ショウ						鑑賞の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 オモ		ア　(ｱ) 生活や社会における音楽の意味や役割について考え、曲や演奏を根拠をもって評価しながらよさや美しさを味わって聴くこと
    (ｲ) 音楽表現の共通性や固有性について考え、曲や演奏を根拠をもって評価しながらよさや美しさを味わって聴くこと セイカツ ヤクワリ キョク エンソウ コンキョ ヒョウカ

										知 チ		イ(ｱ) 曲想と音楽の構造との関わりについて理解すること
　(ｲ) 音楽の特徴とその背景となる文化や歴史、他の芸術との関わりについて理解すること
  (ｳ) 我が国や郷土の伝統音楽及びアジア地域の諸民族の音楽の特徴と、その特徴から生まれる音楽の多様性について理解すること キョクソウ オンガク コウゾウ カカ リカイ

						〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ						「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 オモ		音楽を形づくっている要素とそれらの働きとの関わりについて考えること ハタラ カカ

										知・技 チギ		音楽を形づくっている要素やその働きを捉えること オンガク カタチ ヨウソ ハタラ トラ

												音楽に関する用語や記号などを、楽譜上での役割や音楽における働きと関わらせて理解すること







										思：「思考力・判断力・表現力等」、知：「知識」、技：「技能」 オモ シコウリョク ハンダンリョク ヒョウゲンリョク トウ





高芸音現行CS



										音楽Ⅰ オンガク

										表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。

						Ａ　表　現 ヒョウ ゲン				(1)歌唱

										　　歌唱に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　歌唱表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，自己のイメージをもって歌唱表現を創意工夫すること。

								知 チ		イ　次の(ｱ)から(ｳ)までについて理解すること。
　　(ｱ) 曲想と音楽の構造や歌詞，文化的・歴史的背景との関わり
　　(ｲ) 言葉の特性と曲種に応じた発声との関わり
　　(ｳ) 様々な表現形態による歌唱表現の特徴

								技 ワザ		ウ　創意工夫を生かした歌唱表現をするために必要な，次の(ｱ)から(ｳ)までの技能を身に付けること。
　　(ｱ) 曲にふさわしい発声，言葉の発音，身体の使い方などの技能
　　(ｲ) 他者との調和を意識して歌う技能
　　(ｳ) 表現形態の特徴を生かして歌う技能

										(2) 器楽

										　　器楽に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　器楽表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，自己のイメージをもって器楽表現を創意工夫すること。

								知 チ		イ　次の(ｱ)から(ｳ)までについて理解すること。
　　(ｱ) 曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景との関わり
　　(ｲ) 曲想と楽器の音色や奏法との関わり
　　(ｳ) 様々な表現形態による器楽表現の特徴

								技 ワザ		ウ　創意工夫を生かした器楽表現をするために必要な，次の(ｱ)から(ｳ)までの技能を身に付けること。
　　(ｱ) 曲にふさわしい奏法，身体の使い方などの技能
　　(ｲ) 他者との調和を意識して演奏する技能
　　(ｳ) 表現形態の特徴を生かして演奏する技能

										(3) 創作

										　　創作に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　創作表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，自己のイメージをもって創作表現を創意工夫すること。

								知 チ		イ　音素材，音を連ねたり重ねたりしたときの響き，音階や音型などの特徴及び構成上の特徴について，表したいイメージと関わらせて理解すること。

								技 ワザ		ウ　創意工夫を生かした創作表現をするために必要な，次の(ｱ)から(ｳ)までの技能を身に付けること。
　　(ｱ) 反復，変化，対照などの手法を活用して音楽をつくる技能
　　(ｲ) 旋律をつくったり，つくった旋律に副次的な旋律や和音などを付けた音楽をつくったりする技能
　　(ｳ) 音楽を形づくっている要素の働きを変化させ，変奏や編曲をする技能

						　　　　　　　　　　　　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ				鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ				(1)鑑賞

										　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)から(ｳ)までについて考え，音楽のよさや美しさを自ら味わって聴くこと。
　　(ｱ) 曲や演奏に対する評価とその根拠
　　(ｲ) 自分や社会にとっての音楽の意味や価値
　　(ｳ) 音楽表現の共通性や固有性

								知 チ		イ　次の(ｱ)から(ｳ)までについて理解すること。
　　(ｱ) 曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり
　　(ｲ) 音楽の特徴と文化的・歴史的背景，他の芸術との関わり
　　(ｳ) 我が国や郷土の伝統音楽の種類とそれぞれの特徴

						　　　　　　　　　　　　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。				　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。

						〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ				(1)「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 シ		ア　音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し，それらの働きを感受しながら，知覚したことと感受したこととの関わりについて考えること。

								知 チ		イ　音楽を形づくっている要素及び音楽に関する用語や記号などについて，音楽における働きと関わらせて理解すること。









高芸音改善案 (0522）



										音楽Ⅰ オンガク

										　表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。

						Ａ　表　現 ヒョウ ゲン				(1) 歌唱

										　　歌唱に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　曲想と音楽の構造や曲の文化的・歴史的背景などとの関わりについて考え、自分のイメージと関わらせた表現を工夫し、表現意図をもって歌うこと キョクソウ オンガク コウゾウ ブンカテキ レキシテキハイケイ カカ

								知・技 チ		イ　次の(ｱ)から(ｳ)までについて、知識及び技能を関わらせて身に付けること
(ｱ)　声の音色や響き及び言葉の特性を生かした歌い方
(ｲ)　声部同士の関わりや各声部と全体との関わりの特徴を生かした歌い方
(ｳ)　様々な表現形態による歌唱表現の特徴を生かした歌い方 サマザマ ヒョウゲンケイタイ カショウヒョウゲン トクチョウ イ ウタ カタ

										(2) 器楽

										　　器楽に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　曲想と音楽の構造や曲の文化的・歴史的背景などとの関わりを考え、自分のイメージと関わらせた表現を工夫し、表現意図をもって演奏すること キョクソウ オンガク コウゾウ ブンカテキ レキシテキハイケイ カカ

								知・技 チ		イ　次の(ｱ)から(ｳ)までについて、知識及び技能を関わらせて身に付けること
(ｱ)　楽器の音色や響きを生かした演奏の仕方
(ｲ)　声部同士の関わりや各声部と全体との関わりの特徴を生かした演奏の仕方
(ｳ)　様々な表現形態による器楽表現の特徴を生かした演奏の仕方 ガッキ エンソウ シカタ エンソウ シカタ キガク エンソウ シカタ

										(3) 創作

										　　創作に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　音や音同士の関係の特徴を生かし、課題や条件などに沿った表現を考えながら自分のイメージと関わらせた表現を工夫し、表現意図をもって音楽をつくること

								知・技 チ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について、知識及び技能を関わらせて身に付けること
(ｱ)　音をつなげたり重ねたりしたときの響きの特徴を生かした音楽のつくり方
(ｲ)　音型の特徴や構成上の特徴を生かした音楽のつくり方 オヨ オト カサ ヒビ トクチョウ イ オンガク カタ オンケイ トクチョウ コウセイジョウ トクチョウ イ

						　　　　　　　　　　　　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ				　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ				(1) 鑑賞

										　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　次の(ｱ)及び(ｲ)について考え、曲や演奏を根拠をもって評価しながらよさや美しさなどを自ら味わって聴くこと
(ｱ)　自分や社会にとっての音楽の意味や価値
(ｲ)　音楽表現の共通性と固有性 ミズカ ジブン シャカイ カチ

								知・技 チ		イ　次の(ｱ)から(ｳ)までについての知識を身に付けること
(ｱ)　曲想と音楽の構造との関わり
(ｲ)　音楽の特徴と文化的・歴史的背景、他の芸術との関わり
(ｳ)　我が国や郷土の伝統音楽の種類とそれぞれの特徴 ブンカテキ シュルイ トクチョウ

						　　　　　　　　　　　　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。				　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。

						〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ				(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　音楽を形づくっている要素とそれらの働きとの関わりについて考えること

								知・技 チ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について、知識及び技能を関わらせて身に付けること
(ｱ)　音楽を形づくっている要素とその働きを諸感覚で捉えること
(ｲ)　音楽に関する用語や記号などの役割や音楽における働きを捉えること









高芸音改善案



										音楽Ⅰ オンガク

										　表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。

						Ａ　表　現 ヒョウ ゲン				(1) 歌唱

										　　歌唱に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		曲想と音楽の構造、曲の表す内容や歌詞、曲の文化的・歴史的背景などとの関わりを考え、自分のイメージと関わらせた表現を工夫し、表現意図をもって歌うこと キョクソウ オンガク コウゾウ ブンカテキ レキシテキハイケイ カカ

								知・技 チ		声の音色や響き及び言葉の特性と曲種に応じた発声との関わりについて、身体の使い方の技能を身に付けて歌いながら理解すること

										声部同士の関わりや各声部と全体との関わりについて、他者との調和を意識して歌う技能を身に付けて歌いながら理解すること ドウシ カカ カクセイブ ゼンタイ カカ

										様々な表現形態による歌唱表現の特徴について、それらの特徴を生かして歌う技能を身に付けて歌いながら理解すること

										(2) 器楽

										　　器楽に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		曲想と音楽の構造、曲の表す内容や曲の文化的・歴史的背景などとの関わりを考え、自分のイメージと関わらせた表現を工夫し、表現意図をもって演奏すること キョクソウ オンガク コウゾウ ブンカテキ レキシテキハイケイ カカ

								知・技 チ		楽器の音色や響きと奏法との関わりについて、身体の使い方の技能を身に付けて演奏しながら理解すること

										声部同士の関わりや各声部と全体との関わりについて、他者との調和を意識して演奏する技能を身に付けて演奏しながら理解すること

										様々な表現形態による器楽表現の特徴について、それらの特徴を生かして演奏する技能を身に付けて演奏しながら理解すること

										(3) 創作

										　　創作に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		音や音同士の関係の特徴を生かし、課題や条件などに沿った表現を考え、自分のイメージと関わらせた表現を工夫し、表現意図をもって音楽をつくること

								知・技 チ		音型の特徴や構成上の特徴、音楽の形式の特徴などについて、反復、変化、対照などの手法を生かして音楽をつくる技能を身に付て音楽をつくりながら理解すること

										音を連ねたり重ねたりしたときの響きの特徴について、旋律をつくったり、旋律に副次的な旋律や和音などを付けた音楽をつくったりする技能を身に付けて音楽をつくりながら理解すること

						　　　　　　　　　　　　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ				　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ				(1) 鑑賞

										　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		自分や社会にとっての音楽の意味や価値について考え、曲や演奏を根拠をもって評価しながらよさや美しさを自ら味わって聴くこと キョク エンソウ コンキョ ヒョウカ ミズカ

										音楽表現の共通性や固有性について考え、曲や演奏を根拠をもって評価しながらよさや美しさを味わって聴くこと キョク エンソウ コンキョ ヒョウカ

								知・技 チ		曲想と音楽の構造との関わりについて理解すること キョクソウ オンガク コウゾウ カカ リカイ

										音楽の特徴と文化的・歴史的背景、他の芸術との関わりについて理解すること

										我が国や郷土の伝統音楽の種類とそれぞれの特徴について理解すること

						　　　　　　　　　　　　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。				　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。

						〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ				(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		音楽を形づくっている要素とそれらの働きとの関わりについて考えること

								知・技 チ		音楽を形づくっている要素やその働きを捉えること

										音楽に関する用語や記号などを、楽譜上での役割や音楽における働きと関わらせて理解すること









Sheet1



【機密性○（取扱制限）】		





中音現行CS





						A　表　現 ヒョウ ゲン				(1) 歌唱の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　歌唱表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら、歌唱表現を創意工夫すること。

								知 チ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。
　　　　(ｱ) 曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わり
　　　　(ｲ) 声の音色や響き及び言葉の特性と曲種に応じた発声との関わり

								技 ワザ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。
　　　　(ｱ) 創意工夫を生かした表現で歌うために必要な発声、言葉の発音、身体の使い方などの技能
　　　　(ｲ) 創意工夫を生かし、全体の響きや各声部の声などを聴きながら他者と合わせて歌う技能

										(2)器楽の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　器楽表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら、器楽表現を創意工夫すること。

								知 チ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。
　　　　(ｱ) 曲想と音楽の構造との関わり
　　　　(ｲ) 楽器の音色や響きと奏法との関わり

								技 ワザ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。
　　　　(ｱ) 創意工夫を生かした表現で演奏するために必要な奏法、身体の使い方などの技能
　　　　(ｲ) 創意工夫を生かし、全体の響きや各声部の音などを聴きながら他者と合わせて演奏する技能

										(3) 創作の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　創作表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら、創作表現を創意工夫すること。

								知 チ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について、表したいイメージと関わらせて理解すること。
　　　　(ｱ) 音のつながり方の特徴
　　　　(ｲ) 音素材の特徴及び音の重なり方や反復、変化、対照などの構成上の特徴

								技 ギ		ウ　創意工夫を生かした表現で旋律や音楽をつくるために必要な、課題や条件に沿った音の選択や組合せなどの技能を身に付けること。

						B　鑑　賞 カガミ ショウ				(1) 鑑賞の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら、次の(ｱ)から(ｳ)までについて自分なりに考え、音楽のよさや美しさを味わって聴くこと。
　　　　(ｱ) 曲や演奏に対する評価とその根拠
　　　　(ｲ) 生活や社会における音楽の意味や役割
　　　　(ｳ) 音楽表現の共通性や固有性

								知 チ		イ　次の(ｱ)から(ｳ)までについて理解すること。
　　　　(ｱ) 曲想と音楽の構造との関わり
　　　　(ｲ) 音楽の特徴とその背景となる文化や歴史、他の芸術との関わり
　　　　(ｳ) 我が国や郷土の伝統音楽及びアジア地域の諸民族の音楽の特徴と、その特徴から生まれる音楽の多様性

						〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ				(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し、それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考えること。

								知 チ		イ　音楽を形づくっている要素及びそれらに関わる用語や記号などについて、音楽における働きと関わらせて理解すること。





								思：「思考力・判断力・表現力等」、知：「知識」、技：「技能」 オモ シコウリョク ハンダンリョク ヒョウゲンリョク トウ





中音改善案



												中学校音楽：各学年の目標及び内容の系統表 チュウガッコウ オンガク カクガクネン モクヒョウ オヨ ナイヨウ ケイトウ ヒョウ





						A　表　現 ヒョウ ゲン		歌唱 カショウ				歌唱の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 オモ		ア　曲想と音楽の構造、曲の表す内容や歌詞の内容、曲の背景などとの関わりを考え、曲の特徴を生かした表現を工夫し、思いや意図をもって歌うこと キョクソウ オンガク コウゾウ カカ キョク トクチョウ イ

										知・技 チ		イ　声の音色や響き及び言葉の特性と曲種に応じた発声との関わりについて、身体の使い方の技能を身に付けて歌いながら理解すること

												ウ　声部同士の関わりや各声部と全体との関わりについて、他者と合わせて歌う技能を身に付けて歌いながら理解すること セイブドウシ カカ カク ゼンタイ カカ

								器楽 キガク				器楽の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 オモ		ア　曲想と音楽の構造、曲の表す内容や曲の背景などとの関わりを考え、曲の特徴を生かした表現を工夫し、思いや意図をもって演奏すること キョクソウ オンガク コウゾウ カカ カンガ キョク トクチョウ イ

										知・技 チ		イ　楽器の音色や響きと奏法との関わりについて、身体の使い方の技能を身に付けて演奏しながら理解すること

												ウ　声部同士の関わりや各声部と全体との関わりについて、他者と合わせて演奏する技能を身に付けて演奏しながら理解すること

								創作 ソウサク				創作の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 オモ		ア　音や音同士の関係の特徴を生かし、課題や条件などに沿った表現を考えながら自分のイメージと関わらせた表現を工夫し、思いや意図をもって音楽をつくること

										知・技 チ		イ　音素材の特徴、音をつなげたり重ねたりしたときの響きの特徴、反復、変化、対照などによって生まれる構成上の特徴について、音を選択したり組み合わせたりする技能を身に付けて音楽をつくりながら理解すること

						B　鑑　賞 カガミ ショウ						鑑賞の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 オモ		ア　(ｱ) 生活や社会における音楽の意味や役割について考え、曲や演奏を根拠をもって評価しながらよさや美しさを味わって聴くこと
    (ｲ) 音楽表現の共通性や固有性について考え、曲や演奏を根拠をもって評価しながらよさや美しさを味わって聴くこと セイカツ ヤクワリ キョク エンソウ コンキョ ヒョウカ

										知 チ		イ(ｱ) 曲想と音楽の構造との関わりについて理解すること
　(ｲ) 音楽の特徴とその背景となる文化や歴史、他の芸術との関わりについて理解すること
  (ｳ) 我が国や郷土の伝統音楽及びアジア地域の諸民族の音楽の特徴と、その特徴から生まれる音楽の多様性について理解すること キョクソウ オンガク コウゾウ カカ リカイ

						〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ						「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 オモ		音楽を形づくっている要素や要素同士の関連とそれらの働きとの関わりについて考えること ヨウソドウシ カンレン ハタラ カカ

										知・技 チギ		音楽を形づくっている要素やその働きを諸感覚で捉えること オンガク カタチ ヨウソ ハタラ ショカンカク トラ

												音楽を形づくっている要素及び音楽に関する用語や記号などとそれらの楽譜上での役割について、音楽における働きと関わらせて理解すること







										思：「思考力・判断力・表現力等」、知：「知識」、技：「技能」 オモ シコウリョク ハンダンリョク ヒョウゲンリョク トウ





高芸音現行CS



										音楽Ⅰ オンガク

										表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。

						Ａ　表　現 ヒョウ ゲン				(1)歌唱

										　　歌唱に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　歌唱表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら、自己のイメージをもって歌唱表現を創意工夫すること。

								知 チ		イ　次の(ｱ)から(ｳ)までについて理解すること。
　　(ｱ) 曲想と音楽の構造や歌詞、文化的・歴史的背景との関わり
　　(ｲ) 言葉の特性と曲種に応じた発声との関わり
　　(ｳ) 様々な表現形態による歌唱表現の特徴

								技 ワザ		ウ　創意工夫を生かした歌唱表現をするために必要な、次の(ｱ)から(ｳ)までの技能を身に付けること。
　　(ｱ) 曲にふさわしい発声、言葉の発音、身体の使い方などの技能
　　(ｲ) 他者との調和を意識して歌う技能
　　(ｳ) 表現形態の特徴を生かして歌う技能

										(2) 器楽

										　　器楽に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　器楽表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら、自己のイメージをもって器楽表現を創意工夫すること。

								知 チ		イ　次の(ｱ)から(ｳ)までについて理解すること。
　　(ｱ) 曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景との関わり
　　(ｲ) 曲想と楽器の音色や奏法との関わり
　　(ｳ) 様々な表現形態による器楽表現の特徴

								技 ワザ		ウ　創意工夫を生かした器楽表現をするために必要な、次の(ｱ)から(ｳ)までの技能を身に付けること。
　　(ｱ) 曲にふさわしい奏法、身体の使い方などの技能
　　(ｲ) 他者との調和を意識して演奏する技能
　　(ｳ) 表現形態の特徴を生かして演奏する技能

										(3) 創作

										　　創作に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　創作表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら、自己のイメージをもって創作表現を創意工夫すること。

								知 チ		イ　音素材、音を連ねたり重ねたりしたときの響き、音階や音型などの特徴及び構成上の特徴について、表したいイメージと関わらせて理解すること。

								技 ワザ		ウ　創意工夫を生かした創作表現をするために必要な、次の(ｱ)から(ｳ)までの技能を身に付けること。
　　(ｱ) 反復、変化、対照などの手法を活用して音楽をつくる技能
　　(ｲ) 旋律をつくったり、つくった旋律に副次的な旋律や和音などを付けた音楽をつくったりする技能
　　(ｳ) 音楽を形づくっている要素の働きを変化させ、変奏や編曲をする技能

						　　　　　　　　　　　　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ				鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ				(1)鑑賞

										　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		ア　鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら、次の(ｱ)から(ｳ)までについて考え、音楽のよさや美しさを自ら味わって聴くこと。
　　(ｱ) 曲や演奏に対する評価とその根拠
　　(ｲ) 自分や社会にとっての音楽の意味や価値
　　(ｳ) 音楽表現の共通性や固有性

								知 チ		イ　次の(ｱ)から(ｳ)までについて理解すること。
　　(ｱ) 曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり
　　(ｲ) 音楽の特徴と文化的・歴史的背景、他の芸術との関わり
　　(ｳ) 我が国や郷土の伝統音楽の種類とそれぞれの特徴

						　　　　　　　　　　　　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。				　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。

						〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ				(1)「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 シ		ア　音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し、それらの働きを感受しながら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考えること。

								知 チ		イ　音楽を形づくっている要素及び音楽に関する用語や記号などについて、音楽における働きと関わらせて理解すること。









高芸音改善案



										　表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。

						Ａ　表　現 ヒョウ ゲン				(1) 歌唱

										　　歌唱に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		曲想と音楽の構造、曲の表す内容や歌詞、曲の文化的・歴史的背景などとの関わりを考え、自分のイメージと関わらせた表現を工夫し、表現意図をもって歌うこと キョクソウ オンガク コウゾウ ブンカテキ レキシテキハイケイ カカ

								知・技 チ		声の音色や響き及び言葉の特性と曲種に応じた発声との関わりについて、身体の使い方の技能を身に付けて歌いながら理解すること

										声部同士の関わりや各声部と全体との関わりについて、他者との調和を意識して歌う技能を身に付けて歌いながら理解すること ドウシ カカ カクセイブ ゼンタイ カカ

										様々な表現形態による歌唱表現の特徴について、それらの特徴を生かして歌う技能を身に付けて歌いながら理解すること

										(2) 器楽

										　　器楽に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		曲想と音楽の構造、曲の表す内容や曲の文化的・歴史的背景などとの関わりを考え、自分のイメージと関わらせた表現を工夫し、表現意図をもって演奏すること キョクソウ オンガク コウゾウ ブンカテキ レキシテキハイケイ カカ

								知・技 チ		楽器の音色や響きと奏法との関わりについて、身体の使い方の技能を身に付けて演奏しながら理解すること

										声部同士の関わりや各声部と全体との関わりについて、他者との調和を意識して演奏する技能を身に付けて演奏しながら理解すること

										様々な表現形態による器楽表現の特徴について、それらの特徴を生かして演奏する技能を身に付けて演奏しながら理解すること

										(3) 創作

										　　創作に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		音や音同士の関係の特徴を生かし、課題や条件などに沿った表現を考え、自分のイメージと関わらせた表現を工夫し、表現意図をもって音楽をつくること

								知・技 チ		音型の特徴や構成上の特徴、音楽の形式の特徴などについて、反復、変化、対照などの手法を生かして音楽をつくる技能を身に付て音楽をつくりながら理解すること

										音を連ねたり重ねたりしたときの響きの特徴について、旋律をつくったり、旋律に副次的な旋律や和音などを付けた音楽をつくったりする技能を身に付けて音楽をつくりながら理解すること

										音楽を形づくっている要素の働きの変化と曲想の変化との関わりについて、変奏したり編曲したりする技能を身に付けて音楽をつくりながら理解すること

						　　　　　　　　　　　　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ				　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ				(1) 鑑賞

										　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		自分や社会にとっての音楽の意味や価値について考え、曲や演奏を根拠をもって評価しながらよさや美しさを自ら味わって聴くこと キョク エンソウ コンキョ ヒョウカ ミズカ

										音楽表現の共通性や固有性について考え、曲や演奏を根拠をもって評価しながらよさや美しさを味わって聴くこと キョク エンソウ コンキョ ヒョウカ

								知・技 チ		曲想と音楽の構造との関わりについて理解すること キョクソウ オンガク コウゾウ カカ リカイ

										音楽の特徴と文化的・歴史的背景、他の芸術との関わりについて理解すること

										我が国や郷土の伝統音楽の種類とそれぞれの特徴について理解すること

						　　　　　　　　　　　　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。				　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。

						〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ				(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		音楽を形づくっている要素や要素同士の関連とそれらの働きとの関わりについて考えること

								知・技 チ		音楽を形づくっている要素やその働きを諸感覚で捉えること

										音楽を形づくっている要素及び音楽に関する用語や記号などとそれらの楽譜上での役割について、音楽における働きと関わらせて理解すること









高芸音改善案（溶け込み）



										　表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。

						Ａ　表　現 ヒョウ ゲン				(1) 歌唱

										　　歌唱に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		曲想と音楽の構造、曲の表す内容や歌詞、曲の文化的・歴史的背景などとの関わりを考え、自分のイメージと関わらせた表現を工夫し、表現意図をもって歌うこと キョクソウ オンガク コウゾウ ブンカテキ レキシテキハイケイ カカ

								知・技 チ		声の音色や響き及び言葉の特性と曲種に応じた発声との関わりについて、身体の使い方の技能を身に付けて歌いながら理解すること

										声部同士の関わりや各声部と全体との関わりについて、他者との調和を意識して歌う技能を身に付けて歌いながら理解すること ドウシ カカ カクセイブ ゼンタイ カカ

										様々な表現形態による歌唱表現の特徴について、それらの特徴を生かして歌う技能を身に付けて歌いながら理解すること

										(2) 器楽

										　　器楽に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		曲想と音楽の構造、曲の表す内容や曲の文化的・歴史的背景などとの関わりを考え、自分のイメージと関わらせた表現を工夫し、表現意図をもって演奏すること キョクソウ オンガク コウゾウ ブンカテキ レキシテキハイケイ カカ

								知・技 チ		楽器の音色や響きと奏法との関わりについて、身体の使い方の技能を身に付けて演奏しながら理解すること

										声部同士の関わりや各声部と全体との関わりについて、他者との調和を意識して演奏する技能を身に付けて演奏しながら理解すること

										様々な表現形態による器楽表現の特徴について、それらの特徴を生かして演奏する技能を身に付けて演奏しながら理解すること

										(3) 創作

										　　創作に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		音や音同士の関係の特徴を生かし、課題や条件などに沿った表現を考え、自分のイメージと関わらせた表現を工夫し、表現意図をもって音楽をつくること

								知・技 チ		音型の特徴や構成上の特徴、音楽の形式の特徴などについて、反復、変化、対照などの手法を生かして音楽をつくる技能を身に付て音楽をつくりながら理解すること

										音を連ねたり重ねたりしたときの響きの特徴について、旋律をつくったり、旋律に副次的な旋律や和音などを付けた音楽をつくったりする技能を身に付けて音楽をつくりながら理解すること

										音楽を形づくっている要素の働きの変化と曲想の変化との関わりについて、変奏したり編曲したりする技能を身に付けて音楽をつくりながら理解すること

						　　　　　　　　　　　　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ				　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ				(1) 鑑賞

										　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		自分や社会にとっての音楽の意味や価値について考え、曲や演奏を根拠をもって評価しながらよさや美しさを自ら味わって聴くこと キョク エンソウ コンキョ ヒョウカ ミズカ

										音楽表現の共通性や固有性について考え、曲や演奏を根拠をもって評価しながらよさや美しさを味わって聴くこと キョク エンソウ コンキョ ヒョウカ

								知・技 チ		曲想と音楽の構造との関わりについて理解すること キョクソウ オンガク コウゾウ カカ リカイ

										音楽の特徴と文化的・歴史的背景、他の芸術との関わりについて理解すること

										我が国や郷土の伝統音楽の種類とそれぞれの特徴について理解すること

						　　　　　　　　　　　　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。				　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。

						〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ				(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 オモ		音楽を形づくっている要素や要素同士の関連とそれらの働きとの関わりについて考えること

								知・技 チ		音楽を形づくっている要素やその働きを諸感覚で捉えること

										音楽を形づくっている要素及び音楽に関する用語や記号などとそれらの楽譜上での役割について、音楽における働きと関わらせて理解すること
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【0601】改善案 (とりまとめ案掲載)



						〔第５学年及び第６学年〕 ダイ ガクネン オヨ ダイ ガクネン

						Ａ　表　現 オモテ ゲン						⑴　表現の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する

								自分と材料や
場所 ジブン ザイリョウ バショ		思 オモ		造形遊びをする活動を通して、材料や場所、空間などの特徴を基に造形的な活動を思い付くことや、構成したり周囲の様子を考え合わせたりしながら、どのように活動するかについて考え、活動を工夫して表現すること

										技 ワザ		造形遊びをする活動を通して、活動をつくる方法を知り、材料や用具の特徴を生かして使うこと

								自分と表したいこと ジブン アラワ		思 オモ		絵や立体、工作に表す活動を通して、感じたこと、想像したこと、見たこと、伝え合いたいことから、表したいことを見付け主題へと高め、形や色、材料の特徴、構成の美しさなどの感じ、用途などを考えながら、どのように主題を表すかについて考え、表し方を工夫して表現すること

										技 ワザ		絵や立体、工作に表す活動を通して、表現方法を知り、材料や用具の特徴を生かして使うこと

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ						⑴　鑑賞の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する

										思 オモ		鑑賞する活動を通して、自分たちの作品、我が国や諸外国の親しみのある美術作品、生活の中の造形などの造形的なよさや美しさ、表現の意図などについて、感じ取ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を深めること

										技 ワザ		鑑賞する活動を通して、鑑賞の方法を知り、自分たちの作品、我が国や諸外国の親しみのある美術作品、生活の中の造形などから表現の特徴や表し方の変化などを見付けだすこと

						〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ						⑴「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する

										知 チ		ア　自分の感覚や行為を通して、形や色などの造形的な特徴や造形の働きを理解すること

										思 オモ		イ　形や色などの造形的な特徴を基に、自分のイメージをもつこと









【0323最終反映】改善案



						〔第５学年及び第６学年〕 ダイ ガクネン オヨ ダイ ガクネン

						Ａ　表　現 オモテ ゲン						表現の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する ヒョウゲン カツドウ トオ ツギ ジコウ ミ ツ シドウ

								造形遊び ゾウケイアソ		思 オモ		造形遊びをする活動を通して、材料や場所、空間などの特徴などを基に造形的な活動を思い付くことや、構成したり周囲の様子を考え合わせたりしながら、どのように活動するかについて考え、活動を工夫して表現すること ゾウケイ アソ カツドウ トオ モト ゾウケイテキ カツドウ カンガ ア カツドウ カンガ カツドウ クフウ ヒョウゲン

								技 ワザ				材料や用具の特徴を生かした使い方や、表し方を身に付けること ザイリョウ ヨウグ トクチョウ イ ツカ カタ アラワ カタ ミ ツ

								絵や立体、工作 エ リッタイ コウサク		思 オモ		絵や立体、工作に表す活動を通して、感じたこと、想像したこと、見たこと、伝え合いたいことから、表したいことを見付け、形や色、材料の特徴、構成の美しさなどの感じ、用途などを考えながら、どのように主題を表すかについて考え、表し方を工夫して表現すること

								技 ワザ				材料や用具の特徴を生かした使い方や、表し方を身に付けること ザイリョウ ヨウグ トクチョウ イ ツカ カタ アラワ カタ ミ ツ

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ						鑑賞の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する カンショウ カツドウ トオ

										思 オモ		自分たちの作品、我が国や諸外国の親しみのある美術作品、生活の中の造形などの造形的なよさや美しさ、表現の意図などについて、感じ取ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を深めること ジブン サクヒン ワ クニ ショガイコク シタ ビジュツ サクヒン セイカツ ナカ ゾウケイ ゾウケイテキ ウツク ヒョウゲン イト カン ト カンガ ジブン ミカタ カン カタ フカ

										技 ワザ		自分たちの作品、我が国や諸外国の親しみのある美術作品、生活の中の造形などの、表現の特徴や表し方の変化などを見いだす方法を身に付けること

						〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ						「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する

										知 チ		自分の感覚や行為を通して、形や色などの造形的な特徴や造形の働きを理解すること ジブン カンカク コウイ トオ カタチ イロ ゾウケイテキ トクチョウ ゾウケイ ハタラ リカイ

										思 オモ		形や色などの造形的な特徴を基に、自分のイメージをもつこと









×改善案



						〔第５学年及び第６学年〕 ダイ ガクネン オヨ ダイ ガクネン

						Ａ　表　現 オモテ ゲン						表現の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する ヒョウゲン カツドウ トオ ツギ ジコウ ミ ツ シドウ

								造形遊び ゾウケイアソ		思 オモ		造形遊びをする活動を通して、材料や場所、空間などの特徴などを基に造形的な活動を思い付くことや、構成したり周囲の様子を考え合わせたりしながら、どのように活動するかについて考え、活動を工夫して表現すること ゾウケイ アソ カツドウ トオ モト ゾウケイテキ カツドウ カンガ ア カツドウ カンガ カツドウ クフウ ヒョウゲン

								技 ワザ				材料や用具の特徴を生かした使い方や、表し方を身に付けること ザイリョウ ヨウグ トクチョウ イ ツカ カタ アラワ カタ ミ ツ

								絵や立体、工作 エ リッタイ コウサク		思 オモ		絵や立体、工作に表す活動を通して、感じたこと、想像したこと、見たこと、伝え合いたいことから、表したいことを見付け主題を生成し、形や色、材料の特徴、構成の美しさなどの感じ、用途などを考えながら、どのように主題を表すかについて考え、表し方を工夫して表現すること

								技 ワザ				材料や用具の特徴を生かした使い方や、表し方を身に付けること ザイリョウ ヨウグ トクチョウ イ ツカ カタ アラワ カタ ミ ツ

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ						鑑賞の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する カンショウ カツドウ トオ

										思 オモ		自分たちの作品、我が国や諸外国の親しみのある美術作品、生活の中の造形などの造形的なよさや美しさ、表現の意図などについて、感じ取ったり考えたりし、味わって鑑賞すること ジブン サクヒン ワ クニ ショガイコク シタ ビジュツ サクヒン セイカツ ナカ ゾウケイ ゾウケイテキ ウツク ヒョウゲン イト カン ト カンガ アジ カンショウ

										技 ワザ		自分たちの作品、我が国や諸外国の親しみのある美術作品、生活の中の造形などの、表現の特徴や表し方の変化などを見る方法を身に付けること

						〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ						「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する

										知 チ		自分の感覚や行為を通して、形や色などの造形的な特徴や造形の働きを理解すること ジブン カンカク コウイ トオ カタチ イロ ゾウケイテキ トクチョウ ゾウケイ ハタラ リカイ

										思 オモ		形や色などの造形的な特徴を基に、自分のイメージをもつこと









現行CS





										〔第５学年及び第６学年〕 ダイ ガクネン オヨ ダイ ガクネン

						Ａ　表　現 オモテ ゲン		思 オモ		　(1)　表現の活動を通して、発想や構想に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 ヒョウゲン カツドウ トオ ハッソウ コウソウ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ

										　ア　造形遊びをする活動を通して、材料や場所、空間などの特徴などを基に造形的な活動を思い付くことや、構成したり周囲の様子を考え合わせたりしながら、どのように活動するかについて考えること。 ゾウケイ アソ カツドウ トオ モト ゾウケイテキ カツドウ カンガ ア カツドウ カンガ

										　イ　絵や立体、工作に表す活動を通して、感じたこと、想像したこと、見たこと、伝え合いたいことから、表したいことを見付けることや、形や色、材料の特徴、構成の美しさなどの感じ、用途などを考えながら、どのように主題を表すかについて考えること。 エ リッタイ コウサク アラワ カツドウ トオ カン カンガ シュダイ アラワ カンガ

								技 ワザ		　(2)　表現の活動を通して、技能に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 ヒョウゲン カツドウ トオ ギノウ カン

										　ア　造形遊びをする活動を通して、活動に応じて材料や用具を活用するとともに、前学年までの材料や用具についての経験や技能を総合的に生かしたり、方法などを組み合わせたりするなどして、活動を工夫してつくること。 カツドウ ザイリョウ カツヨウ ザイリョウ ヨウグ ホウホウ ク ア カツドウ

										　イ　絵や立体、工作に表す活動を通して、表現方法に応じて材料や用具を活用するとともに、前学年までの材料や用具などについての経験や技能を総合的に生かしたり、表現に適した方法などを組み合わせたりするなどして、表したいことに合わせて表し方を工夫して表すこと。 ザイリョウ カツヨウ ザイリョウ ヨウグ アラワ ア アラワ

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ		思 オモ		　(1)　鑑賞の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カンショウ カツドウ トオ

										　ア　親しみのある作品などを鑑賞する活動を通して、自分たちの作品、我が国や諸外国の親しみのある美術作品、生活の中の造形などの造形的なよさや美しさ、表現の意図や特徴、表し方の変化などについて、感じ取ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を深めること。 シタ サクヒン カツドウ トオ ジブン サクヒン ゾウケイテキ

						〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ				　(1)　「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								知 チ		　ア　自分の感覚や行為を通して、形や色などの造形的な特徴を理解すること。 ジブン カンカク コウイ トオ カタチ リカイ

								思 オモ		　イ　形や色などの造形的な特徴を基に、自分のイメージをもつこと。 カタチ イロ ゾウケイテキ トクチョウ モト ジブン










現行CS





										〔第５学年及び第６学年〕 ダイ ガクネン オヨ ダイ ガクネン

						Ａ　表　現 オモテ ゲン		思 オモ		　(1)　表現の活動を通して、発想や構想に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 ヒョウゲン カツドウ トオ ハッソウ コウソウ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ

										　ア　造形遊びをする活動を通して、材料や場所、空間などの特徴などを基に造形的な活動を思い付くことや、構成したり周囲の様子を考え合わせたりしながら、どのように活動するかについて考えること。 ゾウケイ アソ カツドウ トオ モト ゾウケイテキ カツドウ カンガ ア カツドウ カンガ

										　イ　絵や立体、工作に表す活動を通して、感じたこと、想像したこと、見たこと、伝え合いたいことから、表したいことを見付けることや、形や色、材料の特徴、構成の美しさなどの感じ、用途などを考えながら、どのように主題を表すかについて考えること。 エ リッタイ コウサク アラワ カツドウ トオ カン カンガ シュダイ アラワ カンガ

								技 ワザ		　(2)　表現の活動を通して、技能に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 ヒョウゲン カツドウ トオ ギノウ カン

										　ア　造形遊びをする活動を通して、活動に応じて材料や用具を活用するとともに、前学年までの材料や用具についての経験や技能を総合的に生かしたり、方法などを組み合わせたりするなどして、活動を工夫してつくること。 カツドウ ザイリョウ カツヨウ ザイリョウ ヨウグ ホウホウ ク ア カツドウ

										　イ　絵や立体、工作に表す活動を通して、表現方法に応じて材料や用具を活用するとともに、前学年までの材料や用具などについての経験や技能を総合的に生かしたり、表現に適した方法などを組み合わせたりするなどして、表したいことに合わせて表し方を工夫して表すこと。 ザイリョウ カツヨウ ザイリョウ ヨウグ アラワ ア アラワ

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ		思 オモ		　(1)　鑑賞の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カンショウ カツドウ トオ

										　ア　親しみのある作品などを鑑賞する活動を通して、自分たちの作品、我が国や諸外国の親しみのある美術作品、生活の中の造形などの造形的なよさや美しさ、表現の意図や特徴、表し方の変化などについて、感じ取ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を深めること。 シタ サクヒン カツドウ トオ ジブン サクヒン ゾウケイテキ

						〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ				　(1)　「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								知 チ		　ア　自分の感覚や行為を通して、形や色などの造形的な特徴を理解すること。 ジブン カンカク コウイ トオ カタチ リカイ

								思 オモ		　イ　形や色などの造形的な特徴を基に、自分のイメージをもつこと。 カタチ イロ ゾウケイテキ トクチョウ モト ジブン









改善案



												〔第５学年及び第６学年〕 ダイ ガクネン オヨ ダイ ガクネン

						Ａ　表　現 オモテ ゲン		造形遊び ゾウケイアソ		思 オモ		表現の活動を通して、発想や構想に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する ヒョウゲン カツドウ トオ ハッソウ コウソウ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ

												造形遊びをする活動を通して、材料や場所、空間などの特徴などを基に造形的な活動を思い付くことや、構成したり周囲の様子を考え合わせたりしながら、どのように活動するかについて考え、活動を工夫して表現する ゾウケイ アソ カツドウ トオ モト ゾウケイテキ カツドウ カンガ ア カツドウ カンガ カツドウ クフウ ヒョウゲン

										技 ワザ		表現の活動を通して、技能に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する ヒョウゲン カツドウ トオ ギノウ カン

												造形遊びをする活動を通して、材料や用具の特徴を生かした使い方や活動の方法を身に付ける

								絵や立体、工作 エ リッタイ コウサク		思 オモ		表現の活動を通して、発想や構想に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する ヒョウゲン カツドウ トオ ハッソウ コウソウ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ

												絵や立体、工作に表す活動を通して、感じたこと、想像したこと、見たこと、伝え合いたいことから、表したいことを見付け、形や色、材料の特徴、構成の美しさなどの感じ、用途などを考えながら、どのように主題を表すかについて考え、工夫して表現する

										技 ワザ		表現の活動を通して、技能に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する ヒョウゲン カツドウ トオ ギノウ カン

												絵や立体、工作に表す活動を通して、材料や用具の特徴を生かした使い方や、表し方を身に付ける エ リッタイ コウサク アラワ カツドウ トオ ザイリョウ ヨウグ トクチョウ イ ツカ カタ アラワ カタ ミ ツ

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ						鑑賞の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する カンショウ カツドウ トオ

										思 オモ		自分たちの作品、我が国や諸外国の親しみのある美術作品、生活の中の造形などの造形的なよさや美しさ、表現の意図などについて、感じ取ったり考えたりし、味わって鑑賞する ジブン サクヒン ワ クニ ショガイコク シタ ビジュツ サクヒン セイカツ ナカ ゾウケイ ゾウケイテキ ウツク ヒョウゲン イト カン ト カンガ アジ カンショウ

										技 ワザ		自分たちの作品、我が国や諸外国の親しみのある美術作品、生活の中の造形などの、表現の特徴や表し方の変化などを見る方法を身に付ける

						〔共通事項〕 キョウツウ ジコウ						「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する

										知 チ		自分の感覚や行為を通して、形や色などの造形的な特徴や造形の働きを理解する ジブン カンカク コウイ トオ カタチ イロ ゾウケイテキ トクチョウ ゾウケイ ハタラ リカイ

										思 オモ		形や色などの造形的な特徴を基に、自分のイメージをもつ
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現行中美





						Ａ　表　現 オモテ ゲン		思 シ		(1)　表現の活動を通して、次のとおり発想や構想に関する資質・能力を育成する。

										ア　感じ取ったことや考えたことなどを基に、絵や彫刻などに表現する活動を通して、発想や構想に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。
(ｱ)　対象や事象を見つめ感じ取った形や色彩の特徴や美しさ、想像したことなどを基に主題を生み出し、全体と部分との関係などを考え、創造的な構成を工夫し、心豊かに表現する構想を練ること。

										イ　伝える、使うなどの目的や機能を考え、デザインや工芸などに表現する活動を通して、発想や構想に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。
(ｱ)　構成や装飾の目的や条件などを基に、対象の特徴や用いる場面などから主題を生み出し、美的感覚を働かせて調和のとれた美しさなどを考え、表現の構想を練ること。
(ｲ)　伝える目的や条件などを基に、伝える相手や内容などから主題を生み出し、分かりやすさと美しさなどとの調和を考え、表現の構想を練ること。
(ｳ)　使う目的や条件などを基に、使用する者の気持ち、材料などから主題を生み出し、使いやすさや機能と美しさなどとの調和を考え、表現の構想を練ること。

								技 ギ		(2)　表現の活動を通して、次のとおり技能に関する資質・能力を育成する。

										ア　発想や構想をしたことなどを基に、表現する活動を通して、技能に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。
(ｱ)　材料や用具の生かし方などを身に付け、意図に応じて工夫して表すこと。
(ｲ)　材料や用具の特性などから制作の順序などを考えながら、見通しをもって表すこと。

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ		思 シ		(1)　鑑賞の活動を通して、次のとおり鑑賞に関する資質・能力を育成する。

										ア　美術作品などの見方や感じ方を広げる活動を通して、鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。
(ｱ)　造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の心情や表現の意図と工夫などについて考えるなどして、見方や感じ方を広げること。
(ｲ)　目的や機能との調和のとれた美しさなどを感じ取り、作者の心情や表現の意図と工夫などについて考えるなどして、見方や感じ方を広げること。

										イ　生活の中の美術の働きや美術文化についての見方や感じ方を広げる活動を通して、鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。
(ｱ)　身の回りにある自然物や人工物の形や色彩、材料などの造形的な美しさなどを感じ取り、生活を美しく豊かにする美術の働きについて考えるなどして、見方や感じ方を広げること。
(ｲ)　身近な地域や日本及び諸外国の文化遺産などのよさや美しさなどを感じ取り、美術文化について考えるなどして、見方や感じ方を広げること。

						〔共通事項〕 キョウツウジコウ		知 チ		(1)　 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										ア　形や色彩、材料、光などの性質や、それらが感情にもたらす効果などを理解すること。

										イ　造形的な特徴などを基に、全体のイメージや作風などで捉えることを理解すること。









改訂後中美





						Ａ　表　現 オモテ ゲン						表現の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カツドウ トオ ツギ ジコウ ミ ツ シドウ

								自分と
美術 ジブン ビジュツ		思 シ		対象や事象を見つめ感じ取った形や色彩など、想像したことなどを基に主題を生み出し、意図に応じた構成などについて考えながら心豊かな構想を練り、工夫して表現すること

										技 ワザ		材料や用具を生かし、表現方法を追求すること

												材料や用具の特性などから、効果的な表し方の見通しがもてるようにすること

								生活や社会と
美術 セイカツ シャカイ ビジュツ		思 シ		目的や条件、意図などを基に、身近な生活との関わりなどから主題を生み出し、調和のとれた美しさなどを考え、心豊かな構想を練り、工夫して表現すること

												伝える目的や条件などを基に、伝える相手や内容などから主題を生み出し、分かりやすさと美しさなどとの調和などを考え、心豊かな構想を練り、工夫して表現すること

												使う目的や条件などを基に、使用する者の気持ち、材料などから主題を生み出し、使いやすさや機能と美しさなどとの調和などを考え、心豊かな構想を練り、工夫して表現すること

										技 ワザ		材料や用具を生かし、表現方法を追求すること

												材料や用具の特性などから、効果的な表し方の見通しがもてるようにすること

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ						鑑賞の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カン ジコウ ミ ツ シドウ

								自分と美術 ジブン ビジュツ		思 シ		美術作品などの造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の心情や表現の意図と工夫などについて考えるなどして、見方や感じ方を広げること

										技 ワザ		美術作品などの造形的な特徴などの情報を読み取ること

								生活や社会と
美術		思 シ		美術作品などの目的や条件、意図や機能などとの調和のとれた美しさなどを感じ取り、作者の心情や表現の意図と工夫などについて考えるなどして、見方や感じ方を広げること

										技 ワザ		美術作品などの造形的な特徴などの情報を読み取ること

						〔共通事項〕 キョウツウジコウ						 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										知 シ		形や色彩、材料、光などの性質や、それらが感情にもたらす効果などを理解すること

												造形的な特徴などを基に、全体のイメージや作風などで捉えることを理解すること

												生活を美しく豊かにする美術の働きについて理解すること

												身近な地域や日本及び諸外国の文化遺産などの美術文化について理解すること









各学年の目標及び内容の系統表

		中学校美術科　教科の目標，各学年の目標及び内容と各学年の内容の取扱 チュウガッコウ ビジュツ カ キョウカ モクヒョウ カクガクネン モクヒョウオヨ ナイヨウ カクガクネン ナイヨウ トリアツカ										いの系統表

		第１　目　標 ダイ メ シルベ								表現及び鑑賞の幅広い活動を通して，造形的な見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の美術や美術文化と豊		かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

								「知識及び技能」 チシキ オヨ ギノウ		(1)　対象や事象を捉える造形的な視点について理解するとともに，表現方法を創意工夫し，創造的に表すことが		できるようにする。

								「思考力，判断力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		(2)　造形的なよさや美しさ，表現の意図と工夫，美術の働きなどについて考え，主題を生み出し豊かに発想し構		想を練ったり，美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。

								「学びに向かう力，人間性等」 マナ ム チカラ ニンゲンセイ トウ		(3)　美術の創造活動の喜びを味わい，美術を愛好する心情を育み，感性を豊かにし，心豊かな生活を創造して		いく態度を養い，豊かな情操を培う。

		第２　各学年の目標及び内容 ダイ カクガクネン モクヒョウオヨ ナイヨウ		１　目　標 メ シルベ						〔第１学年〕		〔第２学年及び第３学年〕 オヨ ダイ ガクネン

								「知識及び技能」 チシキ オヨ ギノウ		(1)　対象や事象を捉える造形的な視点について理解するとともに，意図に応じて表現方法を工夫して表すことができるようにする。		(1)　対象や事象を捉える造形的な視点について理解するとともに，意図に応じて自分の表現方法を追求し，創造的に表すことができるようにする。

								「思考力，判断力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		(2)　自然の造形や美術作品などの造形的なよさや美しさ，表現の意図と工夫，機能性と美しさとの調和，美術の働きなどについて考え，主題を生み出し豊かに発想し構想を練ったり，美術や美術文化に対する見方や感じ方を広げたりすることができるようにする。		(2)　自然の造形や美術作品などの造形的なよさや美しさ，表現の意図と創造的な工夫，機能性と洗練された美しさとの調和，美術の働きなどについて独創的・総合的に考え，主題を生み出し豊かに発想し構想を練ったり，美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。

								「学びに向かう力，人間性等」 マナ ム チカラ ニンゲンセイ トウ		(3)　楽しく美術の活動に取り組み創造活動の喜びを味わい，美術を愛好する心情を培い，心豊かな生活を創造していく態度を養う。		(3)　主体的に美術の活動に取り組み創造活動の喜びを味わい，美術を愛好する心情を深め，心豊かな生活を創造していく態度を養う。

				２　内　容 ナイ カタチ		Ａ　表　現 オモテ ゲン		「思考力、判断力、表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		(1)　表現の活動を通して，次のとおり発想や構想に関する資質・能力を育成する。		(1)　表現の活動を通して，次のとおり発想や構想に関する資質・能力を育成する。

										ア　感じ取ったことや考えたことなどを基に，絵や彫刻などに表現する活動を通して，発想や構想に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。		ア　感じ取ったことや考えたことなどを基に，絵や彫刻などに表現する活動を通して，発想や構想に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										(ｱ)　対象や事象を見つめ感じ取った形や色彩の特徴や美しさ，想像したことなどを基に主題を生み出し，全体と部分との関係などを考え,創造的な構成を工夫し，心豊かに表現する構想を練ること。		(ｱ)　対象や事象を深く見つめ感じ取ったことや考えたこと，夢，想像や感情などの心の世界などを基に主題を生み出し，単純化や省略，強調，材料の組合せなどを考え，創造的な構成を工夫し，心豊かに表現する構想を練ること。

										イ　伝える，使うなどの目的や機能を考え，デザインや工芸などに表現する活動を通して，発想や構想に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。		イ　伝える，使うなどの目的や機能を考え，デザインや工芸などに表現する活動を通して，発想や構想に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										(ｱ)　構成や装飾の目的や条件などを基に，対象の特徴や用いる場面などから主題を生み出し，美的感覚を働かせて調和のとれた美しさなどを考え，表現の構想を練ること。		(ｱ)　構成や装飾の目的や条件などを基に，用いる場面や環境，社会との関わりなどから主題を生み出し，美的感覚を働かせて調和のとれた洗練された美しさなどを総合的に考え，表現の構想を練ること。

										(ｲ)　伝える目的や条件などを基に，伝える相手や内容などから主題を生み出し，分かりやすさと美しさなどとの調和を考え，表現の構想を練ること。		(ｲ)　伝える目的や条件などを基に，伝える相手や内容，社会との関わりなどから主題を生み出し，伝達の効果と美しさなどとの調和を総合的に考え，表現の構想を練ること。

										(ｳ)　使う目的や条件などを基に，使用する者の気持ち，材料などから主題を生み出し，使いやすさや機能と美しさなどとの調和を考え，表現の構想を練ること。		(ｳ)　使う目的や条件などを基に，使用する者の立場，社会との関わり，機知やユーモアなどから主題を生み出し，使いやすさや機能と美しさなどとの調和を総合的に考え，表現の構想を練ること。

								「技能」 ギノウ		(2)　表現の活動を通して，次のとおり技能に関する資質・能力を育成する。		(2)　表現の活動を通して，次のとおり技能に関する資質・能力を育成する。

										ア　発想や構想をしたことなどを基に，表現する活動を通して，技能に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。		ア　発想や構想をしたことなどを基に，表現する活動を通して，技能に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										(ｱ)　材料や用具の生かし方などを身に付け，意図に応じて工夫して表すこと。		(ｱ)　材料や用具の特性を生かし，意図に応じて自分の表現方法を追求して創造的に表すこと。

										(ｲ)　材料や用具の特性などから制作の順序などを考えながら，見通しをもって表すこと。		(ｲ)　材料や用具，表現方法の特性などから制作の順序などを総合的に考えながら，見通しをもって表すこと。

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ		「思考力、判断力、表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		(1)　鑑賞の活動を通して，次のとおり鑑賞に関する資質・能力を育成する。		(1)　鑑賞の活動を通して，次のとおり鑑賞に関する資質・能力を育成する。

										ア　美術作品などの見方や感じ方を広げる活動を通して，鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。		ア　美術作品などの見方や感じ方を深める活動を通して，鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										(ｱ)　造形的なよさや美しさを感じ取り，作者の心情や表現の意図と工夫などについて考えるなどして，見方や感じ方を広げること。 ヒョウゲン		(ｱ)　造形的なよさや美しさを感じ取り，作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などについて考えるなどして，美意識を高め，見方や感じ方を深めること。 ヒョウゲン

										(ｲ)　目的や機能との調和のとれた美しさなどを感じ取り，作者の心情や表現の意図と工夫などについて考えるなどして，見方や感じ方を広げること。 ヒョウゲン		(ｲ)　目的や機能との調和のとれた洗練された美しさなどを感じ取り，作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などについて考えるなどして，美意識を高め，見方や感じ方を深めること。 ヒョウゲン

										イ　生活の中の美術の働きや美術文化についての見方や感じ方を広げる活動を通して，鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。		イ　生活や社会の中の美術の働きや美術文化についての見方や感じ方を深める活動を通して，鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										(ｱ)　身の回りにある自然物や人工物の形や色彩，材料などの造形的な美しさなどを感じ取り，生活を美しく豊かにする美術の働きについて考えるなどして，見方や感じ方を広げること。		(ｱ)　身近な環境の中に見られる造形的な美しさなどを感じ取り，安らぎや自然との共生などの視点から生活や社会を美しく豊かにする美術の働きについて考えるなどして，見方や感じ方を深めること。

										(ｲ)　身近な地域や日本及び諸外国の文化遺産などのよさや美しさなどを感じ取り，美術文化について考えるなどして，見方や感じ方を広げること。		(ｲ) 日本の美術作品や受け継がれてきた表現の特質などから，伝統や文化のよさや美しさを感じ取り愛情を深めるとともに，諸外国の美術や文化との相違点や共通点に気付き，美術を通した国際理解や美術文化の継承と創造について考えるなどして，見方や感じ方を深めること。

						〔共通事項〕 キョウツウジコウ		「知識」 チシキ		(1)　 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。		(1)　 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										ア　形や色彩，材料，光などの性質や，それらが感情にもたらす効果などを理解すること。		ア　形や色彩，材料，光などの性質や，それらが感情にもたらす効果などを理解すること。

										イ　造形的な特徴などを基に，全体のイメージや作風などで捉えることを理解すること。		イ　造形的な特徴などを基に，全体のイメージや作風などで捉えることを理解すること。

				３ 　内容の取扱い						(1) 第１学年では，内容に示す各事項の定着を図ることを基本とし，一年間で全ての内容が学習できるように一題材に充てる時間数などについて十分検討すること。		(1)　第２学年及び第３学年では，第１学年において身に付けた資質・能力を柔軟に活用して，表現及び鑑賞に関する資質・能力をより豊かに高めることを基本とし，第２学年と第３学年の発達の特性を考慮して内容の選択や一題材に充てる時間数などについて十分検討すること。

										(2) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導に当たっては，発想や構想に関する資質・能力や鑑賞に関する資質・能力を育成する観点から，〔共通事項〕に示す事項を視点に，アイデアスケッチで構想を練ったり，言葉で考えを整理したりすることや，作品などについて説明し合うなどして対象の見方や感じ方を広げるなどの言語活動の充実を図ること。		(2)　「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導に当たっては，発想や構想に関する資質・能力や鑑賞に関する資質・能力を育成する観点から，〔共通事項〕に示す事項を視点に，アイデアスケッチで構想を練ったり，言葉で考えを整理したりすることや，作品などに対する自分の価値意識をもって批評し合うなどして対象の見方や感じ方を深めるなどの言語活動の充実を図ること。

												(3) 「Ｂ鑑賞」のイの(ｲ)の指導に当たっては，日本の美術の概括的な変遷などを捉えることを通して，各時代における作品の特質，人々の感じ方や考え方，願いなどを感じ取ることができるよう配慮すること。





指導計画の作成と内容の取扱い

		指導計画の作成と内容の取扱い		指導計画の作成と内容の取扱い

				第３ 指導計画の作成と内容の取扱い

				１ 指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものとする。

				(1)　題材など内容や時間のまとまりを見通して，その中で育む資質・能力の育成に向けて，生徒の主体的・対話的で深い学びの実現を図るようにすること。その際，造形的な見方・考え方を働かせ，表現及び鑑賞に関する資質・能力を相互に関連させた学習の充実を図ること。 ハカ

				(2)　第２の各学年の内容の「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導については相互に関連を図り，特に発想や構想に関する資質・能力と鑑賞に関する資質・能力とを総合的に働かせて学習が深められるようにすること

				(3) 第２の各学年の内容の〔共通事項〕は，表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力であり，「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導と併せて，十分な指導が行われるよう工夫すること。

				(4)　第２の各学年の内容の「Ａ表現」については，(1)のア及びイと，(2)は原則として関連付けて行い，(1)のア及びイそれぞれにおいて描く活動とつくる活動のいずれも経験させるようにすること。その際，第２学年及び第３学年の各学年においては，(1)のア及びイそれぞれにおいて，描く活動とつくる活動のいずれかを選択して扱うことができることとし，２学年間を通して描く活動とつくる活動が調和的に行えるようにすること。

				(5)　第２の内容の「Ｂ鑑賞」の指導については，各学年とも，各事項において育成を目指す資質・能力の定着が図られるよう，適切かつ十分な授業時数を確保すること。

				(6)　障害のある生徒などについては，学習活動を行う場合に生じる困難さに応じた指導内容や指導方法の工夫を計画的，組織的に行うこと。

				(7)　第１章総則の第１の２の(2)に示す道徳教育の目標に基づき，道徳科などとの関連を考慮しながら，第３章特別の教科道徳の第２に示す内容について，美術科の特質に応じて適切な指導をすること。

				２ 第２の内容の取扱いについては，次の事項に配慮するものとする。

				(1)　〔共通事項〕の指導に当たっては，生徒が造形を豊かに捉える多様な視点をもてるように，以下の内容について配慮すること。

				ア　〔共通事項〕のアの指導に当たっては，造形の要素などに着目して，次の事項を実感的に理解できるようにすること。

				(ｱ)　色彩の色味や明るさ，鮮やかさを捉えること。

				(ｲ)　材料の性質や質感を捉えること。

				(ｳ)　形や色彩，材料，光などから感じる優しさや楽しさ，寂しさなどを捉えること。

				(ｴ)　形や色彩などの組合せによる構成の美しさを捉えること。

				(ｵ)　余白や空間の効果，立体感や遠近感，量感や動勢などを捉えること。

				イ　〔共通事項〕のイの指導に当たっては，全体のイメージや作風などに着目して，次の事項を実感的に理解できるようにすること。

				(ｱ)　造形的な特徴などを基に，見立てたり，心情などと関連付けたりして全体のイメージで捉えること。

				(ｲ)　造形的な特徴などを基に，作風や様式などの文化的な視点で捉えること。

				(2)　各学年の「Ａ表現」の指導に当たっては，主題を生み出すことから表現の確認及び完成に至る全過程を通して，生徒が夢と目標をもち，自分のよさを発見し喜びをもって自己実現を果たしていく態度の形成を図るようにすること。

				(3)　各学年の「Ａ表現」の指導に当たっては，生徒の学習経験や資質・能力，発達の特性等の実態を踏まえ，生徒が自分の表現意図に合う表現形式や技法，材料などを選択し創意工夫して表現できるように，次の事項に配慮すること。

				ア　見る力や感じ取る力，考える力，描く力などを育成するために，スケッチの学習を効果的に取り入れるようにすること。

				イ　美術の表現の可能性を広げるために，写真・ビデオ・コンピュータ等の映像メディアの積極的な活用を図るようにすること。

				ウ　日本及び諸外国の作品の独特な表現形式，漫画やイラストレーション，図などの多様な表現方法を活用できるようにすること。

				エ　表現の材料や題材などについては，地域の身近なものや伝統的なものも取り上げるようにすること。

				(4)　各活動において，互いのよさや個性などを認め尊重し合うようにすること。

				(5)　互いの個性を生かし合い協力して創造する喜びを味わわせるため，適切な機会を選び共同で行う創造活動を経験させること。

				(6)　各学年の「Ｂ鑑賞」の題材については，国内外の児童生徒の作品，我が国を含むアジアの文化遺産についても取り上げるとともに，美術館や博物館等と連携を図ったり，それらの施設や文化財などを積極的に活用したりするようにすること。

				(7) 創造することの価値を捉え，自己や他者の作品などに表れている創造性を尊重する態度の形成を図るとともに，必要に応じて，美術に関する知的財産権や肖像権などについて触れるようにすること。また，こうした態度の形成が，美術文化の継承，発展，創造を支えていることへの理解につながるよう配慮すること。

				３　事故防止のため，特に，刃物類，塗料，器具などの使い方の指導と保管，活動場所における安全指導などを徹底するものとする。

				４　学校における鑑賞のための環境づくりをするに当たっては，次の事項に配慮するものとする。

				(1)　生徒が造形的な視点を豊かにもつことができるよう，生徒や学校の実態に応じて，学校図書館等における鑑賞用図書，映像資料等の活用を図ること。 トウ

				(2)　生徒が鑑賞に親しむことができるよう，校内の適切な場所に鑑賞作品などを展示するとともに，学校や地域の実態に応じて，校外においても生徒作品などの展示の機会を設けるなどすること。
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   表現 の 活動 を 通 して、 次 の とおり 発想 や 構想 と 技能 に 関 する 資質 ・ 能力 を 育成 する  


A 表 現  自分 と 美術  思  対象 や 事象 を 見 つめ 感 じ 取 った 形 や 色彩 など、 想像 したことなどを 基 に 主題 を 生 み   出 し、 意図 に 応 じた 構成 などについて 考 えながら 心豊 かな 構想 を 練 り、 技能 を 働 か   せて 創造的 な 表現 をすること。  


技能  技  ・材料 や 用具 を 生 かし、 表現方 を 追求 すること。   ・材料 や 用具 の 特性 などから、 効果的 な 表 し 方 の 見通 しが 持 てるようにすること。  


身近 な 生活 や 社会 と 美術  思  ・目的 や 条件、意図 などを 基 に 、 身近 な 生活 との 関 わりなどから 主題 を 生 み 出 し、   調 和 のとれた 美 しさなどを 考 え、 心豊 かな 構想 を 練 り、 創造的 な 表現 をすること。   ・伝 える 目的 や 条件 などを 基 に、 伝 える 相手 や 内容 などから 主題 を 生 み 出 し、 分 か   り や すさと 美 しさなどとの 調和 などを 考 え、 心豊 かな 構想 を 練 り、 創造的 な 表現   をするこ と。   ・使 う 目的 や 条件 などを 基 に、 使用 する 者 の 気持 ち、 材料 などから 主題 を 生 み 出 し、     使 いやすさや 機能 と 美 しさなどとの 調和 などを 考 え、 心豊 かな 構想 を 練 り、 創造   的 な 表現 をすること。  


技能  技  ・材料 や 用具 を 生 かし、 表現方 を 追求 すること。   ・材料 や 用具 の 特性 などから、 効果的 な 表 し 方 の 見通 しが 持 てるようにすること。  


   鑑賞 の 活動 を 通 して、 次 のとおり 発想 や 構想 に 関 する 資質・能力 を 育成 する  


B 鑑 賞  自分 と 美術  思  ・美術作品 などの 造形的 なよさや 美 しさを 感 じ 取 り、 作者 の 心情 や 表現 の 意図 と 工   夫 な どについて 考 えるなどして、 見方 や 感 じ 方 を 広 げること。  


技能  技  ・ 美術作品 などの 造形的 な 特徴 などの 情報 を 読 み 取 ること。  


身近 な 生活 や 社会 と 美術  思  ・ 美術作品 などの 目的 や 条件、意図 や 機能 などとの 調和 のとれた 美 しさなどを 感 じ   取 り、 作者 の 心情 や 表現 の 意図 と 工夫 などについて 考 えるなどして、 見方 や 感 じ   方 を 広 げること。  


技能  技  ・ 美術作品 などの 造形的 な 特徴 などの 情報 を 読 み 取 ること。  


  「 A 表現」及 び「 B 鑑賞」 の 指導 を 通 して、 次 の 事項 を 身 に 付 けることができるよ う 指導 する  


〔共通事項〕  知  〔共通事項〕   ・形 や 色彩、材料、光 などの 性質 や、それらが 感情 にもたらす 効果 などを 理解 する   こと。   ・造形的 な 特徴 などを 基 に、 全体 の イメージ や 作風 などで 捉 えることを 理解 するこ   と。   ・身 の 回 りにある 自然物 や 人工物 の 美 しさ、 形 や 色彩，材料 などの 視点 から、 生活   を 美 しく 豊 かにする 美術 の 働 きについて 理解 すること。   ・身近 な 地域 や 日本及 び 諸外国 の 文化遺産 などの 美術文化 について 理解 すること。  


 





現行中美





						Ａ　表　現 オモテ ゲン		思 シ		(1)　表現の活動を通して、次のとおり発想や構想に関する資質・能力を育成する。

										ア　感じ取ったことや考えたことなどを基に、絵や彫刻などに表現する活動を通して、発想や構想に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。
(ｱ)　対象や事象を見つめ感じ取った形や色彩の特徴や美しさ、想像したことなどを基に主題を生み出し、全体と部分との関係などを考え、創造的な構成を工夫し、心豊かに表現する構想を練ること。

										イ　伝える、使うなどの目的や機能を考え、デザインや工芸などに表現する活動を通して、発想や構想に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。
(ｱ)　構成や装飾の目的や条件などを基に、対象の特徴や用いる場面などから主題を生み出し、美的感覚を働かせて調和のとれた美しさなどを考え、表現の構想を練ること。
(ｲ)　伝える目的や条件などを基に、伝える相手や内容などから主題を生み出し、分かりやすさと美しさなどとの調和を考え、表現の構想を練ること。
(ｳ)　使う目的や条件などを基に、使用する者の気持ち、材料などから主題を生み出し、使いやすさや機能と美しさなどとの調和を考え、表現の構想を練ること。

								技 ギ		(2)　表現の活動を通して、次のとおり技能に関する資質・能力を育成する。

										ア　発想や構想をしたことなどを基に、表現する活動を通して、技能に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。
(ｱ)　材料や用具の生かし方などを身に付け、意図に応じて工夫して表すこと。
(ｲ)　材料や用具の特性などから制作の順序などを考えながら、見通しをもって表すこと。

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ		思 シ		(1)　鑑賞の活動を通して、次のとおり鑑賞に関する資質・能力を育成する。

										ア　美術作品などの見方や感じ方を広げる活動を通して、鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。
(ｱ)　造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の心情や表現の意図と工夫などについて考えるなどして、見方や感じ方を広げること。
(ｲ)　目的や機能との調和のとれた美しさなどを感じ取り、作者の心情や表現の意図と工夫などについて考えるなどして、見方や感じ方を広げること。

										イ　生活の中の美術の働きや美術文化についての見方や感じ方を広げる活動を通して、鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。
(ｱ)　身の回りにある自然物や人工物の形や色彩、材料などの造形的な美しさなどを感じ取り、生活を美しく豊かにする美術の働きについて考えるなどして、見方や感じ方を広げること。
(ｲ)　身近な地域や日本及び諸外国の文化遺産などのよさや美しさなどを感じ取り、美術文化について考えるなどして、見方や感じ方を広げること。

						〔共通事項〕 キョウツウジコウ		知 チ		(1)　 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										ア　形や色彩、材料、光などの性質や、それらが感情にもたらす効果などを理解すること。

										イ　造形的な特徴などを基に、全体のイメージや作風などで捉えることを理解すること。









改訂後中美





						Ａ　表　現 オモテ ゲン						表現の活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する

								自分と
美術 ジブン ビジュツ		思 シ		対象や事象を見つめ感じ取った形や色彩など、想像したことなどを基に主題を生み出し、意図に応じた構成などについて考えながら心豊かな構想を練り、技能を働かせて創造的な表現をすること ギノウ ハタラ

								技 ギ				材料や用具を生かし、表現方法を追求すること

												材料や用具の特性などから、効果的な表し方の見通しが持てるようにすること

								身近な生活や
社会と美術 ミヂカ セイカツ シャカイ ビジュツ		思 シ		目的や条件、意図などを基に、身近な生活との関わりなどから主題を生み出し、調和のとれた美しさなどを考え、心豊かな構想を練り、創造的な表現をすること カンガ

												伝える目的や条件などを基に、伝える相手や内容などから主題を生み出し、分かりやすさと美しさなどとの調和などを考え、心豊かな構想を練り、創造的な表現をすること カンガ

												使う目的や条件などを基に、使用する者の気持ち、材料などから主題を生み出し、使いやすさや機能と美しさなどとの調和などを考え、心豊かな構想を練り、創造的な表現をすること カンガ

								技 ギ				材料や用具を生かし、表現方法を追求すること

												材料や用具の特性などから、効果的な表し方の見通しが持てるようにすること

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ						鑑賞の活動を通して次のとおり鑑賞に関する資質・能力を育成する。

								自分と美術 ジブン ビジュツ		思 シ		美術作品などの造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の心情や表現の意図と工夫などについて考えるなどして、見方や感じ方を広げること

								技 ギ				美術作品などの造形的な特徴などの情報を読み取ること

								身近な生活や
社会と美術		思 シ		美術作品などの目的や条件、意図や機能などとの調和のとれた美しさなどを感じ取り、作者の心情や表現の意図と工夫などについて考えるなどして、見方や感じ方を広げること

								技 ギ				美術作品などの造形的な特徴などの情報を読み取ること

						〔共通事項〕 キョウツウジコウ						 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										知 シ		形や色彩、材料、光などの性質や、それらが感情にもたらす効果などを理解すること

												造形的な特徴などを基に、全体のイメージや作風などで捉えることを理解すること

												身の回りにある自然物や人工物の美しさ、形や色彩、材料などの視点から、生活を美しく豊かにする美術の働きについて理解すること ウツク

												身近な地域や日本及び諸外国の文化遺産などの美術文化について理解すること









各学年の目標及び内容の系統表

		中学校美術科　教科の目標，各学年の目標及び内容と各学年の内容の取扱 チュウガッコウ ビジュツ カ キョウカ モクヒョウ カクガクネン モクヒョウオヨ ナイヨウ カクガクネン ナイヨウ トリアツカ										いの系統表

		第１　目　標 ダイ メ シルベ								表現及び鑑賞の幅広い活動を通して，造形的な見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の美術や美術文化と豊		かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

								「知識及び技能」 チシキ オヨ ギノウ		(1)　対象や事象を捉える造形的な視点について理解するとともに，表現方法を創意工夫し，創造的に表すことが		できるようにする。

								「思考力，判断力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		(2)　造形的なよさや美しさ，表現の意図と工夫，美術の働きなどについて考え，主題を生み出し豊かに発想し構		想を練ったり，美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。

								「学びに向かう力，人間性等」 マナ ム チカラ ニンゲンセイ トウ		(3)　美術の創造活動の喜びを味わい，美術を愛好する心情を育み，感性を豊かにし，心豊かな生活を創造して		いく態度を養い，豊かな情操を培う。

		第２　各学年の目標及び内容 ダイ カクガクネン モクヒョウオヨ ナイヨウ		１　目　標 メ シルベ						〔第１学年〕		〔第２学年及び第３学年〕 オヨ ダイ ガクネン

								「知識及び技能」 チシキ オヨ ギノウ		(1)　対象や事象を捉える造形的な視点について理解するとともに，意図に応じて表現方法を工夫して表すことができるようにする。		(1)　対象や事象を捉える造形的な視点について理解するとともに，意図に応じて自分の表現方法を追求し，創造的に表すことができるようにする。

								「思考力，判断力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		(2)　自然の造形や美術作品などの造形的なよさや美しさ，表現の意図と工夫，機能性と美しさとの調和，美術の働きなどについて考え，主題を生み出し豊かに発想し構想を練ったり，美術や美術文化に対する見方や感じ方を広げたりすることができるようにする。		(2)　自然の造形や美術作品などの造形的なよさや美しさ，表現の意図と創造的な工夫，機能性と洗練された美しさとの調和，美術の働きなどについて独創的・総合的に考え，主題を生み出し豊かに発想し構想を練ったり，美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。

								「学びに向かう力，人間性等」 マナ ム チカラ ニンゲンセイ トウ		(3)　楽しく美術の活動に取り組み創造活動の喜びを味わい，美術を愛好する心情を培い，心豊かな生活を創造していく態度を養う。		(3)　主体的に美術の活動に取り組み創造活動の喜びを味わい，美術を愛好する心情を深め，心豊かな生活を創造していく態度を養う。

				２　内　容 ナイ カタチ		Ａ　表　現 オモテ ゲン		「思考力、判断力、表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		(1)　表現の活動を通して，次のとおり発想や構想に関する資質・能力を育成する。		(1)　表現の活動を通して，次のとおり発想や構想に関する資質・能力を育成する。

										ア　感じ取ったことや考えたことなどを基に，絵や彫刻などに表現する活動を通して，発想や構想に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。		ア　感じ取ったことや考えたことなどを基に，絵や彫刻などに表現する活動を通して，発想や構想に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										(ｱ)　対象や事象を見つめ感じ取った形や色彩の特徴や美しさ，想像したことなどを基に主題を生み出し，全体と部分との関係などを考え,創造的な構成を工夫し，心豊かに表現する構想を練ること。		(ｱ)　対象や事象を深く見つめ感じ取ったことや考えたこと，夢，想像や感情などの心の世界などを基に主題を生み出し，単純化や省略，強調，材料の組合せなどを考え，創造的な構成を工夫し，心豊かに表現する構想を練ること。

										イ　伝える，使うなどの目的や機能を考え，デザインや工芸などに表現する活動を通して，発想や構想に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。		イ　伝える，使うなどの目的や機能を考え，デザインや工芸などに表現する活動を通して，発想や構想に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										(ｱ)　構成や装飾の目的や条件などを基に，対象の特徴や用いる場面などから主題を生み出し，美的感覚を働かせて調和のとれた美しさなどを考え，表現の構想を練ること。		(ｱ)　構成や装飾の目的や条件などを基に，用いる場面や環境，社会との関わりなどから主題を生み出し，美的感覚を働かせて調和のとれた洗練された美しさなどを総合的に考え，表現の構想を練ること。

										(ｲ)　伝える目的や条件などを基に，伝える相手や内容などから主題を生み出し，分かりやすさと美しさなどとの調和を考え，表現の構想を練ること。		(ｲ)　伝える目的や条件などを基に，伝える相手や内容，社会との関わりなどから主題を生み出し，伝達の効果と美しさなどとの調和を総合的に考え，表現の構想を練ること。

										(ｳ)　使う目的や条件などを基に，使用する者の気持ち，材料などから主題を生み出し，使いやすさや機能と美しさなどとの調和を考え，表現の構想を練ること。		(ｳ)　使う目的や条件などを基に，使用する者の立場，社会との関わり，機知やユーモアなどから主題を生み出し，使いやすさや機能と美しさなどとの調和を総合的に考え，表現の構想を練ること。

								「技能」 ギノウ		(2)　表現の活動を通して，次のとおり技能に関する資質・能力を育成する。		(2)　表現の活動を通して，次のとおり技能に関する資質・能力を育成する。

										ア　発想や構想をしたことなどを基に，表現する活動を通して，技能に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。		ア　発想や構想をしたことなどを基に，表現する活動を通して，技能に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										(ｱ)　材料や用具の生かし方などを身に付け，意図に応じて工夫して表すこと。		(ｱ)　材料や用具の特性を生かし，意図に応じて自分の表現方法を追求して創造的に表すこと。

										(ｲ)　材料や用具の特性などから制作の順序などを考えながら，見通しをもって表すこと。		(ｲ)　材料や用具，表現方法の特性などから制作の順序などを総合的に考えながら，見通しをもって表すこと。

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ		「思考力、判断力、表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		(1)　鑑賞の活動を通して，次のとおり鑑賞に関する資質・能力を育成する。		(1)　鑑賞の活動を通して，次のとおり鑑賞に関する資質・能力を育成する。

										ア　美術作品などの見方や感じ方を広げる活動を通して，鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。		ア　美術作品などの見方や感じ方を深める活動を通して，鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										(ｱ)　造形的なよさや美しさを感じ取り，作者の心情や表現の意図と工夫などについて考えるなどして，見方や感じ方を広げること。 ヒョウゲン		(ｱ)　造形的なよさや美しさを感じ取り，作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などについて考えるなどして，美意識を高め，見方や感じ方を深めること。 ヒョウゲン

										(ｲ)　目的や機能との調和のとれた美しさなどを感じ取り，作者の心情や表現の意図と工夫などについて考えるなどして，見方や感じ方を広げること。 ヒョウゲン		(ｲ)　目的や機能との調和のとれた洗練された美しさなどを感じ取り，作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などについて考えるなどして，美意識を高め，見方や感じ方を深めること。 ヒョウゲン

										イ　生活の中の美術の働きや美術文化についての見方や感じ方を広げる活動を通して，鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。		イ　生活や社会の中の美術の働きや美術文化についての見方や感じ方を深める活動を通して，鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										(ｱ)　身の回りにある自然物や人工物の形や色彩，材料などの造形的な美しさなどを感じ取り，生活を美しく豊かにする美術の働きについて考えるなどして，見方や感じ方を広げること。		(ｱ)　身近な環境の中に見られる造形的な美しさなどを感じ取り，安らぎや自然との共生などの視点から生活や社会を美しく豊かにする美術の働きについて考えるなどして，見方や感じ方を深めること。

										(ｲ)　身近な地域や日本及び諸外国の文化遺産などのよさや美しさなどを感じ取り，美術文化について考えるなどして，見方や感じ方を広げること。		(ｲ) 日本の美術作品や受け継がれてきた表現の特質などから，伝統や文化のよさや美しさを感じ取り愛情を深めるとともに，諸外国の美術や文化との相違点や共通点に気付き，美術を通した国際理解や美術文化の継承と創造について考えるなどして，見方や感じ方を深めること。

						〔共通事項〕 キョウツウジコウ		「知識」 チシキ		(1)　 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。		(1)　 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										ア　形や色彩，材料，光などの性質や，それらが感情にもたらす効果などを理解すること。		ア　形や色彩，材料，光などの性質や，それらが感情にもたらす効果などを理解すること。

										イ　造形的な特徴などを基に，全体のイメージや作風などで捉えることを理解すること。		イ　造形的な特徴などを基に，全体のイメージや作風などで捉えることを理解すること。

				３ 　内容の取扱い						(1) 第１学年では，内容に示す各事項の定着を図ることを基本とし，一年間で全ての内容が学習できるように一題材に充てる時間数などについて十分検討すること。		(1)　第２学年及び第３学年では，第１学年において身に付けた資質・能力を柔軟に活用して，表現及び鑑賞に関する資質・能力をより豊かに高めることを基本とし，第２学年と第３学年の発達の特性を考慮して内容の選択や一題材に充てる時間数などについて十分検討すること。

										(2) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導に当たっては，発想や構想に関する資質・能力や鑑賞に関する資質・能力を育成する観点から，〔共通事項〕に示す事項を視点に，アイデアスケッチで構想を練ったり，言葉で考えを整理したりすることや，作品などについて説明し合うなどして対象の見方や感じ方を広げるなどの言語活動の充実を図ること。		(2)　「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導に当たっては，発想や構想に関する資質・能力や鑑賞に関する資質・能力を育成する観点から，〔共通事項〕に示す事項を視点に，アイデアスケッチで構想を練ったり，言葉で考えを整理したりすることや，作品などに対する自分の価値意識をもって批評し合うなどして対象の見方や感じ方を深めるなどの言語活動の充実を図ること。

												(3) 「Ｂ鑑賞」のイの(ｲ)の指導に当たっては，日本の美術の概括的な変遷などを捉えることを通して，各時代における作品の特質，人々の感じ方や考え方，願いなどを感じ取ることができるよう配慮すること。





指導計画の作成と内容の取扱い

		指導計画の作成と内容の取扱い		指導計画の作成と内容の取扱い

				第３ 指導計画の作成と内容の取扱い

				１ 指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものとする。

				(1)　題材など内容や時間のまとまりを見通して，その中で育む資質・能力の育成に向けて，生徒の主体的・対話的で深い学びの実現を図るようにすること。その際，造形的な見方・考え方を働かせ，表現及び鑑賞に関する資質・能力を相互に関連させた学習の充実を図ること。 ハカ

				(2)　第２の各学年の内容の「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導については相互に関連を図り，特に発想や構想に関する資質・能力と鑑賞に関する資質・能力とを総合的に働かせて学習が深められるようにすること

				(3) 第２の各学年の内容の〔共通事項〕は，表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力であり，「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導と併せて，十分な指導が行われるよう工夫すること。

				(4)　第２の各学年の内容の「Ａ表現」については，(1)のア及びイと，(2)は原則として関連付けて行い，(1)のア及びイそれぞれにおいて描く活動とつくる活動のいずれも経験させるようにすること。その際，第２学年及び第３学年の各学年においては，(1)のア及びイそれぞれにおいて，描く活動とつくる活動のいずれかを選択して扱うことができることとし，２学年間を通して描く活動とつくる活動が調和的に行えるようにすること。

				(5)　第２の内容の「Ｂ鑑賞」の指導については，各学年とも，各事項において育成を目指す資質・能力の定着が図られるよう，適切かつ十分な授業時数を確保すること。

				(6)　障害のある生徒などについては，学習活動を行う場合に生じる困難さに応じた指導内容や指導方法の工夫を計画的，組織的に行うこと。

				(7)　第１章総則の第１の２の(2)に示す道徳教育の目標に基づき，道徳科などとの関連を考慮しながら，第３章特別の教科道徳の第２に示す内容について，美術科の特質に応じて適切な指導をすること。

				２ 第２の内容の取扱いについては，次の事項に配慮するものとする。

				(1)　〔共通事項〕の指導に当たっては，生徒が造形を豊かに捉える多様な視点をもてるように，以下の内容について配慮すること。

				ア　〔共通事項〕のアの指導に当たっては，造形の要素などに着目して，次の事項を実感的に理解できるようにすること。

				(ｱ)　色彩の色味や明るさ，鮮やかさを捉えること。

				(ｲ)　材料の性質や質感を捉えること。

				(ｳ)　形や色彩，材料，光などから感じる優しさや楽しさ，寂しさなどを捉えること。

				(ｴ)　形や色彩などの組合せによる構成の美しさを捉えること。

				(ｵ)　余白や空間の効果，立体感や遠近感，量感や動勢などを捉えること。

				イ　〔共通事項〕のイの指導に当たっては，全体のイメージや作風などに着目して，次の事項を実感的に理解できるようにすること。

				(ｱ)　造形的な特徴などを基に，見立てたり，心情などと関連付けたりして全体のイメージで捉えること。

				(ｲ)　造形的な特徴などを基に，作風や様式などの文化的な視点で捉えること。

				(2)　各学年の「Ａ表現」の指導に当たっては，主題を生み出すことから表現の確認及び完成に至る全過程を通して，生徒が夢と目標をもち，自分のよさを発見し喜びをもって自己実現を果たしていく態度の形成を図るようにすること。

				(3)　各学年の「Ａ表現」の指導に当たっては，生徒の学習経験や資質・能力，発達の特性等の実態を踏まえ，生徒が自分の表現意図に合う表現形式や技法，材料などを選択し創意工夫して表現できるように，次の事項に配慮すること。

				ア　見る力や感じ取る力，考える力，描く力などを育成するために，スケッチの学習を効果的に取り入れるようにすること。

				イ　美術の表現の可能性を広げるために，写真・ビデオ・コンピュータ等の映像メディアの積極的な活用を図るようにすること。

				ウ　日本及び諸外国の作品の独特な表現形式，漫画やイラストレーション，図などの多様な表現方法を活用できるようにすること。

				エ　表現の材料や題材などについては，地域の身近なものや伝統的なものも取り上げるようにすること。

				(4)　各活動において，互いのよさや個性などを認め尊重し合うようにすること。

				(5)　互いの個性を生かし合い協力して創造する喜びを味わわせるため，適切な機会を選び共同で行う創造活動を経験させること。

				(6)　各学年の「Ｂ鑑賞」の題材については，国内外の児童生徒の作品，我が国を含むアジアの文化遺産についても取り上げるとともに，美術館や博物館等と連携を図ったり，それらの施設や文化財などを積極的に活用したりするようにすること。

				(7) 創造することの価値を捉え，自己や他者の作品などに表れている創造性を尊重する態度の形成を図るとともに，必要に応じて，美術に関する知的財産権や肖像権などについて触れるようにすること。また，こうした態度の形成が，美術文化の継承，発展，創造を支えていることへの理解につながるよう配慮すること。

				３　事故防止のため，特に，刃物類，塗料，器具などの使い方の指導と保管，活動場所における安全指導などを徹底するものとする。

				４　学校における鑑賞のための環境づくりをするに当たっては，次の事項に配慮するものとする。

				(1)　生徒が造形的な視点を豊かにもつことができるよう，生徒や学校の実態に応じて，学校図書館等における鑑賞用図書，映像資料等の活用を図ること。 トウ

				(2)　生徒が鑑賞に親しむことができるよう，校内の適切な場所に鑑賞作品などを展示するとともに，学校や地域の実態に応じて，校外においても生徒作品などの展示の機会を設けるなどすること。
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   表現 の 活動 を 通 して、 次 の とおり 発想 や 構想 と 技能 に 関 する 資質 ・ 能力 を 育成 する  


A 表 現  自分 と 美術  思  対象 や 事象 を 見 つめ 感 じ 取 った 形 や 色彩 など、 想像 したことなどを 基 に 主題 を 生 み   出 し、 意図 に 応 じた 構成 などについて 考 えながら 心豊 かな 構想 を 練 り、 技能 を 働 か   せて 創造的 な 表現 をすること。  


技能  技  ・材料 や 用具 を 生 かし、 表現方 を 追求 すること。   ・材料 や 用具 の 特性 などから、 効果的 な 表 し 方 の 見通 しが 持 てるようにすること。  


身近 な 生活 や 社会 と 美術  思  ・目的 や 条件、意図 などを 基 に 、 身近 な 生活 との 関 わりなどから 主題 を 生 み 出 し、   調 和 のとれた 美 しさなどを 考 え、 心豊 かな 構想 を 練 り、 創造的 な 表現 をすること。   ・伝 える 目的 や 条件 などを 基 に、 伝 える 相手 や 内容 などから 主題 を 生 み 出 し、 分 か   り や すさと 美 しさなどとの 調和 などを 考 え、 心豊 かな 構想 を 練 り、 創造的 な 表現   をするこ と。   ・使 う 目的 や 条件 などを 基 に、 使用 する 者 の 気持 ち、 材料 などから 主題 を 生 み 出 し、     使 いやすさや 機能 と 美 しさなどとの 調和 などを 考 え、 心豊 かな 構想 を 練 り、 創造   的 な 表現 をすること。  


技能  技  ・材料 や 用具 を 生 かし、 表現方 を 追求 すること。   ・材料 や 用具 の 特性 などから、 効果的 な 表 し 方 の 見通 しが 持 てるようにすること。  


   鑑賞 の 活動 を 通 して、 次 のとおり 発想 や 構想 に 関 する 資質・能力 を 育成 する  


B 鑑 賞  自分 と 美術  思  ・美術作品 などの 造形的 なよさや 美 しさを 感 じ 取 り、 作者 の 心情 や 表現 の 意図 と 工   夫 な どについて 考 えるなどして、 見方 や 感 じ 方 を 広 げること。  


技能  技  ・ 美術作品 などの 造形的 な 特徴 などの 情報 を 読 み 取 ること。  


身近 な 生活 や 社会 と 美術  思  ・ 美術作品 などの 目的 や 条件、意図 や 機能 などとの 調和 のとれた 美 しさなどを 感 じ   取 り、 作者 の 心情 や 表現 の 意図 と 工夫 などについて 考 えるなどして、 見方 や 感 じ   方 を 広 げること。  


技能  技  ・ 美術作品 などの 造形的 な 特徴 などの 情報 を 読 み 取 ること。  


  「 A 表現」及 び「 B 鑑賞」 の 指導 を 通 して、 次 の 事項 を 身 に 付 けることができるよ う 指導 する  


〔共通事項〕  知  〔共通事項〕   ・形 や 色彩、材料、光 などの 性質 や、それらが 感情 にもたらす 効果 などを 理解 する   こと。   ・造形的 な 特徴 などを 基 に、 全体 の イメージ や 作風 などで 捉 えることを 理解 するこ   と。   ・身 の 回 りにある 自然物 や 人工物 の 美 しさ、 形 や 色彩，材料 などの 視点 から、 生活   を 美 しく 豊 かにする 美術 の 働 きについて 理解 すること。   ・身近 な 地域 や 日本及 び 諸外国 の 文化遺産 などの 美術文化 について 理解 すること。  
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改善案

												美術Ⅰ ビジュツ

						Ａ　表　現 オモテ ゲン						表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

								自分と美術 ジブン ビジュツ		思 シ		自然や自己、生活などを見つめ感じ取ったことや考えたこと、夢や想像などから主題を生成し、表現形式の特性を生かし、形体や色彩、構成などについて考え、創造的な表現の構想を練り、創意工夫して創造的に表現すること

										技		材料や用具、映像メディア機器等の特性を生かし、表現方法を追求すること

												材料や用具の特性などから、効果的な表し方の見通しがもてるようにすること

								社会と美術 シャカイ ビジュツ		思 シ		目的や条件、意図や美しさなどを考え、主題を生成し、機能や効果、表現形式の特性などについて考え、創造的な表現の構想を練り、創造的な表現をすること

										技		材料や用具、映像メディア機器等の特性を生かし、表現方法を追求すること

												材料や用具の特性などから、効果的な表し方の見通しがもてるようにすること

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ						鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

								自分と美術 ジブン ビジュツ		思 シ		美術作品などの造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の心情や意図と創造的な表現の工夫などについて考え、見方や感じ方を深めること

										技		美術作品などの造形的な特徴や、作者、時代背景、作品の文脈などの情報を幅広く読み取ること

								社会と美術 シャカイ ビジュツ		思 シ		美術作品などの目的や条件、意図との調和の取れた洗練された美しさなどを感じ取り、社会との関わりを踏まえて、作者の心情や意図と創造的な表現の工夫などについて考え、見方や感じ方を深めること

										技		美術作品などの造形的な特徴や、作者、時代背景、作品の文脈などの情報を幅広く読み取ること

						〔共通事項〕						 表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次の通り育成する。 ガクシュウ キョウツウ ヒツヨウ シシツ ノウリョク ツギ トオ イクセイ

										知 チ		造形の要素の働きを理解すること

												造形的な特徴などを基に、全体のイメージや作風、様式などで捉えることを理解すること

												環境の中に見られる自然と美術の関わりや、生活や社会を心豊かにする美術の働きについて理解すること

												日本及び諸外国の美術作品や文化遺産などの美意識や創造性、日本の美術の歴史や表現の特質などの美術文化について理解すること ビジュツサクヒン ブンカイサン ビイシキ ソウゾウ セイ ニホン ビジュツ レキシ ヒョウゲン トクシツ ビジュツ ブンカ リカイ













現行抜粋

										美術Ⅰ ビジュツ

						Ａ　表　現 オモテ ゲン				表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1) 絵画・彫刻

										　　絵画・彫刻に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カイガ チョウコク

								思 シ		ア　感じ取ったことや考えたことなどを基にした発想や構想
(ｱ) 自然や自己、生活などを見つめ感じ取ったことや考えたこと、夢や想像などから主題を生成すること。
(ｲ) 表現形式の特性を生かし、形体や色彩、構成などについて考え、創造的な表現の構想を練ること。 カン ト カンガ モト

								技 ギ		イ　発想や構想をしたことを基に、創造的に表す技能
(ｱ) 意図に応じて材料や用具の特性を生かすこと。
(ｲ) 表現方法を創意工夫し、主題を追求して創造的に表すこと。

										(2) デザイン

										　　デザインに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 シ		ア　目的や機能などを考えた発想や構想
(ｱ) 目的や条件、美しさなどを考え、主題を生成すること。
(ｲ) デザインの機能や効果、表現形式の特性などについて考え、創造的な表現の構想を練ること。 モクテキ キノウ カンガ

								技 ギ		イ　発想や構想をしたことを基に、創造的に表す技能
(ｱ) 意図に応じて材料や用具の特性を生かすこと。
(ｲ) 表現方法を創意工夫し、目的や計画を基に創造的に表すこと。

										(3) 映像メディア表現

										　　映像メディア表現に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 エイゾウ ヒョウゲン

								思 シ		ア　映像メディアの特性を踏まえた発想や構想
(ｱ) 感じ取ったことや考えたこと、目的や機能などを基に、映像メディアの特性を生かして主題を生成すること。
(ｲ) 色光や視点、動きなどの映像表現の視覚的な要素の働きについて考え、創造的な表現の構想を練ること。 エイゾウ トクセイ フ ハッソウ

								技 ギ		イ　発想や構想をしたことを基に、創造的に表す技能
(ｱ) 意図に応じて映像メディア機器等の用具の特性を生かすこと。
(ｲ) 表現方法を創意工夫し、表現の意図を効果的に表すこと。

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ				鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1) 鑑賞

										　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 シ		ア　美術作品などの見方や感じ方を深める鑑賞 ビジュツ サクヒン フカ

										(ｱ) 造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の心情や意図と創造的な表現の工夫などについて考え、見方や感じ方を深めること。 ソウゾウテキ

										(ｲ) 目的や機能との調和のとれた洗練された美しさなどを感じ取り、作者の心情や意図と創造的な表現の工夫などについて考え、見方や感じ方を深めること。 センレン

										(ｳ) 映像メディア表現の特質や表現効果などを感じ取り、作者の心情や意図と創造的な表現の工夫などについて考え、見方や感じ方を深めること。

										イ　生活や社会の中の美術の働きや美術文化についての見方や感じ方を深める鑑賞 シャカイ ビジュツ ビジュツ

										(ｱ) 環境の中に見られる造形的なよさや美しさを感じ取り、自然と美術との関わり、生活や社会を心豊かにする美術の働きについて考え、見方や感じ方を深めること。 カンキョウ ミ

										(ｲ) 日本及び諸外国の美術作品や文化遺産などから美意識や創造性などを感じ取り、日本の美術の歴史や表現の特質、それぞれの国の美術文化について考え、見方や感じ方を深めること。 ニホン オヨ ショガイコク クニ

						〔共通事項〕 キョウツウジコウ				表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン オヨ カンショウ ガクシュウ キョウツウ ヒツヨウ シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								知 チ		ア　造形の要素の働きを理解すること。

										イ　造形的な特徴などを基に、全体のイメージや作風、様式などで捉えることを理解すること。 サクフウ ヨウシキ













Ａ３版１枚

		教科の目標，各科目の目標及び内容の系統表（高等学校芸術科美術） キョウカ モクヒョウ カク カモク モクヒョウ オヨ ナイヨウ ケイトウ ヒョウ コウトウ ガッコウ ゲイジュツ カ ビジュツ

		教科目標 キョウ カ メ シルベ						芸術の幅広い活動を通して，各科目における見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の芸術や芸術文化と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

								「知識及び技能」 チシキ オヨ ギノウ		(1) 芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。 カン カク カモク

								「思考力，判断力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		(2) 創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

								「学びに向かう力，人間性等」 マナ ム チカラ ニンゲンセイ トウ		(3) 生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い，豊かな情操を培う。

		各科目の目標及び内容 カク カモク モクヒョウオヨ ナイヨウ								美術Ⅰ ビジュツ		美術Ⅱ ビジュツ		美術Ⅲ ビジュツ

				１　目　標						　美術の幅広い創造活動を通して，造形的な見方・考え方を働かせ，美的体験を重ね，生活や社会の中の美術や美術文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。		　美術の創造的な諸活動を通して，造形的な見方・考え方を働かせ，美的体験を深め，生活や社会の中の美術や美術文化と深く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。		　美術の創造的な諸活動を通して，造形的な見方・考え方を働かせ，美的体験を豊かにし，生活や社会の中の多様な美術や美術文化と深く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 タヨウ フカ カカ

								「知識及び技能」 チシキ オヨ ギノウ		(1) 対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに，意図に応じて表現方法を創意工夫し，創造的に表すことができるようにする。 ソウゾウテキ		(1) 対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに，意図に応じて表現方法を創意工夫し，個性豊かで創造的に表すことができるようにする。		(1) 対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに，意図に応じて表現方法を追求し，個性を生かして創造的に表すことができるようにする。 ホウホウ ツイキュウ

								「思考力，判断力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		(2) 造形的なよさや美しさ，表現の意図と創意工夫，美術の働きなどについて考え，主題を生成し創造的に発想し構想を練ったり，価値意識をもって美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。 ソウイ ソウゾウテキ		(2) 造形的なよさや美しさ，表現の意図と創造的な工夫，美術の働きなどについて考え，主題を生成し個性豊かに発想し構想を練ったり，自己の価値観を高めて美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。 コセイ ユタ ジコ カン		(2) 造形的なよさや美しさ，独創的な表現の意図と創造的な工夫，美術の働きなどについて考え，主題を生成し個性を生かして発想し構想を練ったり，自己の価値観を働かせて美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。 ドクソウテキ ソウゾウテキ コセイ イ

								「学びに向かう力，人間性等」 マナ ム チカラ ニンゲンセイ トウ		(3) 主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み，生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，美術文化に親しみ，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 ハバヒロ ビジュツ ココロ		(3) 主体的に美術の創造的な諸活動に取り組み，生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに，感性と美意識を高め，美術文化に親しみ，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 ハグク ココロ		(3) 主体的に美術の創造的な諸活動に取り組み，生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに，感性と美意識を磨き，美術文化を尊重し，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 ハグク

				２　内　容 ナイ カタチ		Ａ　表　現 オモテ ゲン				　表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1) 絵画・彫刻		(1) 絵画・彫刻		(1) 絵画・彫刻

										　　絵画・彫刻に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カイガ チョウコク		　　絵画・彫刻に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カイガ チョウコク		　　絵画・彫刻に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カイガ チョウコク

								「思考力，判断力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		ア　感じ取ったことや考えたことなどを基にした発想や構想 カン ト カンガ モト		ア　感じ取ったことや考えたことなどを基にした発想や構想 カン ト カンガ モト		ア　感じ取ったことや考えたことなどを基にした発想や構想 カン ト カンガ モト

										(ｱ) 自然や自己，生活などを見つめ感じ取ったことや考えたこと，夢や想像などから主題を生成すること。 シゼン ジコ セイカツ ミ		(ｱ) 自然や自己，社会などを深く見つめ感じ取ったことや考えたことなどから主題を生成すること。 ジコ シャカイ カン ト カンガ		(ｱ) 自然や自己，社会などを深く見つめ感じ取ったことや考えたことなどから独創的な主題を生成し，主題に応じた表現の可能性について考え，個性を生かして創造的な表現の構想を練ること。 シゼン ジコ シャカイ フカ ミ カン ト カンガ シュダイ オウ ヒョウゲン カノウセイ カンガ コセイ イ ソウゾウテキ ヒョウゲン

										(ｲ) 表現形式の特性を生かし，形体や色彩，構成などについて考え，創造的な表現の構想を練ること。 カンガ ソウゾウ		(ｲ) 主題に応じて表現形式について考え，個性豊かで創造的な表現の構想を練ること。 シュダイ オウ カンガ

								「技能」 ギノウ		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能

										(ｱ) 意図に応じて材料や用具の特性を生かすこと。		(ｱ) 主題に合った表現方法を創意工夫し，個性豊かで創造的に表すこと。 コセイユタ		(ｱ) 主題に合った表現方法を追求し，個性を生かして創造的に表すこと。 ホウホウ コセイ イ

										(ｲ) 表現方法を創意工夫し，主題を追求して創造的に表すこと。 ソウゾウテキ アラワ

										(2) デザイン		(2) デザイン		(2) デザイン

										　　デザインに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。		　　デザインに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。		　　デザインに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								「思考力，判断力，表現力等」		ア　目的や機能などを考えた発想や構想 モクテキ キノウ カンガ		ア　目的や機能などを考えた発想や構想 モクテキ キノウ カンガ		ア　目的や機能などを考えた発想や構想 モクテキ キノウ カンガ

										(ｱ) 目的や条件，美しさなどを考え，主題を生成すること。 ジョウケン		(ｱ) 目的や条件などを基に，人と社会をつなぐデザインの働きについて考え，主題を生成すること。 モクテキ ジョウケン モト ヒト シャカイ		(ｱ) 目的や条件などを基に，デザインの社会的な役割について考察して独創的な主題を生成し，主題に応じた表現効果を考え，個性を生かして創造的な表現の構想を練ること。 シュダイ

										(ｲ) デザインの機能や効果，表現形式の特性などについて考え，創造的な表現の構想を練ること。 キノウ コウカ カンガ ソウゾウテキ ヒョウゲン コウソウ ネ		(ｲ) 社会におけるデザインの機能や効果，表現形式の特性などについて考え，個性豊かで創造的な表現の構想を練ること。 シャカイ キノウ コウカ ヒョウゲン

								「技能」 ギノウ		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能

										(ｱ) 意図に応じて材料や用具の特性を生かすこと。		(ｱ)　主題に合った表現方法を創意工夫し，個性豊かで創造的に表すこと。		(ｱ) 主題に合った表現方法を追求し，個性を生かして創造的に表すこと。 ヒョウゲン ホウホウ コセイ イ

										(ｲ) 表現方法を創意工夫し，目的や計画を基に創造的に表すこと。

										(3) 映像メディア表現		(3) 映像メディア表現		(3) 映像メディア表現

										　　映像メディア表現に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 エイゾウ ヒョウゲン		　　映像メディア表現に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 エイゾウ ヒョウゲン		　　映像メディア表現に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 エイゾウ ヒョウゲン

								「思考力，判断力，表現力等」		ア　映像メディアの特性を踏まえた発想や構想 エイゾウ トクセイ フ ハッソウ		ア　映像メディアの特性を踏まえた発想や構想 エイゾウ トクセイ フ		ア　映像メディアの特性を踏まえた発想や構想 エイゾウ トクセイ フ

										(ｱ) 感じ取ったことや考えたこと，目的や機能などを基に，映像メディアの特性を生かして主題を生成すること。		(ｱ) 自然や自己，人と社会とのつながりなどを深く見つめ，映像メディアの特性を生かして主題を生成すること。 ジコ ヒト シャカイ		(ｱ) 映像メディアの特性を生かして独創的な主題を生成し，主題に応じた表現の可能性や効果について考え，個性を生かして創造的な表現の構想を練ること。 シュダイ オウ ヒョウゲン カノウセイ コウカ カンガ

										(ｲ) 色光や視点，動きなどの映像表現の視覚的な要素の働きについて考え，創造的な表現の構想を練ること。 ハタラ カンガ		(ｲ) 映像表現の視覚的な要素などの効果的な生かし方について考え，個性豊かで創造的な表現の構想を練ること。 テキ カタ カンガ

								「技能」 ギノウ		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能

										(ｱ) 意図に応じて映像メディア機器等の用具の特性を生かすこと。		(ｱ) 主題に合った表現方法を創意工夫し，個性豊かで創造的に表すこと。		(ｱ) 主題に合った表現方法を追求し，個性を生かして創造的に表すこと。 ホウホウ イ

										(ｲ) 表現方法を創意工夫し，表現の意図を効果的に表すこと。

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ				　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1) 鑑賞		(1) 鑑賞		(1) 鑑賞

										　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。		　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。		　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								「思考力，判断力，表現力等」		ア　美術作品などの見方や感じ方を深める鑑賞 ビジュツ サクヒン フカ		ア　美術作品などの見方や感じ方を深める鑑賞 ビジュツ サクヒン フカ		ア　美術作品などの見方や感じ方を深める鑑賞 ビジュツ サクヒン フカ

										(ｱ) 造形的なよさや美しさを感じ取り，作者の心情や意図と創造的な表現の工夫などについて考え，見方や感じ方を深めること。 ソウゾウテキ		(ｱ) 造形的なよさや美しさを感じ取り，発想や構想の独自性と表現の工夫などについて多様な視点から考え，見方や感じ方を深めること。 ハッソウ コウソウ ドクジ セイ		(ｱ) 造形的なよさや美しさ，目的や機能との調和のとれた洗練された美しさなどを感じ取り，作者の主張，作品と時代や社会との関わりなどについて考え，見方や感じ方を深めること。 モク

										(ｲ) 目的や機能との調和のとれた洗練された美しさなどを感じ取り，作者の心情や意図と創造的な表現の工夫などについて考え，見方や感じ方を深めること。 センレン		(ｲ) 目的や機能との調和のとれた洗練された美しさなどを感じ取り，発想や構想の独自性と表現の工夫などについて多様な視点から考え，見方や感じ方を深めること。 モク ハッソウ

										(ｳ) 映像メディア表現の特質や表現効果などを感じ取り，作者の心情や意図と創造的な表現の工夫などについて考え，見方や感じ方を深めること。

										イ　生活や社会の中の美術の働きや美術文化についての見方や感じ方を深める鑑賞 シャカイ ビジュツ ビジュツ		イ　生活や社会の中の美術の働きや美術文化についての見方や感じ方を深める鑑賞 シャカイ ビジュツ ビジュツ		イ　生活や社会の中の美術の働きや美術文化についての見方や感じ方を深める鑑賞 シャカイ ビジュツ ビジュツ

										(ｱ) 環境の中に見られる造形的なよさや美しさを感じ取り，自然と美術との関わり，生活や社会を心豊かにする美術の働きについて考え，見方や感じ方を深めること。 カンキョウ ミ		(ｱ) 環境の中に見られる造形的なよさや美しさを感じ取り，心豊かな生き方の創造に関わる美術の働きについて考え，見方や感じ方を深めること。 カンキョウ ナカ ミ		(ｱ) 日本及び諸外国の美術作品や文化遺産などから伝統や文化の価値を感じ取り，国際理解に果たす美術の役割や美術文化の継承，発展，創造することの意義について考え，見方や感じ方を深めること。 ニホン オヨ ショガイコク ビジュツ サクヒン ブンカ イサン デントウ ブンカ カチ カン ト コクサイ リカイ ハ ビジュツ ヤクワリ ビジュツ ブンカ ケイショウ ハッテン ソウゾウ イギ カンガ ミカタ カン カタ フカ

										(ｲ) 日本及び諸外国の美術作品や文化遺産などから美意識や創造性などを感じ取り，日本の美術の歴史や表現の特質，それぞれの国の美術文化について考え，見方や感じ方を深めること。 ニホン オヨ ショガイコク クニ		(ｲ) 日本及び諸外国の美術作品や文化遺産などから表現の独自性などを感じ取り，時代，民族，風土，宗教などによる表現の相違点や共通点などから美術文化について考え，見方や感じ方を深めること。

						〔共通事項〕 キョウツウジコウ				　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン オヨ カンショウ ガクシュウ キョウツウ ヒツヨウ シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン オヨ カンショウ ガクシュウ キョウツウ ヒツヨウ シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン オヨ カンショウ ガクシュウ キョウツウ ヒツヨウ シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1)  「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。		(1)  「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。		(1)  「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								「知識」		ア　造形の要素の働きを理解すること。		ア　造形の要素の働きを理解すること。		ア　造形の要素の働きを理解すること。

										イ　造形的な特徴などを基に，全体のイメージや作風，様式などで捉えることを理解すること。 サクフウ ヨウシキ		イ　造形的な特徴などを基に，全体のイメージや作風，様式などで捉えることを理解すること。 サクフウ ヨウシキ		イ　造形的な特徴などを基に，全体のイメージや作風，様式などで捉えることを理解すること。 サクフウ ヨウシキ













Ａ４版２枚

		教科の目標，各科目の目標及び内容の系統表（高等学校芸術科美術） キョウカ モクヒョウ カク カモク モクヒョウ オヨ ナイヨウ ケイトウ ヒョウ コウトウ ガッコウ ゲイジュツ カ ビジュツ

		教科目標 キョウ カ メ シルベ						芸術の幅広い活動を通して，各科目における見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の芸術や芸術文化と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成すること						を目指す。

								「知識及び技能」 チシキ オヨ ギノウ		(1) 芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。 カン カク カモク

								「思考力，判断力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		(2) 創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

								「学びに向かう力，人間性等」 マナ ム チカラ ニンゲンセイ トウ		(3) 生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い，豊かな情操を培う。

		各科目の目標及び内容 カク カモク モクヒョウオヨ ナイヨウ								美術Ⅰ ビジュツ				    美術Ⅱ ビジュツ		美術Ⅲ ビジュツ

				１　目　標						　美術の幅広い創造活動を通して，造形的な見方・考え方を働かせ，美的体験を重ね，生活や社会の中の美術や美術文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。		　美術の創造的な諸活動を通して，造形
の美術や美術文化と深く関わる資質・能		的な見方・考え方を働かせ，美的体験を深め，生活や社会の中
力を次のとおり育成することを目指す。		　美術の創造的な諸活動を通して，造形的な見方・考え方を働かせ，美的体験を豊かにし，生活や社会の中の多様な美術や美術文化と深く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 タヨウ フカ カカ

								「知識及び技能」 チシキ オヨ ギノウ		(1) 対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに，意図に応じて表現方法を創意工夫し，創造的に表すことができるようにする。 ソウゾウテキ		(1) 対象や事象を捉える造形的な視点に
夫し，個性豊かで創造的に表すことがで		ついて理解を深めるとともに，意図に応じて表現方法を創意工
きるようにする。		(1) 対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに，意図に応じて表現方法を追求し，個性を生かして創造的に表すことができるようにする。 ホウホウ ツイキュウ

								「思考力，判断力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		(2) 造形的なよさや美しさ，表現の意図と創意工夫，美術の働きなどについて考え，主題を生成し創造的に発想し構想を練ったり，価値意識をもって美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。 ソウイ ソウゾウテキ		(2) 造形的なよさや美しさ，表現の意図
個性豊かに発想し構想を練ったり，自己
たりすることができるようにする。 コセイ ユタ ジコ		と創造的な工夫，美術の働きなどについて考え，主題を生成し
の価値観を高めて美術や美術文化に対する見方や感じ方を深め
 カン		(2) 造形的なよさや美しさ，独創的な表現の意図と創造的な工夫，美術の働きなどについて考え，主題を生成し個性を生かして発想し構想を練ったり，自己の価値観を働かせて美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。 ドクソウテキ ソウゾウテキ コセイ イ

								「学びに向かう力，人間性等」 マナ ム チカラ ニンゲンセイ トウ		(3) 主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み，生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，美術文化に親しみ，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 ハバヒロ ビジュツ ココロ		(3) 主体的に美術の創造的な諸活動に取
性と美意識を高め，美術文化に親しみ，		り組み，生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに，感
心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 ハグク ココロ		(3) 主体的に美術の創造的な諸活動に取り組み，生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに，感性と美意識を磨き，美術文化を尊重し，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 ハグク

				２　内　容 ナイ カタチ		Ａ　表　現 オモテ ゲン				　表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　表現に関する資質・能力を次のとおり ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ		育成する。 イクセイ		　表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1) 絵画・彫刻		(1) 絵画・彫刻				(1) 絵画・彫刻

										　　絵画・彫刻に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カイガ チョウコク		　　絵画・彫刻に関する次の事項を身に カイガ チョウコク		付けることができるよう指導する。		　　絵画・彫刻に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カイガ チョウコク

								「思考力，判断力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		ア　感じ取ったことや考えたことなどを基にした発想や構想 カン ト カンガ モト		ア　感じ取ったことや考えたことなどを カン ト カンガ		基にした発想や構想 モト		ア　感じ取ったことや考えたことなどを基にした発想や構想 カン ト カンガ モト

										(ｱ) 自然や自己，生活などを見つめ感じ取ったことや考えたこと，夢や想像などから主題を生成すること。 シゼン ジコ セイカツ ミ		(ｱ) 自然や自己，社会などを深く見つめ ジコ シャカイ		感じ取ったことや考えたことなどから主題を生成すること。		(ｱ) 自然や自己，社会などを深く見つめ感じ取ったことや考えたことなどから独創的な主題を生成し，主題に応じた表現の可能性について考え，個性を生かして創造的な表現の構想を練ること。 シゼン ジコ シャカイ フカ ミ カン ト カンガ シュダイ オウ ヒョウゲン カノウセイ カンガ コセイ イ ソウゾウテキ ヒョウゲン

										(ｲ) 表現形式の特性を生かし，形体や色彩，構成などについて考え，創造的な表現の構想を練ること。 カンガ ソウゾウ		(ｲ) 主題に応じて表現形式について考え シュダイ オウ カンガ		，個性豊かで創造的な表現の構想を練ること。

								「技能」 ギノウ		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能		イ　発想や構想をしたことを基に，創造		的に表す技能		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能

										(ｱ) 意図に応じて材料や用具の特性を生かすこと。		(ｱ) 主題に合った表現方法を創意工夫し		，個性豊かで創造的に表すこと。 コセイユタ		(ｱ) 主題に合った表現方法を追求し，個性を生かして創造的に表すこと。 ホウホウ コセイ イ

										(ｲ) 表現方法を創意工夫し，主題を追求して創造的に表すこと。 ソウゾウテキ アラワ

										(2) デザイン		(2) デザイン				(2) デザイン

										　　デザインに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。		　　デザインに関する次の事項を身に付		けることができるよう指導する。		　　デザインに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								「思考力，判断力，表現力等」		ア　目的や機能などを考えた発想や構想 モクテキ キノウ カンガ		ア　目的や機能などを考えた発想や構想 モクテキ キノウ カンガ				ア　目的や機能などを考えた発想や構想 モクテキ キノウ カンガ

										(ｱ) 目的や条件，美しさなどを考え，主題を生成すること。 ジョウケン		(ｱ) 目的や条件などを基に，人と社会を モクテキ ジョウケン モト ヒト シャカイ		つなぐデザインの働きについて考え，主題を生成すること。		(ｱ) 目的や条件などを基に，デザインの社会的な役割について考察して独創的な主題を生成し，主題に応じた表現効果を考え，個性を生かして創造的な表現の構想を練ること。 シュダイ

										(ｲ) デザインの機能や効果，表現形式の特性などについて考え，創造的な表現の構想を練ること。 キノウ コウカ カンガ ソウゾウテキ ヒョウゲン コウソウ ネ		(ｲ) 社会におけるデザインの機能や効果
現の構想を練ること。 シャカイ キノウ コウカ ゲン		，表現形式の特性などについて考え，個性豊かで創造的な表
 ヒョウ

								「技能」 ギノウ		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能		イ　発想や構想をしたことを基に，創造		的に表す技能		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能

										(ｱ) 意図に応じて材料や用具の特性を生かすこと。		(ｱ)　主題に合った表現方法を創意工夫		し，個性豊かで創造的に表すこと。		(ｱ) 主題に合った表現方法を追求し，個性を生かして創造的に表すこと。 ヒョウゲン ホウホウ コセイ イ

										(ｲ) 表現方法を創意工夫し，目的や計画を基に創造的に表すこと。

										(3) 映像メディア表現		(3) 映像メディア表現				(3) 映像メディア表現

										　　映像メディア表現に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 エイゾウ ヒョウゲン		　　映像メディア表現に関する次の事項 エイゾウ ヒョウゲン		を身に付けることができるよう指導する。		　　映像メディア表現に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 エイゾウ ヒョウゲン

								「思考力，判断力，表現力等」		ア　映像メディアの特性を踏まえた発想や構想 エイゾウ トクセイ フ ハッソウ		ア　映像メディアの特性を踏まえた発想 エイゾウ トクセイ フ		や構想		ア　映像メディアの特性を踏まえた発想や構想 エイゾウ トクセイ フ

										(ｱ) 感じ取ったことや考えたこと，目的や機能などを基に，映像メディアの特性を生かして主題を生成すること。		(ｱ) 自然や自己，人と社会とのつながり
すること。 ジコ ヒト シャカイ		などを深く見つめ，映像メディアの特性を生かして主題を生成
		(ｱ) 映像メディアの特性を生かして独創的な主題を生成し，主題に応じた表現の可能性や効果について考え，個性を生かして創造的な表現の構想を練ること。 シュダイ オウ ヒョウゲン カノウセイ コウカ カンガ

										(ｲ) 色光や視点，動きなどの映像表現の視覚的な要素の働きについて考え，創造的な表現の構想を練ること。 ハタラ カンガ		(ｲ) 映像表現の視覚的な要素などの効果
練ること。		的な生かし方について考え，個性豊かで創造的な表現の構想を
 テキ カタ カンガ

								「技能」 ギノウ		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能		イ　発想や構想をしたことを基に，創造		的に表す技能		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能

										(ｱ) 意図に応じて映像メディア機器等の用具の特性を生かすこと。		(ｱ) 主題に合った表現方法を創意工夫し		，個性豊かで創造的に表すこと。		(ｱ) 主題に合った表現方法を追求し，個性を生かして創造的に表すこと。 ホウホウ イ

										(ｲ) 表現方法を創意工夫し，表現の意図を効果的に表すこと。

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ				　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ		育成する。 イクセイ		　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1) 鑑賞		(1) 鑑賞				(1) 鑑賞

										　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。		　　鑑賞に関する次の事項を身に付ける		ことができるよう指導する。		　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								「思考力，判断力，表現力等」		ア　美術作品などの見方や感じ方を深める鑑賞 ビジュツ サクヒン フカ		ア　美術作品などの見方や感じ方を深め ビジュツ サクヒン フカ		る鑑賞		ア　美術作品などの見方や感じ方を深める鑑賞 ビジュツ サクヒン フカ

										(ｱ) 造形的なよさや美しさを感じ取り，作者の心情や意図と創造的な表現の工夫などについて考え，見方や感じ方を深めること。 ソウゾウテキ		(ｱ) 造形的なよさや美しさを感じ取り，
考え，見方や感じ方を深めること。		発想や構想の独自性と表現の工夫などについて多様な視点から
 ハッソウ コウソウ ドクジ セイ		(ｱ) 造形的なよさや美しさ，目的や機能との調和のとれた洗練された美しさなどを感じ取り，作者の主張，作品と時代や社会との関わりなどについて考え，見方や感じ方を深めること。 モク

										(ｲ) 目的や機能との調和のとれた洗練された美しさなどを感じ取り，作者の心情や意図と創造的な表現の工夫などについて考え，見方や感じ方を深めること。 センレン		(ｲ) 目的や機能との調和のとれた洗練さ
などについて多様な視点から考え，見方		れた美しさなどを感じ取り，発想や構想の独自性と表現の工夫
や感じ方を深めること。

										(ｳ) 映像メディア表現の特質や表現効果などを感じ取り，作者の心情や意図と創造的な表現の工夫などについて考え，見方や感じ方を深めること。

										イ　生活や社会の中の美術の働きや美術文化についての見方や感じ方を深める鑑賞 シャカイ ビジュツ ビジュツ		イ　生活や社会の中の美術の働きや美術 シャカイ ビジュツ ビジュツ		文化についての見方や感じ方を深める鑑賞		イ　生活や社会の中の美術の働きや美術文化についての見方や感じ方を深める鑑賞 シャカイ ビジュツ ビジュツ

										(ｱ) 環境の中に見られる造形的なよさや美しさを感じ取り，自然と美術との関わり，生活や社会を心豊かにする美術の働きについて考え，見方や感じ方を深めること。 カンキョウ ミ		(ｱ) 環境の中に見られる造形的なよさや
について考え，見方や感じ方を深めるこ カンキョウ ナカ ミ		美しさを感じ取り，心豊かな生き方の創造に関わる美術の働き
と。		(ｱ) 日本及び諸外国の美術作品や文化遺産などから伝統や文化の価値を感じ取り，国際理解に果たす美術の役割や美術文化の継承，発展，創造することの意義について考え，見方や感じ方を深めること。 ニホン オヨ ショガイコク ビジュツ サクヒン ブンカ イサン デントウ ブンカ カチ カン ト コクサイ リカイ ハ ビジュツ ヤクワリ ビジュツ ブンカ ケイショウ ハッテン ソウゾウ イギ カンガ ミカタ カン カタ フカ

										(ｲ) 日本及び諸外国の美術作品や文化遺産などから美意識や創造性などを感じ取り，日本の美術の歴史や表現の特質，それぞれの国の美術文化について考え，見方や感じ方を深めること。 ニホン オヨ ショガイコク クニ		(ｲ) 日本及び諸外国の美術作品や文化遺
宗教などによる表現の相違点や共通点な		産などから表現の独自性などを感じ取り，時代，民族，風土，
どから美術文化について考え，見方や感じ方を深めること。

						〔共通事項〕 キョウツウジコウ				　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン オヨ カンショウ ガクシュウ キョウツウ ヒツヨウ シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　表現及び鑑賞の学習において共通に必 ヒョウゲン オヨ カンショウ ガクシュウ キョウツウ ヒツ		要となる資質・能力を次のとおり育成する。 ヨウ シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン オヨ カンショウ ガクシュウ キョウツウ ヒツヨウ シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1)  「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。		(1)  「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導		を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。		(1)  「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								「知識」		ア　造形の要素の働きを理解すること。		ア　造形の要素の働きを理解すること。		ア　造形の要素の働きを理解すること。		ア　造形の要素の働きを理解すること。

										イ　造形的な特徴などを基に，全体のイメージや作風，様式などで捉えることを理解すること。 サクフウ ヨウシキ		イ　造形的な特徴などを基に，全体の		イメージや作風，様式などで捉えることを理解すること。 サクフウ ヨウシキ		イ　造形的な特徴などを基に，全体のイメージや作風，様式などで捉えることを理解すること。 サクフウ ヨウシキ
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   表現 に 関 する 資質 ・ 能力 を 次 の 通 り 育成 する  


   自分 と 美術 の 表現 に 関 する 次 の 事項 を 身 に 付 けることができるよう 指導 す   る  


A 表 現  自 分 と 美 術  思  自然 や 自己、生活 などを 見 つめ 感 じ 取 ったことや 考 えたこと、 夢 や 想像 などから 主題   を 生成 し、 表現形式 の 特性 を 生 かし、 形体 や 色彩、構成 などについて 考 え、 創造的 な   表現 の 構想 を 練 り、 創造的 な 表現 をすること  


技 能  技  ・材料 や 用具、映像 メディア 機器等 の 特性 を 生 かし、 表現方法 を 追求 すること。   ・材料 や 用具 の 特性 などから、 効果的 な 表 し 方 の 見通 しが 持 てるようにすること。  


  社会 と 美術 の 表現 に 関 する 次 の 事項 を 身 に 付 けることができるよう 指導 す   る  


社 会 と 美 術  思  目的 や 条件、意図 や 美 しさなどを 考 え、 主題 を 生成 し、 機能 や 効果、表現形式 の 特性 な   どについて 考 え、 創造的 な 表現 の 構想 を 練 り、 創造的 な 表現 をすること  


技 能  技  ・材料 や 用具、映像 メディア 機器等 の 特性 を 生 かし、 表現方法 を 追求 すること。   ・ 材料 や 用具 の 特性 などから、 効果的 な 表 し 方 の 見通 しが 持 てるようにすること。  


   鑑賞 に 関 する 資質・能力 を 次 のとおり 育成 する  


   自分 と 美術 の 鑑賞 に 関 する 次 の 事項 を 身 に 付 けることができるよう 指導 す   る  


B 鑑 賞  自 分 と 美 術  思  美術作品 などの 造形的 なよさや 美 しさを 感 じ 取 り、 作者 の 心情 や 意図 と 創造的 な 表現 の   工夫 などについて 考 え、 見方 や 感 じ 方 を 深 める こと 。  


技 能  技  ・美術作品 などの 造形的 な 特徴 や、 作者、時代背景、作品 の 文脈 などの 情報 を 幅広 く 読 み 取 る こと  


  社会 と 美術 の 鑑賞 に 関 する 次 の 事項 を 身 に 付 けることができるよう 指導 す   る  


社 会 と 美 術  思  美術作品 などの 目的 や 条件、意図 との 調和 の 取 れた 洗練 された 美 しさなどを 感 じ 取 り、 社会 との 関 わりを 踏 まえて、 作者 の 心情 や 意図 と 創造的 な 表現 の 工夫 などについて 考 え、 見方 や 感 じ 方 を 深 める こと  


技 能  技  ・美術作品 などの 造形的 な 特徴 や、 作者、時代背景、作品 の 文脈 などの 情報 を 幅広 く 読   み 取 る こと  


   表現及 び 鑑賞 の 学習 において 共通 に 必要 となる 資質・能力 を 次 のとおり 育成 する。  


   「Ａ 表現」及 び「 Ｂ 鑑賞」 の 指導 を 通 して、 次 の 事項 を 身 に 付 けることができるよ   う 指導 する  


 〔共通事項〕  知  〔共通事項〕   ・造形 の 要素 の 働 きを 理解 する こと   ・造形的 な 特徴 などを 基 に、 全体 の イメージ や 作風、様式 などで 捉 えることを 理解 する   こと   ・環境 の 中 に 見 られる 自然 と 美術 の 関 わりや、 生活 や 社会 を 心豊 かにする 美術 の 働 きに   ついて 理解 する こと   ・日本及 び 諸外国 の 美術作品 や 文化遺産 などの 美意識 や 創造性、日本 の 美術 の 歴史 や 表   現 の 特質 などの 美術文化 に ついて 理解 する こと  


 





改善案

												美術Ⅰ ビジュツ

						Ａ　表　現 オモテ ゲン						表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

								自分と美術 ジブン ビジュツ		思 シ		自然や自己、生活などを見つめ感じ取ったことや考えたこと、夢や想像などから主題を生成し、知識や技能を活用して表現形式の特性を生かし、形体や色彩、構成などについて考え、創造的な表現の構想を練り、創造的な表現をすること

								技 ギ				材料や用具、映像メディア機器等の特性を生かし、表現方法を追求すること

												材料や用具の特性などから、効果的な表し方の見通しが持てるようにすること

								社会と美術 シャカイ ビジュツ		思 シ		目的や条件、意図や美しさなどを考え、主題を生成し、機能や効果、表現形式の特性などについて考え、創造的な表現の構想を練り、創造的な表現をすること

								技 ギ				材料や用具、映像メディア機器等の特性を生かし、表現方法を追求すること

												材料や用具の特性などから、効果的な表し方の見通しが持てるようにすること

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ						鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

								自分と美術 ジブン ビジュツ		思 シ		美術作品などの造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の心情や意図と創造的な表現の工夫などについて考え、見方や感じ方を深めること

								技 ギ				美術作品などの造形的な特徴や、作者、時代背景、作品の文脈などの情報を幅広く読み取ること

								社会と美術 シャカイ ビジュツ		思 シ		美術作品などの目的や条件、意図との調和の取れた洗練された美しさなどを感じ取り、社会との関わりを踏まえて、作者の心情や意図と創造的な表現の工夫などについて考え、見方や感じ方を深めること

								技 ギ				美術作品などの造形的な特徴や、作者、時代背景、作品の文脈などの情報を幅広く読み取ること

						〔共通事項〕						(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										知 チ		造形の要素の働きを理解すること

												造形的な特徴などを基に、全体のイメージや作風、様式などで捉えることを理解すること

												環境の中に見られる自然と美術の関わりや、生活や社会を心豊かにする美術の働きについて理解すること

												日本及び諸外国の美術作品や文化遺産などの美意識や想像性、日本の美術の歴史や表現の特質などの美術文化について理解すること ビジュツサクヒン ブンカイサン ビイシキ ソウゾウセイ ニホン ビジュツ レキシ ヒョウゲン トクシツ ビジュツ ブンカ リカイ













現行抜粋

										美術Ⅰ ビジュツ

						Ａ　表　現 オモテ ゲン				表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1) 絵画・彫刻

										　　絵画・彫刻に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カイガ チョウコク

								思 シ		ア　感じ取ったことや考えたことなどを基にした発想や構想
(ｱ) 自然や自己、生活などを見つめ感じ取ったことや考えたこと、夢や想像などから主題を生成すること。
(ｲ) 表現形式の特性を生かし、形体や色彩、構成などについて考え、創造的な表現の構想を練ること。 カン ト カンガ モト

								技 ギ		イ　発想や構想をしたことを基に、創造的に表す技能
(ｱ) 意図に応じて材料や用具の特性を生かすこと。
(ｲ) 表現方法を創意工夫し、主題を追求して創造的に表すこと。

										(2) デザイン

										　　デザインに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 シ		ア　目的や機能などを考えた発想や構想
(ｱ) 目的や条件、美しさなどを考え、主題を生成すること。
(ｲ) デザインの機能や効果、表現形式の特性などについて考え、創造的な表現の構想を練ること。 モクテキ キノウ カンガ

								技 ギ		イ　発想や構想をしたことを基に、創造的に表す技能
(ｱ) 意図に応じて材料や用具の特性を生かすこと。
(ｲ) 表現方法を創意工夫し、目的や計画を基に創造的に表すこと。

										(3) 映像メディア表現

										　　映像メディア表現に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 エイゾウ ヒョウゲン

								思 シ		ア　映像メディアの特性を踏まえた発想や構想
(ｱ) 感じ取ったことや考えたこと、目的や機能などを基に、映像メディアの特性を生かして主題を生成すること。
(ｲ) 色光や視点、動きなどの映像表現の視覚的な要素の働きについて考え、創造的な表現の構想を練ること。 エイゾウ トクセイ フ ハッソウ

								技 ギ		イ　発想や構想をしたことを基に、創造的に表す技能
(ｱ) 意図に応じて映像メディア機器等の用具の特性を生かすこと。
(ｲ) 表現方法を創意工夫し、表現の意図を効果的に表すこと。

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ				鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1) 鑑賞

										　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 シ		ア　美術作品などの見方や感じ方を深める鑑賞 ビジュツ サクヒン フカ

										(ｱ) 造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の心情や意図と創造的な表現の工夫などについて考え、見方や感じ方を深めること。 ソウゾウテキ

										(ｲ) 目的や機能との調和のとれた洗練された美しさなどを感じ取り、作者の心情や意図と創造的な表現の工夫などについて考え、見方や感じ方を深めること。 センレン

										(ｳ) 映像メディア表現の特質や表現効果などを感じ取り、作者の心情や意図と創造的な表現の工夫などについて考え、見方や感じ方を深めること。

										イ　生活や社会の中の美術の働きや美術文化についての見方や感じ方を深める鑑賞 シャカイ ビジュツ ビジュツ

										(ｱ) 環境の中に見られる造形的なよさや美しさを感じ取り、自然と美術との関わり、生活や社会を心豊かにする美術の働きについて考え、見方や感じ方を深めること。 カンキョウ ミ

										(ｲ) 日本及び諸外国の美術作品や文化遺産などから美意識や創造性などを感じ取り、日本の美術の歴史や表現の特質、それぞれの国の美術文化について考え、見方や感じ方を深めること。 ニホン オヨ ショガイコク クニ

						〔共通事項〕 キョウツウジコウ				表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン オヨ カンショウ ガクシュウ キョウツウ ヒツヨウ シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								知 チ		ア　造形の要素の働きを理解すること。

										イ　造形的な特徴などを基に、全体のイメージや作風、様式などで捉えることを理解すること。 サクフウ ヨウシキ













Ａ３版１枚

		教科の目標，各科目の目標及び内容の系統表（高等学校芸術科美術） キョウカ モクヒョウ カク カモク モクヒョウ オヨ ナイヨウ ケイトウ ヒョウ コウトウ ガッコウ ゲイジュツ カ ビジュツ

		教科目標 キョウ カ メ シルベ						芸術の幅広い活動を通して，各科目における見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の芸術や芸術文化と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

								「知識及び技能」 チシキ オヨ ギノウ		(1) 芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。 カン カク カモク

								「思考力，判断力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		(2) 創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

								「学びに向かう力，人間性等」 マナ ム チカラ ニンゲンセイ トウ		(3) 生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い，豊かな情操を培う。

		各科目の目標及び内容 カク カモク モクヒョウオヨ ナイヨウ								美術Ⅰ ビジュツ		美術Ⅱ ビジュツ		美術Ⅲ ビジュツ

				１　目　標						　美術の幅広い創造活動を通して，造形的な見方・考え方を働かせ，美的体験を重ね，生活や社会の中の美術や美術文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。		　美術の創造的な諸活動を通して，造形的な見方・考え方を働かせ，美的体験を深め，生活や社会の中の美術や美術文化と深く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。		　美術の創造的な諸活動を通して，造形的な見方・考え方を働かせ，美的体験を豊かにし，生活や社会の中の多様な美術や美術文化と深く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 タヨウ フカ カカ

								「知識及び技能」 チシキ オヨ ギノウ		(1) 対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに，意図に応じて表現方法を創意工夫し，創造的に表すことができるようにする。 ソウゾウテキ		(1) 対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに，意図に応じて表現方法を創意工夫し，個性豊かで創造的に表すことができるようにする。		(1) 対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに，意図に応じて表現方法を追求し，個性を生かして創造的に表すことができるようにする。 ホウホウ ツイキュウ

								「思考力，判断力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		(2) 造形的なよさや美しさ，表現の意図と創意工夫，美術の働きなどについて考え，主題を生成し創造的に発想し構想を練ったり，価値意識をもって美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。 ソウイ ソウゾウテキ		(2) 造形的なよさや美しさ，表現の意図と創造的な工夫，美術の働きなどについて考え，主題を生成し個性豊かに発想し構想を練ったり，自己の価値観を高めて美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。 コセイ ユタ ジコ カン		(2) 造形的なよさや美しさ，独創的な表現の意図と創造的な工夫，美術の働きなどについて考え，主題を生成し個性を生かして発想し構想を練ったり，自己の価値観を働かせて美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。 ドクソウテキ ソウゾウテキ コセイ イ

								「学びに向かう力，人間性等」 マナ ム チカラ ニンゲンセイ トウ		(3) 主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み，生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，美術文化に親しみ，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 ハバヒロ ビジュツ ココロ		(3) 主体的に美術の創造的な諸活動に取り組み，生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに，感性と美意識を高め，美術文化に親しみ，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 ハグク ココロ		(3) 主体的に美術の創造的な諸活動に取り組み，生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに，感性と美意識を磨き，美術文化を尊重し，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 ハグク

				２　内　容 ナイ カタチ		Ａ　表　現 オモテ ゲン				　表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1) 絵画・彫刻		(1) 絵画・彫刻		(1) 絵画・彫刻

										　　絵画・彫刻に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カイガ チョウコク		　　絵画・彫刻に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カイガ チョウコク		　　絵画・彫刻に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カイガ チョウコク

								「思考力，判断力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		ア　感じ取ったことや考えたことなどを基にした発想や構想 カン ト カンガ モト		ア　感じ取ったことや考えたことなどを基にした発想や構想 カン ト カンガ モト		ア　感じ取ったことや考えたことなどを基にした発想や構想 カン ト カンガ モト

										(ｱ) 自然や自己，生活などを見つめ感じ取ったことや考えたこと，夢や想像などから主題を生成すること。 シゼン ジコ セイカツ ミ		(ｱ) 自然や自己，社会などを深く見つめ感じ取ったことや考えたことなどから主題を生成すること。 ジコ シャカイ カン ト カンガ		(ｱ) 自然や自己，社会などを深く見つめ感じ取ったことや考えたことなどから独創的な主題を生成し，主題に応じた表現の可能性について考え，個性を生かして創造的な表現の構想を練ること。 シゼン ジコ シャカイ フカ ミ カン ト カンガ シュダイ オウ ヒョウゲン カノウセイ カンガ コセイ イ ソウゾウテキ ヒョウゲン

										(ｲ) 表現形式の特性を生かし，形体や色彩，構成などについて考え，創造的な表現の構想を練ること。 カンガ ソウゾウ		(ｲ) 主題に応じて表現形式について考え，個性豊かで創造的な表現の構想を練ること。 シュダイ オウ カンガ

								「技能」 ギノウ		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能

										(ｱ) 意図に応じて材料や用具の特性を生かすこと。		(ｱ) 主題に合った表現方法を創意工夫し，個性豊かで創造的に表すこと。 コセイユタ		(ｱ) 主題に合った表現方法を追求し，個性を生かして創造的に表すこと。 ホウホウ コセイ イ

										(ｲ) 表現方法を創意工夫し，主題を追求して創造的に表すこと。 ソウゾウテキ アラワ

										(2) デザイン		(2) デザイン		(2) デザイン

										　　デザインに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。		　　デザインに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。		　　デザインに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								「思考力，判断力，表現力等」		ア　目的や機能などを考えた発想や構想 モクテキ キノウ カンガ		ア　目的や機能などを考えた発想や構想 モクテキ キノウ カンガ		ア　目的や機能などを考えた発想や構想 モクテキ キノウ カンガ

										(ｱ) 目的や条件，美しさなどを考え，主題を生成すること。 ジョウケン		(ｱ) 目的や条件などを基に，人と社会をつなぐデザインの働きについて考え，主題を生成すること。 モクテキ ジョウケン モト ヒト シャカイ		(ｱ) 目的や条件などを基に，デザインの社会的な役割について考察して独創的な主題を生成し，主題に応じた表現効果を考え，個性を生かして創造的な表現の構想を練ること。 シュダイ

										(ｲ) デザインの機能や効果，表現形式の特性などについて考え，創造的な表現の構想を練ること。 キノウ コウカ カンガ ソウゾウテキ ヒョウゲン コウソウ ネ		(ｲ) 社会におけるデザインの機能や効果，表現形式の特性などについて考え，個性豊かで創造的な表現の構想を練ること。 シャカイ キノウ コウカ ヒョウゲン

								「技能」 ギノウ		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能

										(ｱ) 意図に応じて材料や用具の特性を生かすこと。		(ｱ)　主題に合った表現方法を創意工夫し，個性豊かで創造的に表すこと。		(ｱ) 主題に合った表現方法を追求し，個性を生かして創造的に表すこと。 ヒョウゲン ホウホウ コセイ イ

										(ｲ) 表現方法を創意工夫し，目的や計画を基に創造的に表すこと。

										(3) 映像メディア表現		(3) 映像メディア表現		(3) 映像メディア表現

										　　映像メディア表現に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 エイゾウ ヒョウゲン		　　映像メディア表現に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 エイゾウ ヒョウゲン		　　映像メディア表現に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 エイゾウ ヒョウゲン

								「思考力，判断力，表現力等」		ア　映像メディアの特性を踏まえた発想や構想 エイゾウ トクセイ フ ハッソウ		ア　映像メディアの特性を踏まえた発想や構想 エイゾウ トクセイ フ		ア　映像メディアの特性を踏まえた発想や構想 エイゾウ トクセイ フ

										(ｱ) 感じ取ったことや考えたこと，目的や機能などを基に，映像メディアの特性を生かして主題を生成すること。		(ｱ) 自然や自己，人と社会とのつながりなどを深く見つめ，映像メディアの特性を生かして主題を生成すること。 ジコ ヒト シャカイ		(ｱ) 映像メディアの特性を生かして独創的な主題を生成し，主題に応じた表現の可能性や効果について考え，個性を生かして創造的な表現の構想を練ること。 シュダイ オウ ヒョウゲン カノウセイ コウカ カンガ

										(ｲ) 色光や視点，動きなどの映像表現の視覚的な要素の働きについて考え，創造的な表現の構想を練ること。 ハタラ カンガ		(ｲ) 映像表現の視覚的な要素などの効果的な生かし方について考え，個性豊かで創造的な表現の構想を練ること。 テキ カタ カンガ

								「技能」 ギノウ		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能

										(ｱ) 意図に応じて映像メディア機器等の用具の特性を生かすこと。		(ｱ) 主題に合った表現方法を創意工夫し，個性豊かで創造的に表すこと。		(ｱ) 主題に合った表現方法を追求し，個性を生かして創造的に表すこと。 ホウホウ イ

										(ｲ) 表現方法を創意工夫し，表現の意図を効果的に表すこと。

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ				　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1) 鑑賞		(1) 鑑賞		(1) 鑑賞

										　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。		　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。		　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								「思考力，判断力，表現力等」		ア　美術作品などの見方や感じ方を深める鑑賞 ビジュツ サクヒン フカ		ア　美術作品などの見方や感じ方を深める鑑賞 ビジュツ サクヒン フカ		ア　美術作品などの見方や感じ方を深める鑑賞 ビジュツ サクヒン フカ

										(ｱ) 造形的なよさや美しさを感じ取り，作者の心情や意図と創造的な表現の工夫などについて考え，見方や感じ方を深めること。 ソウゾウテキ		(ｱ) 造形的なよさや美しさを感じ取り，発想や構想の独自性と表現の工夫などについて多様な視点から考え，見方や感じ方を深めること。 ハッソウ コウソウ ドクジ セイ		(ｱ) 造形的なよさや美しさ，目的や機能との調和のとれた洗練された美しさなどを感じ取り，作者の主張，作品と時代や社会との関わりなどについて考え，見方や感じ方を深めること。 モク

										(ｲ) 目的や機能との調和のとれた洗練された美しさなどを感じ取り，作者の心情や意図と創造的な表現の工夫などについて考え，見方や感じ方を深めること。 センレン		(ｲ) 目的や機能との調和のとれた洗練された美しさなどを感じ取り，発想や構想の独自性と表現の工夫などについて多様な視点から考え，見方や感じ方を深めること。 モク ハッソウ

										(ｳ) 映像メディア表現の特質や表現効果などを感じ取り，作者の心情や意図と創造的な表現の工夫などについて考え，見方や感じ方を深めること。

										イ　生活や社会の中の美術の働きや美術文化についての見方や感じ方を深める鑑賞 シャカイ ビジュツ ビジュツ		イ　生活や社会の中の美術の働きや美術文化についての見方や感じ方を深める鑑賞 シャカイ ビジュツ ビジュツ		イ　生活や社会の中の美術の働きや美術文化についての見方や感じ方を深める鑑賞 シャカイ ビジュツ ビジュツ

										(ｱ) 環境の中に見られる造形的なよさや美しさを感じ取り，自然と美術との関わり，生活や社会を心豊かにする美術の働きについて考え，見方や感じ方を深めること。 カンキョウ ミ		(ｱ) 環境の中に見られる造形的なよさや美しさを感じ取り，心豊かな生き方の創造に関わる美術の働きについて考え，見方や感じ方を深めること。 カンキョウ ナカ ミ		(ｱ) 日本及び諸外国の美術作品や文化遺産などから伝統や文化の価値を感じ取り，国際理解に果たす美術の役割や美術文化の継承，発展，創造することの意義について考え，見方や感じ方を深めること。 ニホン オヨ ショガイコク ビジュツ サクヒン ブンカ イサン デントウ ブンカ カチ カン ト コクサイ リカイ ハ ビジュツ ヤクワリ ビジュツ ブンカ ケイショウ ハッテン ソウゾウ イギ カンガ ミカタ カン カタ フカ

										(ｲ) 日本及び諸外国の美術作品や文化遺産などから美意識や創造性などを感じ取り，日本の美術の歴史や表現の特質，それぞれの国の美術文化について考え，見方や感じ方を深めること。 ニホン オヨ ショガイコク クニ		(ｲ) 日本及び諸外国の美術作品や文化遺産などから表現の独自性などを感じ取り，時代，民族，風土，宗教などによる表現の相違点や共通点などから美術文化について考え，見方や感じ方を深めること。

						〔共通事項〕 キョウツウジコウ				　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン オヨ カンショウ ガクシュウ キョウツウ ヒツヨウ シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン オヨ カンショウ ガクシュウ キョウツウ ヒツヨウ シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン オヨ カンショウ ガクシュウ キョウツウ ヒツヨウ シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1)  「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。		(1)  「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。		(1)  「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								「知識」		ア　造形の要素の働きを理解すること。		ア　造形の要素の働きを理解すること。		ア　造形の要素の働きを理解すること。

										イ　造形的な特徴などを基に，全体のイメージや作風，様式などで捉えることを理解すること。 サクフウ ヨウシキ		イ　造形的な特徴などを基に，全体のイメージや作風，様式などで捉えることを理解すること。 サクフウ ヨウシキ		イ　造形的な特徴などを基に，全体のイメージや作風，様式などで捉えることを理解すること。 サクフウ ヨウシキ













Ａ４版２枚

		教科の目標，各科目の目標及び内容の系統表（高等学校芸術科美術） キョウカ モクヒョウ カク カモク モクヒョウ オヨ ナイヨウ ケイトウ ヒョウ コウトウ ガッコウ ゲイジュツ カ ビジュツ

		教科目標 キョウ カ メ シルベ						芸術の幅広い活動を通して，各科目における見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の芸術や芸術文化と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成すること						を目指す。

								「知識及び技能」 チシキ オヨ ギノウ		(1) 芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。 カン カク カモク

								「思考力，判断力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		(2) 創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

								「学びに向かう力，人間性等」 マナ ム チカラ ニンゲンセイ トウ		(3) 生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い，豊かな情操を培う。

		各科目の目標及び内容 カク カモク モクヒョウオヨ ナイヨウ								美術Ⅰ ビジュツ				    美術Ⅱ ビジュツ		美術Ⅲ ビジュツ

				１　目　標						　美術の幅広い創造活動を通して，造形的な見方・考え方を働かせ，美的体験を重ね，生活や社会の中の美術や美術文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。		　美術の創造的な諸活動を通して，造形
の美術や美術文化と深く関わる資質・能		的な見方・考え方を働かせ，美的体験を深め，生活や社会の中
力を次のとおり育成することを目指す。		　美術の創造的な諸活動を通して，造形的な見方・考え方を働かせ，美的体験を豊かにし，生活や社会の中の多様な美術や美術文化と深く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 タヨウ フカ カカ

								「知識及び技能」 チシキ オヨ ギノウ		(1) 対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに，意図に応じて表現方法を創意工夫し，創造的に表すことができるようにする。 ソウゾウテキ		(1) 対象や事象を捉える造形的な視点に
夫し，個性豊かで創造的に表すことがで		ついて理解を深めるとともに，意図に応じて表現方法を創意工
きるようにする。		(1) 対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに，意図に応じて表現方法を追求し，個性を生かして創造的に表すことができるようにする。 ホウホウ ツイキュウ

								「思考力，判断力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		(2) 造形的なよさや美しさ，表現の意図と創意工夫，美術の働きなどについて考え，主題を生成し創造的に発想し構想を練ったり，価値意識をもって美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。 ソウイ ソウゾウテキ		(2) 造形的なよさや美しさ，表現の意図
個性豊かに発想し構想を練ったり，自己
たりすることができるようにする。 コセイ ユタ ジコ		と創造的な工夫，美術の働きなどについて考え，主題を生成し
の価値観を高めて美術や美術文化に対する見方や感じ方を深め
 カン		(2) 造形的なよさや美しさ，独創的な表現の意図と創造的な工夫，美術の働きなどについて考え，主題を生成し個性を生かして発想し構想を練ったり，自己の価値観を働かせて美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。 ドクソウテキ ソウゾウテキ コセイ イ

								「学びに向かう力，人間性等」 マナ ム チカラ ニンゲンセイ トウ		(3) 主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み，生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，美術文化に親しみ，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 ハバヒロ ビジュツ ココロ		(3) 主体的に美術の創造的な諸活動に取
性と美意識を高め，美術文化に親しみ，		り組み，生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに，感
心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 ハグク ココロ		(3) 主体的に美術の創造的な諸活動に取り組み，生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに，感性と美意識を磨き，美術文化を尊重し，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 ハグク

				２　内　容 ナイ カタチ		Ａ　表　現 オモテ ゲン				　表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　表現に関する資質・能力を次のとおり ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ		育成する。 イクセイ		　表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1) 絵画・彫刻		(1) 絵画・彫刻				(1) 絵画・彫刻

										　　絵画・彫刻に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カイガ チョウコク		　　絵画・彫刻に関する次の事項を身に カイガ チョウコク		付けることができるよう指導する。		　　絵画・彫刻に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カイガ チョウコク

								「思考力，判断力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		ア　感じ取ったことや考えたことなどを基にした発想や構想 カン ト カンガ モト		ア　感じ取ったことや考えたことなどを カン ト カンガ		基にした発想や構想 モト		ア　感じ取ったことや考えたことなどを基にした発想や構想 カン ト カンガ モト

										(ｱ) 自然や自己，生活などを見つめ感じ取ったことや考えたこと，夢や想像などから主題を生成すること。 シゼン ジコ セイカツ ミ		(ｱ) 自然や自己，社会などを深く見つめ ジコ シャカイ		感じ取ったことや考えたことなどから主題を生成すること。		(ｱ) 自然や自己，社会などを深く見つめ感じ取ったことや考えたことなどから独創的な主題を生成し，主題に応じた表現の可能性について考え，個性を生かして創造的な表現の構想を練ること。 シゼン ジコ シャカイ フカ ミ カン ト カンガ シュダイ オウ ヒョウゲン カノウセイ カンガ コセイ イ ソウゾウテキ ヒョウゲン

										(ｲ) 表現形式の特性を生かし，形体や色彩，構成などについて考え，創造的な表現の構想を練ること。 カンガ ソウゾウ		(ｲ) 主題に応じて表現形式について考え シュダイ オウ カンガ		，個性豊かで創造的な表現の構想を練ること。

								「技能」 ギノウ		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能		イ　発想や構想をしたことを基に，創造		的に表す技能		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能

										(ｱ) 意図に応じて材料や用具の特性を生かすこと。		(ｱ) 主題に合った表現方法を創意工夫し		，個性豊かで創造的に表すこと。 コセイユタ		(ｱ) 主題に合った表現方法を追求し，個性を生かして創造的に表すこと。 ホウホウ コセイ イ

										(ｲ) 表現方法を創意工夫し，主題を追求して創造的に表すこと。 ソウゾウテキ アラワ

										(2) デザイン		(2) デザイン				(2) デザイン

										　　デザインに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。		　　デザインに関する次の事項を身に付		けることができるよう指導する。		　　デザインに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								「思考力，判断力，表現力等」		ア　目的や機能などを考えた発想や構想 モクテキ キノウ カンガ		ア　目的や機能などを考えた発想や構想 モクテキ キノウ カンガ				ア　目的や機能などを考えた発想や構想 モクテキ キノウ カンガ

										(ｱ) 目的や条件，美しさなどを考え，主題を生成すること。 ジョウケン		(ｱ) 目的や条件などを基に，人と社会を モクテキ ジョウケン モト ヒト シャカイ		つなぐデザインの働きについて考え，主題を生成すること。		(ｱ) 目的や条件などを基に，デザインの社会的な役割について考察して独創的な主題を生成し，主題に応じた表現効果を考え，個性を生かして創造的な表現の構想を練ること。 シュダイ

										(ｲ) デザインの機能や効果，表現形式の特性などについて考え，創造的な表現の構想を練ること。 キノウ コウカ カンガ ソウゾウテキ ヒョウゲン コウソウ ネ		(ｲ) 社会におけるデザインの機能や効果
現の構想を練ること。 シャカイ キノウ コウカ ゲン		，表現形式の特性などについて考え，個性豊かで創造的な表
 ヒョウ

								「技能」 ギノウ		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能		イ　発想や構想をしたことを基に，創造		的に表す技能		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能

										(ｱ) 意図に応じて材料や用具の特性を生かすこと。		(ｱ)　主題に合った表現方法を創意工夫		し，個性豊かで創造的に表すこと。		(ｱ) 主題に合った表現方法を追求し，個性を生かして創造的に表すこと。 ヒョウゲン ホウホウ コセイ イ

										(ｲ) 表現方法を創意工夫し，目的や計画を基に創造的に表すこと。

										(3) 映像メディア表現		(3) 映像メディア表現				(3) 映像メディア表現

										　　映像メディア表現に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 エイゾウ ヒョウゲン		　　映像メディア表現に関する次の事項 エイゾウ ヒョウゲン		を身に付けることができるよう指導する。		　　映像メディア表現に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 エイゾウ ヒョウゲン

								「思考力，判断力，表現力等」		ア　映像メディアの特性を踏まえた発想や構想 エイゾウ トクセイ フ ハッソウ		ア　映像メディアの特性を踏まえた発想 エイゾウ トクセイ フ		や構想		ア　映像メディアの特性を踏まえた発想や構想 エイゾウ トクセイ フ

										(ｱ) 感じ取ったことや考えたこと，目的や機能などを基に，映像メディアの特性を生かして主題を生成すること。		(ｱ) 自然や自己，人と社会とのつながり
すること。 ジコ ヒト シャカイ		などを深く見つめ，映像メディアの特性を生かして主題を生成
		(ｱ) 映像メディアの特性を生かして独創的な主題を生成し，主題に応じた表現の可能性や効果について考え，個性を生かして創造的な表現の構想を練ること。 シュダイ オウ ヒョウゲン カノウセイ コウカ カンガ

										(ｲ) 色光や視点，動きなどの映像表現の視覚的な要素の働きについて考え，創造的な表現の構想を練ること。 ハタラ カンガ		(ｲ) 映像表現の視覚的な要素などの効果
練ること。		的な生かし方について考え，個性豊かで創造的な表現の構想を
 テキ カタ カンガ

								「技能」 ギノウ		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能		イ　発想や構想をしたことを基に，創造		的に表す技能		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能

										(ｱ) 意図に応じて映像メディア機器等の用具の特性を生かすこと。		(ｱ) 主題に合った表現方法を創意工夫し		，個性豊かで創造的に表すこと。		(ｱ) 主題に合った表現方法を追求し，個性を生かして創造的に表すこと。 ホウホウ イ

										(ｲ) 表現方法を創意工夫し，表現の意図を効果的に表すこと。

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ				　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ		育成する。 イクセイ		　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1) 鑑賞		(1) 鑑賞				(1) 鑑賞

										　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。		　　鑑賞に関する次の事項を身に付ける		ことができるよう指導する。		　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								「思考力，判断力，表現力等」		ア　美術作品などの見方や感じ方を深める鑑賞 ビジュツ サクヒン フカ		ア　美術作品などの見方や感じ方を深め ビジュツ サクヒン フカ		る鑑賞		ア　美術作品などの見方や感じ方を深める鑑賞 ビジュツ サクヒン フカ

										(ｱ) 造形的なよさや美しさを感じ取り，作者の心情や意図と創造的な表現の工夫などについて考え，見方や感じ方を深めること。 ソウゾウテキ		(ｱ) 造形的なよさや美しさを感じ取り，
考え，見方や感じ方を深めること。		発想や構想の独自性と表現の工夫などについて多様な視点から
 ハッソウ コウソウ ドクジ セイ		(ｱ) 造形的なよさや美しさ，目的や機能との調和のとれた洗練された美しさなどを感じ取り，作者の主張，作品と時代や社会との関わりなどについて考え，見方や感じ方を深めること。 モク

										(ｲ) 目的や機能との調和のとれた洗練された美しさなどを感じ取り，作者の心情や意図と創造的な表現の工夫などについて考え，見方や感じ方を深めること。 センレン		(ｲ) 目的や機能との調和のとれた洗練さ
などについて多様な視点から考え，見方		れた美しさなどを感じ取り，発想や構想の独自性と表現の工夫
や感じ方を深めること。

										(ｳ) 映像メディア表現の特質や表現効果などを感じ取り，作者の心情や意図と創造的な表現の工夫などについて考え，見方や感じ方を深めること。

										イ　生活や社会の中の美術の働きや美術文化についての見方や感じ方を深める鑑賞 シャカイ ビジュツ ビジュツ		イ　生活や社会の中の美術の働きや美術 シャカイ ビジュツ ビジュツ		文化についての見方や感じ方を深める鑑賞		イ　生活や社会の中の美術の働きや美術文化についての見方や感じ方を深める鑑賞 シャカイ ビジュツ ビジュツ

										(ｱ) 環境の中に見られる造形的なよさや美しさを感じ取り，自然と美術との関わり，生活や社会を心豊かにする美術の働きについて考え，見方や感じ方を深めること。 カンキョウ ミ		(ｱ) 環境の中に見られる造形的なよさや
について考え，見方や感じ方を深めるこ カンキョウ ナカ ミ		美しさを感じ取り，心豊かな生き方の創造に関わる美術の働き
と。		(ｱ) 日本及び諸外国の美術作品や文化遺産などから伝統や文化の価値を感じ取り，国際理解に果たす美術の役割や美術文化の継承，発展，創造することの意義について考え，見方や感じ方を深めること。 ニホン オヨ ショガイコク ビジュツ サクヒン ブンカ イサン デントウ ブンカ カチ カン ト コクサイ リカイ ハ ビジュツ ヤクワリ ビジュツ ブンカ ケイショウ ハッテン ソウゾウ イギ カンガ ミカタ カン カタ フカ

										(ｲ) 日本及び諸外国の美術作品や文化遺産などから美意識や創造性などを感じ取り，日本の美術の歴史や表現の特質，それぞれの国の美術文化について考え，見方や感じ方を深めること。 ニホン オヨ ショガイコク クニ		(ｲ) 日本及び諸外国の美術作品や文化遺
宗教などによる表現の相違点や共通点な		産などから表現の独自性などを感じ取り，時代，民族，風土，
どから美術文化について考え，見方や感じ方を深めること。

						〔共通事項〕 キョウツウジコウ				　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン オヨ カンショウ ガクシュウ キョウツウ ヒツヨウ シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　表現及び鑑賞の学習において共通に必 ヒョウゲン オヨ カンショウ ガクシュウ キョウツウ ヒツ		要となる資質・能力を次のとおり育成する。 ヨウ シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン オヨ カンショウ ガクシュウ キョウツウ ヒツヨウ シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1)  「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。		(1)  「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導		を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。		(1)  「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								「知識」		ア　造形の要素の働きを理解すること。		ア　造形の要素の働きを理解すること。		ア　造形の要素の働きを理解すること。		ア　造形の要素の働きを理解すること。

										イ　造形的な特徴などを基に，全体のイメージや作風，様式などで捉えることを理解すること。 サクフウ ヨウシキ		イ　造形的な特徴などを基に，全体の		イメージや作風，様式などで捉えることを理解すること。 サクフウ ヨウシキ		イ　造形的な特徴などを基に，全体のイメージや作風，様式などで捉えることを理解すること。 サクフウ ヨウシキ
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   表現 に 関 する 資質 ・ 能力 を 次 の 通 り 育成 する  


   自分 と 美術 の 表現 に 関 する 次 の 事項 を 身 に 付 けることができるよう 指導 す   る  


A 表 現  自 分 と 美 術  思  自然 や 自己、生活 などを 見 つめ 感 じ 取 ったことや 考 えたこと、 夢 や 想像 などから 主題   を 生成 し、 表現形式 の 特性 を 生 かし、 形体 や 色彩、構成 などについて 考 え、 創造的 な   表現 の 構想 を 練 り、 創造的 な 表現 をすること  


技 能  技  ・材料 や 用具、映像 メディア 機器等 の 特性 を 生 かし、 表現方法 を 追求 すること。   ・材料 や 用具 の 特性 などから、 効果的 な 表 し 方 の 見通 しが 持 てるようにすること。  


  社会 と 美術 の 表現 に 関 する 次 の 事項 を 身 に 付 けることができるよう 指導 す   る  


社 会 と 美 術  思  目的 や 条件、意図 や 美 しさなどを 考 え、 主題 を 生成 し、 機能 や 効果、表現形式 の 特性 な   どについて 考 え、 創造的 な 表現 の 構想 を 練 り、 創造的 な 表現 をすること  


技 能  技  ・材料 や 用具、映像 メディア 機器等 の 特性 を 生 かし、 表現方法 を 追求 すること。   ・ 材料 や 用具 の 特性 などから、 効果的 な 表 し 方 の 見通 しが 持 てるようにすること。  


   鑑賞 に 関 する 資質・能力 を 次 のとおり 育成 する  


   自分 と 美術 の 鑑賞 に 関 する 次 の 事項 を 身 に 付 けることができるよう 指導 す   る  


B 鑑 賞  自 分 と 美 術  思  美術作品 などの 造形的 なよさや 美 しさを 感 じ 取 り、 作者 の 心情 や 意図 と 創造的 な 表現 の   工夫 などについて 考 え、 見方 や 感 じ 方 を 深 める こと 。  


技 能  技  ・美術作品 などの 造形的 な 特徴 や、 作者、時代背景、作品 の 文脈 などの 情報 を 幅広 く 読 み 取 る こと  


  社会 と 美術 の 鑑賞 に 関 する 次 の 事項 を 身 に 付 けることができるよう 指導 す   る  


社 会 と 美 術  思  美術作品 などの 目的 や 条件、意図 との 調和 の 取 れた 洗練 された 美 しさなどを 感 じ 取 り、 社会 との 関 わりを 踏 まえて、 作者 の 心情 や 意図 と 創造的 な 表現 の 工夫 などについて 考 え、 見方 や 感 じ 方 を 深 める こと  


技 能  技  ・美術作品 などの 造形的 な 特徴 や、 作者、時代背景、作品 の 文脈 などの 情報 を 幅広 く 読   み 取 る こと  


   表現及 び 鑑賞 の 学習 において 共通 に 必要 となる 資質・能力 を 次 のとおり 育成 する。  


   「Ａ 表現」及 び「 Ｂ 鑑賞」 の 指導 を 通 して、 次 の 事項 を 身 に 付 けることができるよ   う 指導 する  


 〔共通事項〕  知  〔共通事項〕   ・造形 の 要素 の 働 きを 理解 する こと   ・造形的 な 特徴 などを 基 に、 全体 の イメージ や 作風、様式 などで 捉 えることを 理解 する   こと   ・環境 の 中 に 見 られる 自然 と 美術 の 関 わりや、 生活 や 社会 を 心豊 かにする 美術 の 働 きに   ついて 理解 する こと   ・日本及 び 諸外国 の 美術作品 や 文化遺産 などの 美意識 や 創造性、日本 の 美術 の 歴史 や 表   現 の 特質 などの 美術文化 に ついて 理解 する こと  
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改善案

												工芸Ⅰ コウゲイ

						Ａ　表　現 オモテ ゲン						表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

												身近な生活と工芸に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 コウゲイ

								身近な生活と
工芸 ミジカ セイカツ コウゲイ		思 シ		自然や素材、自己の思いなどから心豊かな発想をし、用途と美しさとの調和を考え、日本の伝統的な表現のよさなどを生かした制作の構想を練り、創意工夫して創造的に表現すること

										技 ワザ		制作方法を踏まえ、材料や用具の特性を生かし、表現方法を追求すること

												材料や用具の特性などから、手順や技法などを吟味し、効果的な表し方の見通しがもてるようにすること

								社会と工芸 シャカイ コウゲイ				社会と工芸に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 シ		社会や生活環境などの多様な視点や使う人の願いなどから個性豊かで創造的な発想をし、社会における有用性、機能と美しさとの調和を考え、素材の特質や表現の多様性などを生かした制作の構想を練り、創意工夫して創造的に表現すること

										技 ワザ		制作方法を踏まえ、材料や用具の特性を生かし、表現方法を追求すること

												材料や用具の特性などから、手順や技法などを吟味し、効果的な表し方の見通しがもてるようにすること

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ						鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

												身近な生活と工芸に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 ミジカ セイカツ コウゲイ

								身近な生活と
工芸 ミヂカ セイカツ コウゲイ		思 シ		工芸作品などのよさや美しさを感じ取り、身近な生活と工芸との関係から作者の心情や意図と制作過程における工夫や素材の生かし方、技法などについて考え、見方や感じ方を深めること

										技 ワザ		工芸作品などの造形的な特徴や、作者、時代背景、作品の文脈などの情報を幅広く読み取ること

												社会と工芸に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 シャカイ コウゲイ

								社会と工芸 シャカイ コウゲイ		思 シ		工芸作品のよさや美しさを感じ取り、社会や環境との関わりを踏まえて、作者の心情や意図と制作過程における工夫や素材の生かし方、技法などについて考え、見方や感じ方を深めること

										技 ワザ		工芸作品などの造形的な特徴や、作者、時代背景、作品の文脈などの情報を幅広く読み取ること

						〔共通事項〕						表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン オヨ カンショウ ガクシュウ キョウツウ ヒツヨウ シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

												(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										知 チ		造形の要素の働きを理解すること

												造形的な特徴などを基に、全体のイメージや作風、様式などで捉えることを理解すること

												環境の中に見られる自然と工芸の関わりや、生活や社会を心豊かにする工芸の働きについて理解すること

												工芸作品や文化遺産などから日本の工芸の特質や美意識、創造性など、工芸の伝統と文化について理解すること









現行抜粋高芸工

										工芸Ⅰ コウゲイ

						Ａ　表　現 オモテ ゲン				表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1) 身近な生活と工芸

										　　身近な生活と工芸に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 コウゲイ

								思 シ		ア　身近な生活の視点に立った発想や構想
(ｱ) 自然や素材、自己の思いなどから心豊かな発想をすること。
(ｲ) 用途と美しさとの調和を考え、日本の伝統的な表現のよさなどを生かした制作の構想を練ること。 シテン タ

								技 ギ		イ　発想や構想をしたことを基に、創造的に表す技能
(ｱ) 制作方法を踏まえ、意図に応じて材料や用具を生かすこと。
(ｲ) 手順や技法などを吟味し、創造的に表すこと。

										(2) 社会と工芸

										　　社会と工芸に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 シ		ア　社会的な視点に立った発想や構想
(ｱ) 使う人の願いや心情、生活環境などから心豊かな発想をすること。
(ｲ) 使用する人や場などに求められる機能と美しさとの調和を考え、制作の構想を練ること。

								技 ギ		イ　発想や構想をしたことを基に、創造的に表す技能
(ｱ) 制作方法を踏まえ、意図に応じて材料や用具を生かすこと。
(ｲ) 手順や技法などを吟味し、創造的に表すこと。

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ				鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1) 鑑賞

										　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 シ		ア　工芸作品などの見方や感じ方を深める鑑賞
(ｱ) 身近な生活の視点に立ってよさや美しさを感じ取り、作者の心情や意図と制作過程における工夫や素材の生かし方、技法などについて考え、見方や感じ方を深めること。
(ｲ) 社会的な視点に立ってよさや美しさを感じ取り、作者の心情や意図と制作過程における工夫や素材の生かし方、技法などについて考え、見方や感じ方を深めること。 コウゲイ フカ

										イ　生活や社会の中の工芸の働きや工芸の伝統と文化についての見方や感じ方を深める鑑賞
(ｱ) 環境の中に見られる造形的なよさや美しさを感じ取り、自然と工芸との関わり、生活や社会を心豊かにする工芸の働きについて考え、見方や感じ方を深めること。
(ｲ) 工芸作品や文化遺産などから日本の工芸の特質や美意識を感じ取り、工芸の伝統と文化について考え、見方や感じ方を深めること。 シャカイ

						〔共通事項〕 キョウツウジコウ				表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン オヨ カンショウ ガクシュウ キョウツウ ヒツヨウ シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								知 チ		ア　造形の要素の働きを理解すること。

										イ　造形的な特徴などを基に、全体のイメージや作風、様式などで捉えることを理解すること。 サクフウ ヨウシキ









Ａ３版１枚

		教科の目標，各科目の目標及び内容の系統表（高等学校芸術科工芸） キョウカ モクヒョウ カク カモク モクヒョウ オヨ ナイヨウ ケイトウ ヒョウ コウトウ ガッコウ ゲイジュツ カ コウゲイ

		教科目標 キョウ カ メ シルベ						芸術の幅広い活動を通して，各科目における見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の芸術や芸術文化と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

								「知識及び技能」 チシキ オヨ ギノウ		(1) 芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。 カン カク カモク

								「思考力，判断力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		(2) 創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

								「学びに向かう力，人間性等」 マナ ム チカラ ニンゲンセイ トウ		(3) 生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い，豊かな情操を培う。

		各科目の目標及び内容 カク カモク モクヒョウオヨ ナイヨウ								工芸Ⅰ コウゲイ

				１　目　標						　工芸の幅広い創造活動を通して，造形的な見方・考え方を働かせ，美的体験を重ね，生活や社会の中の工芸や工芸の伝統と文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

								「知識及び技能」 チシキ オヨ ギノウ		(1) 対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに，意図に応じて制作方法を創意工夫し，創造的に表すことができるようにする。 セイサク ソウゾウテキ

								「思考力，判断力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		(2) 造形的なよさや美しさ，表現の意図と創意工夫，工芸の働きなどについて考え，思いや願いなどから心豊かに発想し構想を練ったり，価値意識をもって工芸や工芸の伝統と文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。 ココロ ユタ

								「学びに向かう力，人間性等」 マナ ム チカラ ニンゲンセイ トウ		(3) 主体的に工芸の幅広い創造活動に取り組み，生涯にわたり工芸を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，工芸の伝統と文化に親しみ，生活や社会を心豊かにするために工夫する態度を養う。 ハバヒロ セイカツ

				２　内　容 ナイ カタチ		Ａ　表　現 オモテ ゲン				　表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1) 身近な生活と工芸

										　　身近な生活と工芸に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 コウゲイ

								「思考力，判断力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		ア　身近な生活の視点に立った発想や構想 シテン タ

										(ｱ) 自然や素材，自己の思いなどから心豊かな発想をすること。

										(ｲ) 用途と美しさとの調和を考え，日本の伝統的な表現のよさなどを生かした制作の構想を練ること。

								「技能」 ギノウ		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能

										(ｱ) 制作方法を踏まえ，意図に応じて材料や用具を生かすこと。 フ イ

										(ｲ) 手順や技法などを吟味し，創造的に表すこと。 ソウゾウテキ

										(2) 社会と工芸

										　　社会と工芸に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								「思考力，判断力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		ア　社会的な視点に立った発想や構想

										(ｱ) 使う人の願いや心情，生活環境などから心豊かな発想をすること。

										(ｲ) 使用する人や場などに求められる機能と美しさとの調和を考え，制作の構想を練ること。 チョウワ

								「技能」 ギノウ		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能

										(ｱ) 制作方法を踏まえ，意図に応じて材料や用具を生かすこと。 フ イ

										(ｲ) 手順や技法などを吟味し，創造的に表すこと。 ソウゾウテキ アラワ

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ				　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1) 鑑賞

										　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								「思考力，判断力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		ア　工芸作品などの見方や感じ方を深める鑑賞 コウゲイ フカ

										(ｱ) 身近な生活の視点に立ってよさや美しさを感じ取り，作者の心情や意図と制作過程における工夫や素材の生かし方，技法などについて考え，見方や感じ方を深めること。 

										(ｲ) 社会的な視点に立ってよさや美しさを感じ取り，作者の心情や意図と制作過程における工夫や素材の生かし方，技法などについて考え，見方や感じ方を深めること。

										イ　生活や社会の中の工芸の働きや工芸の伝統と文化についての見方や感じ方を深める鑑賞 シャカイ

										(ｱ) 環境の中に見られる造形的なよさや美しさを感じ取り，自然と工芸との関わり，生活や社会を心豊かにする工芸の働きについて考え，見方や感じ方を深めること。 カンキョウ ミ

										(ｲ) 工芸作品や文化遺産などから日本の工芸の特質や美意識を感じ取り，工芸の伝統と文化について考え，見方や感じ方を深めること。 コウゲイ サクヒン ブンカ イサン ニホン

						〔共通事項〕 キョウツウジコウ				　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン オヨ カンショウ ガクシュウ キョウツウ ヒツヨウ シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1)  「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								「知識」		ア　造形の要素の働きを理解すること。

										イ　造形的な特徴などを基に，全体のイメージや作風，様式などで捉えることを理解すること。 サクフウ ヨウシキ





Ａ４版２枚

		教科の目標，各科目の目標及び内容の系統表（高等学校芸術科工芸） キョウカ モクヒョウ カク カモク モクヒョウ オヨ ナイヨウ ケイトウ ヒョウ コウトウ ガッコウ ゲイジュツ カ コウゲイ

		教科目標 キョウ カ メ シルベ						芸術の幅広い活動を通して，各科目における見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の芸術や芸術文化と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

								「知識及び技能」 チシキ オヨ ギノウ		(1) 芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。 カン カク カモク

								「思考力，判断力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		(2) 創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

								「学びに向かう力，人間性等」 マナ ム チカラ ニンゲンセイ トウ		(3) 生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い，豊かな情操を培う。

		各科目の目標及び内容 カク カモク モクヒョウオヨ ナイヨウ								工芸Ⅰ コウゲイ				　　工芸Ⅱ コウゲイ		工芸Ⅲ コウゲイ

				１　目　標						　工芸の幅広い創造活動を通して，造形的な見方・考え方を働かせ，美的体験を重ね，生活や社会の中の工芸や工芸の伝統と文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。		　工芸の創造的な諸活動を通して，
の中の工芸や工芸の伝統と文化と深		造形的な見方・考え方を働かせ，美的体験を深め，生活や社会
く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。		　工芸の創造的な諸活動を通して，造形的な見方・考え方を働かせ，美的体験を豊かにし，生活や社会の中の多様な工芸や工芸の伝統と文化と深く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 タヨウ フカ

								「知識及び技能」 チシキ オヨ ギノウ		(1) 対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに，意図に応じて制作方法を創意工夫し，創造的に表すことができるようにする。 セイサク ソウゾウテキ		(1) 対象や事象を捉える造形的な視
意工夫し，個性豊かで創造的に表す		点について理解を深めるとともに，意図に応じて制作方法を創
ことができるようにする。 セイサク		(1) 対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに，意図に応じて制作方法を追求し，個性を生かして創造的に表すことができるようにする。 セイサク ツイキュウ

								「思考力，判断力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		(2) 造形的なよさや美しさ，表現の意図と創意工夫，工芸の働きなどについて考え，思いや願いなどから心豊かに発想し構想を練ったり，価値意識をもって工芸や工芸の伝統と文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。 ココロ ユタ		(2) 造形的なよさや美しさ，表現の
いなどから個性豊かに発想し構想を
する見方や感じ方を深めたりするこ		意図と創造的な工夫，工芸の働きなどについて考え，思いや願
練ったり，自己の価値観を高めて工芸や工芸の伝統と文化に対
とができるようにする。 ジコ カン		(2) 造形的なよさや美しさ，独創的な表現の意図と工夫，工芸の働きなどについて考え，思いや願いなどから個性を生かして発想し構想を練ったり，自己の価値観を働かせて工芸や工芸の伝統と文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。 ドクソウテキ コセイ イ ジコ

								「学びに向かう力，人間性等」 マナ ム チカラ ニンゲンセイ トウ		(3) 主体的に工芸の幅広い創造活動に取り組み，生涯にわたり工芸を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，工芸の伝統と文化に親しみ，生活や社会を心豊かにするために工夫する態度を養う。 ハバヒロ セイカツ		(3) 主体的に工芸の創造的な諸活動
に，感性と美意識を高め，工芸の伝
態度を養う。		に取り組み，生涯にわたり工芸を愛好する心情を育むととも
統と文化に親しみ，生活や社会を心豊かにするために工夫する
 セイカツ		(3) 主体的に工芸の創造的な諸活動に取り組み，生涯にわたり工芸を愛好する心情を育むとともに，感性と美意識を磨き，工芸の伝統と文化を尊重し，生活や社会を心豊かにするために工夫する態度を養う。

				２　内　容 ナイ カタチ		Ａ　表　現 オモテ ゲン				　表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　表現に関する資質・能力を次のと		おり育成する。 イクセイ		　表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1) 身近な生活と工芸		(1) 身近な生活と工芸				(1) 身近な生活と工芸

										　　身近な生活と工芸に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 コウゲイ		　　身近な生活と工芸に関する次の		事項を身に付けることができるよう指導する。		　　身近な生活と工芸に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 コウゲイ

								「思考力，判断力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		ア　身近な生活の視点に立った発想や構想 シテン タ		ア　身近な生活の視点に立った発想		や構想		ア　身近な生活の視点に立った発想や構想

										(ｱ) 自然や素材，自己の思いなどから心豊かな発想をすること。		(ｱ) 生活の中の工芸を捉え，自己の		思いや体験，夢などから個性豊かで創造的な発想をすること。 オモ		(ｱ) 生活の中の工芸を多様な視点に立って考え，自己の思いなどから個性を生かして独創的に発想し，美的で心豊かな制作の構想を練ること。 ナカ コウゲイ ジコ オモ コセイ イ ドクソウテキ ハッソウ

										(ｲ) 用途と美しさとの調和を考え，日本の伝統的な表現のよさなどを生かした制作の構想を練ること。		(ｲ) 用途と美しさとの調和を考え，
と。		素材の特質や表現の多様性などを生かした制作の構想を練るこ
 セイサク

								「技能」 ギノウ		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能		イ　発想や構想をしたことを基に，		創造的に表す技能		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能

										(ｱ) 制作方法を踏まえ，意図に応じて材料や用具を生かすこと。 フ イ		(ｱ) 制作方法を踏まえ，意図に応じ
表すこと。		て材料，用具，手順，技法などを生かし，個性豊かで創造的に
 イ コセイ ユタ		(ｱ) 制作過程全体を見通して制作方法を追求し，個性を生かして創造的に表すこと。 ホウホウ ツイキュウ

										(ｲ) 手順や技法などを吟味し，創造的に表すこと。 ソウゾウテキ

										(2) 社会と工芸		(2) 社会と工芸				(2) 社会と工芸

										　　社会と工芸に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。		　　社会と工芸に関する次の事項を		身に付けることができるよう指導する。		　　社会と工芸に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								「思考力，判断力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		ア　社会的な視点に立った発想や構想		ア　社会的な視点に立った発想や構		想		ア　社会的な視点に立った発想や構想

										(ｱ) 使う人の願いや心情，生活環境などから心豊かな発想をすること。		(ｱ) 社会や生活環境などの多様な視
と。		点や使う人の願いなどから個性豊かで創造的な発想をするこ
 ツカ ヒト ネガ		(ｱ) 社会における有用性，生活環境の特性などについて多様な視点に立って考え，使う人の願いなどから個性を生かして独創的に発想し，美的で心豊かな制作の構想を練ること。 シャカイ ユウヨウセイ セイカツ カンキョウ トクセイ タヨウ シテン タ カンガ ツカ ヒト ネガ コセイ イ ドクソウテキ ハッソウ

										(ｲ) 使用する人や場などに求められる機能と美しさとの調和を考え，制作の構想を練ること。 チョウワ		(ｲ) 社会における有用性，機能と美
た制作の構想を練ること。		しさとの調和を考え，素材の特質や表現の多様性などを生かし


								「技能」 ギノウ		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能		イ　発想や構想をしたことを基に，		創造的に表す技能		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能

										(ｱ) 制作方法を踏まえ，意図に応じて材料や用具を生かすこと。 フ イ		(ｱ) 制作方法を踏まえ，意図に応じ
表すこと。		て材料，用具，手順，技法などを生かし，個性豊かで創造的に
 イ コセイ ユタ		(ｱ) 制作過程全体を見通して制作方法を追求し，個性を生かして創造的に表すこと。 ホウホウ

										(ｲ) 手順や技法などを吟味し，創造的に表すこと。 ソウゾウテキ アラワ

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ				　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　鑑賞に関する資質・能力を次のと		おり育成する。 イクセイ		　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1) 鑑賞		(1) 鑑賞				(1) 鑑賞

										　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。		　　鑑賞に関する次の事項を身に付		けることができるよう指導する。		　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								「思考力，判断力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		ア　工芸作品などの見方や感じ方を深める鑑賞 コウゲイ フカ		ア　工芸作品などの見方や感じ方を		深める鑑賞 フカ		ア　工芸作品などの見方や感じ方を深める鑑賞 コウゲイ フカ

										(ｱ) 身近な生活の視点に立ってよさや美しさを感じ取り，作者の心情や意図と制作過程における工夫や素材の生かし方，技法などについて考え，見方や感じ方を深めること。 		(ｱ) 身近な生活の視点に立ってよさ
ついて多様な視点から考え，見方や		や美しさを感じ取り，発想や構想の独自性と表現の工夫などに
感じ方を深めること。 		(ｱ) 身近な生活や社会的な視点に立ってよさや美しさを感じ取り，生活文化と工芸との関わり，作品が生まれた背景などについて考え，見方や感じ方を深めること。

										(ｲ) 社会的な視点に立ってよさや美しさを感じ取り，作者の心情や意図と制作過程における工夫や素材の生かし方，技法などについて考え，見方や感じ方を深めること。		(ｲ) 社会的な視点に立ってよさや美
て多様な視点から考え，見方や感じ		しさを感じ取り，発想や構想の独自性と表現の工夫などについ
方を深めること。 

										イ　生活や社会の中の工芸の働きや工芸の伝統と文化についての見方や感じ方を深める鑑賞 シャカイ		イ　生活や社会の中の工芸の働きや		工芸の伝統と文化についての見方や感じ方を深める鑑賞		イ　生活や社会の中の工芸の働きや工芸の伝統と文化についての見方や感じ方を深める鑑賞 シャカイ

										(ｱ) 環境の中に見られる造形的なよさや美しさを感じ取り，自然と工芸との関わり，生活や社会を心豊かにする工芸の働きについて考え，見方や感じ方を深めること。 カンキョウ ミ		(ｱ) 工芸のもつ機能性と美しさなど
働きについて考え，見方や感じ方を		を感じ取り，生活環境の改善や心豊かな生き方に関わる工芸の
深めること。 セイカツ		(ｱ) 工芸作品や文化遺産などから伝統と文化の価値を感じ取り，国際理解に果たす工芸の役割や工芸の伝統と文化の継承，発展，創造することの意義について考え，見方や感じ方を深めること。 コウゲイ サクヒン ブンカ イサン デントウ ブンカ カチ コウゲイ コウゲイ デントウ ブンカ カン カタ

										(ｲ) 工芸作品や文化遺産などから日本の工芸の特質や美意識を感じ取り，工芸の伝統と文化について考え，見方や感じ方を深めること。 コウゲイ サクヒン ブンカ イサン ニホン		(ｲ) 工芸作品や文化遺産などから表
の相違点や共通点などから工芸の伝		現の独自性などを感じ取り，時代，民族，風土などによる表現
統と文化について考え，見方や感じ方を深めること。 ゲン ドクジセイ ジダイ ミンゾク フウド トウ ブンカ

						〔共通事項〕 キョウツウジコウ				　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン オヨ カンショウ ガクシュウ キョウツウ ヒツヨウ シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　表現及び鑑賞の学習において共通		に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。 ヒツヨウ シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン オヨ カンショウ ガクシュウ キョウツウ ヒツヨウ シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。		(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指
る。 ユビ		導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導す
		(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								「知識」		ア　造形の要素の働きを理解すること。		ア　造形の要素の働きを理解するこ		と。		ア　造形の要素の働きを理解すること。

										イ　造形的な特徴などを基に，全体のイメージや作風，様式などで捉えることを理解すること。 サクフウ ヨウシキ		イ　造形的な特徴などを基に，全体		のイメージや作風，様式などで捉えることを理解すること。 サクフウ ヨウシキ		イ　造形的な特徴などを基に，全体のイメージや作風，様式などで捉えることを理解すること。 サクフウ ヨウシキ









image1.emf

   表現 に 関 する 資質 ・ 能力 を 次 の 通 り 育成 する  


A 表 現  身近 な 生 活 と 工芸   身近 な 生活 と 工芸 の 表現 に 関 する 次 の 事項 を 身 に 付 ける ことが できるよう 指導 す   る  


思  自然 や 素材、自己 の 思 いなどから 心豊 かな 発想 をし、 用途 と 美 しさとの 調和 を 考   え、 日本 の 伝統的 な 表現 のよさなどを 生 かした 制作 の 構想 を 練 り、 創造的 な 表現 を   工夫 すること  


技  ・制作方法 を 踏 まえ、 材料 や 用具 の 特性 を 生 かし、 表現方法 を 追求 すること。   ・材料 や 用具 の 特性 などから、 手順 や 技法 などを 吟味 し、 効果的 な 表 し 方 の 見通 し   が 持 てるようにすること  


社会 と 工 芸   社会 と 工芸 に 関 する 表現 の 次 の 事項 を 身 に 付 けることができるよう 指導 する  


思  社会 や 生活環境 などの 多様 な 視点 や 使 う 人 の 願 いなどから 個性豊 かで 創造的 な   発想 をし、 社会 における 有用性、機能 と 美 しさとの 調和 を 考 え、 素材 の 特質 や 表   現 の 多様性 などを 生 かした 制作 の 構想 を 練 り、 意図 に 応 じて 工夫 して 表現 する   こと  


技  ・制作方法 を 踏 まえ、 材料 や 用具 の 特性 を 生 かし、 表現方法 を 追求 すること。   ・材料 や 用具 の 特性 などから、 手順 や 技法 などを 吟味 し、 効果的 な 表 し 方 の 見通 し が 持 てるようにすること  


   鑑賞 に 関 する 資質・能力 を 次 のとおり 育成 する  


   身近 な 生活 と 工芸 の 鑑賞 に 関 する 次 の 事項 を 身 に 付 ける ことが できるよう 指導 す   る  


B 鑑 賞  身近 な 生 活 と 工芸  思  工芸作品 などのよさや 美 しさを 感 じ 取 り、 身近 な 生活 と 工芸 との 関係 から 作者 の 心   情 や 意図 と 制作過程 における 工夫 や 素材 の 生 かし 方、技法 などについて 考 え、 見方   や 感 じ 方 を 深 める  


技  工芸作品 などの 造形的 な 特徴 や、 作者、時代背景、作品 の 文脈 などの 情報 を 幅広 く 読 み 取 る こと  


  社会 と 工芸 の 鑑賞 に 関 する 次 の 事項 を 身 に 付 ける ことが できるよう 指導 す   る  


社会 と 工 芸  思  工芸作品 のよさや 美 しさを 感 じ 取 り、 社会 や 環境 との 関 わりを 踏 まえて、 作者 の 心 情 や 意図 と 制作過程 における 工夫 や 素材 の 生 かし 方、技法 などについて 考 え、 見方 や 感 じ 方 を 深 める こと  


技  工芸作品 などの 造形的 な 特徴 や、 作者、時代背景、作品 の 文脈 などの 情報 を 幅広 く 読 み 取 る こと  


  表現及 び 鑑賞 の 学習 に おいて 共通 に 必要 となる 資質 ・ 能力 を 次 の とおり 育成 する 。  


  「 Ａ 表現 」 及 び 「 Ｂ 鑑賞 」 の 指導 を 通 して 、 次 の 事項 を 身 に 付 ける ことが できる よ   う 指導 す る  


〔 共通事項 〕  知  〔共通事項〕   ・造形 の 要素 の 働 きを 理解 する こと   ・造形的 な 特徴 などを 基 に、 全体 の イメージ や 作風、様式 などで 捉 えることを 理   解 する こと   ・環境 の 中 に 見 られる 自然 と 工芸 の 関 わりや、 生活 や 社会 を 心豊 かにする 工芸 の   働 きについて 理解 する こと   ・ 工芸作品 や 文化遺産 などから 日本 の 工芸 の 特質 や 美意識、創造性 など 工芸 の 伝統   と 文化 について 理解 する こ と  


 





改善案

												工芸Ⅰ コウゲイ

						Ａ　表　現 オモテ ゲン						表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

								身近な生活と
工芸 ミジカ セイカツ コウゲイ				身近な生活と工芸に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 コウゲイ

										思 シ		自然や素材、自己の思いなどから心豊かな発想をし、用途と美しさとの調和を考え、日本の伝統的な表現のよさなどを生かした制作の構想を練り、創造的な表現を工夫すること クフウ

								技 ギ				制作方法を踏まえ、材料や用具の特性を生かし、表現方法を追求すること

												材料や用具の特性などから、手順や技法などを吟味し、効果的な表し方の見通しが持てるようにすること

								社会と工芸 シャカイ コウゲイ				社会と工芸に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										思 シ		社会や生活環境などの多様な視点や使う人の願いなどから個性豊かで創造的な発想をし、社会における有用性、機能と美しさとの調和を考え、素材の特質や表現の多様性などを生かした制作の構想を練り、意図に応じて工夫して表現すること イト オウ クフウ ヒョウゲン

								技 ギ				制作方法を踏まえ、材料や用具の特性を生かし、表現方法を追求すること

												材料や用具の特性などから、手順や技法などを吟味し、効果的な表し方の見通しが持てるようにすること

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ						鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

												鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								身近な生活と
工芸 ミヂカ セイカツ コウゲイ		思 シ		工芸作品などのよさや美しさを感じ取り、身近な生活と工芸との関係から作者の心情や意図と制作過程における工夫や素材の生かし方、技法などについて考え、見方や感じ方を深めること

								技 ギ				工芸作品などの造形的な特徴や、作者、時代背景、作品の文脈などの情報を幅広く読み取ること

								社会と工芸 シャカイ コウゲイ		思 シ		工芸作品のよさや美しさを感じ取り、社会や環境との関わりを踏まえて、作者の心情や意図と制作過程における工夫や素材の生かし方、技法などについて考え、見方や感じ方を深めること

								技 ギ				工芸作品などの造形的な特徴や、作者、時代背景、作品の文脈などの情報を幅広く読み取ること

						〔共通事項〕 キョウツウジコウ						表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン オヨ カンショウ ガクシュウ キョウツウ ヒツヨウ シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

												(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

										知 チ		造形の要素の働きを理解すること

												造形的な特徴などを基に、全体のイメージや作風、様式などで捉えることを理解すること

												環境の中に見られる自然と工芸の関わりや、生活や社会を心豊かにする工芸の働きについて理解すること

												日本の工芸の特質や美意識、創造性など工芸の伝統と文化について理解すること









現行抜粋高芸工

										工芸Ⅰ コウゲイ

						Ａ　表　現 オモテ ゲン				表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1) 身近な生活と工芸

										　　身近な生活と工芸に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 コウゲイ

								思 シ		ア　身近な生活の視点に立った発想や構想
(ｱ) 自然や素材、自己の思いなどから心豊かな発想をすること。
(ｲ) 用途と美しさとの調和を考え、日本の伝統的な表現のよさなどを生かした制作の構想を練ること。 シテン タ

								技 ギ		イ　発想や構想をしたことを基に、創造的に表す技能
(ｱ) 制作方法を踏まえ、意図に応じて材料や用具を生かすこと。
(ｲ) 手順や技法などを吟味し、創造的に表すこと。

										(2) 社会と工芸

										　　社会と工芸に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 シ		ア　社会的な視点に立った発想や構想
(ｱ) 使う人の願いや心情、生活環境などから心豊かな発想をすること。
(ｲ) 使用する人や場などに求められる機能と美しさとの調和を考え、制作の構想を練ること。

								技 ギ		イ　発想や構想をしたことを基に、創造的に表す技能
(ｱ) 制作方法を踏まえ、意図に応じて材料や用具を生かすこと。
(ｲ) 手順や技法などを吟味し、創造的に表すこと。

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ				鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1) 鑑賞

										　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 シ		ア　工芸作品などの見方や感じ方を深める鑑賞
(ｱ) 身近な生活の視点に立ってよさや美しさを感じ取り、作者の心情や意図と制作過程における工夫や素材の生かし方、技法などについて考え、見方や感じ方を深めること。
(ｲ) 社会的な視点に立ってよさや美しさを感じ取り、作者の心情や意図と制作過程における工夫や素材の生かし方、技法などについて考え、見方や感じ方を深めること。 コウゲイ フカ

										イ　生活や社会の中の工芸の働きや工芸の伝統と文化についての見方や感じ方を深める鑑賞
(ｱ) 環境の中に見られる造形的なよさや美しさを感じ取り、自然と工芸との関わり、生活や社会を心豊かにする工芸の働きについて考え、見方や感じ方を深めること。
(ｲ) 工芸作品や文化遺産などから日本の工芸の特質や美意識を感じ取り、工芸の伝統と文化について考え、見方や感じ方を深めること。 シャカイ

						〔共通事項〕 キョウツウジコウ				表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン オヨ カンショウ ガクシュウ キョウツウ ヒツヨウ シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								知 チ		ア　造形の要素の働きを理解すること。

										イ　造形的な特徴などを基に、全体のイメージや作風、様式などで捉えることを理解すること。 サクフウ ヨウシキ









Ａ３版１枚

		教科の目標，各科目の目標及び内容の系統表（高等学校芸術科工芸） キョウカ モクヒョウ カク カモク モクヒョウ オヨ ナイヨウ ケイトウ ヒョウ コウトウ ガッコウ ゲイジュツ カ コウゲイ

		教科目標 キョウ カ メ シルベ						芸術の幅広い活動を通して，各科目における見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の芸術や芸術文化と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

								「知識及び技能」 チシキ オヨ ギノウ		(1) 芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。 カン カク カモク

								「思考力，判断力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		(2) 創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

								「学びに向かう力，人間性等」 マナ ム チカラ ニンゲンセイ トウ		(3) 生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い，豊かな情操を培う。

		各科目の目標及び内容 カク カモク モクヒョウオヨ ナイヨウ								工芸Ⅰ コウゲイ

				１　目　標						　工芸の幅広い創造活動を通して，造形的な見方・考え方を働かせ，美的体験を重ね，生活や社会の中の工芸や工芸の伝統と文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

								「知識及び技能」 チシキ オヨ ギノウ		(1) 対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに，意図に応じて制作方法を創意工夫し，創造的に表すことができるようにする。 セイサク ソウゾウテキ

								「思考力，判断力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		(2) 造形的なよさや美しさ，表現の意図と創意工夫，工芸の働きなどについて考え，思いや願いなどから心豊かに発想し構想を練ったり，価値意識をもって工芸や工芸の伝統と文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。 ココロ ユタ

								「学びに向かう力，人間性等」 マナ ム チカラ ニンゲンセイ トウ		(3) 主体的に工芸の幅広い創造活動に取り組み，生涯にわたり工芸を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，工芸の伝統と文化に親しみ，生活や社会を心豊かにするために工夫する態度を養う。 ハバヒロ セイカツ

				２　内　容 ナイ カタチ		Ａ　表　現 オモテ ゲン				　表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1) 身近な生活と工芸

										　　身近な生活と工芸に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 コウゲイ

								「思考力，判断力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		ア　身近な生活の視点に立った発想や構想 シテン タ

										(ｱ) 自然や素材，自己の思いなどから心豊かな発想をすること。

										(ｲ) 用途と美しさとの調和を考え，日本の伝統的な表現のよさなどを生かした制作の構想を練ること。

								「技能」 ギノウ		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能

										(ｱ) 制作方法を踏まえ，意図に応じて材料や用具を生かすこと。 フ イ

										(ｲ) 手順や技法などを吟味し，創造的に表すこと。 ソウゾウテキ

										(2) 社会と工芸

										　　社会と工芸に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								「思考力，判断力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		ア　社会的な視点に立った発想や構想

										(ｱ) 使う人の願いや心情，生活環境などから心豊かな発想をすること。

										(ｲ) 使用する人や場などに求められる機能と美しさとの調和を考え，制作の構想を練ること。 チョウワ

								「技能」 ギノウ		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能

										(ｱ) 制作方法を踏まえ，意図に応じて材料や用具を生かすこと。 フ イ

										(ｲ) 手順や技法などを吟味し，創造的に表すこと。 ソウゾウテキ アラワ

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ				　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1) 鑑賞

										　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								「思考力，判断力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		ア　工芸作品などの見方や感じ方を深める鑑賞 コウゲイ フカ

										(ｱ) 身近な生活の視点に立ってよさや美しさを感じ取り，作者の心情や意図と制作過程における工夫や素材の生かし方，技法などについて考え，見方や感じ方を深めること。 

										(ｲ) 社会的な視点に立ってよさや美しさを感じ取り，作者の心情や意図と制作過程における工夫や素材の生かし方，技法などについて考え，見方や感じ方を深めること。

										イ　生活や社会の中の工芸の働きや工芸の伝統と文化についての見方や感じ方を深める鑑賞 シャカイ

										(ｱ) 環境の中に見られる造形的なよさや美しさを感じ取り，自然と工芸との関わり，生活や社会を心豊かにする工芸の働きについて考え，見方や感じ方を深めること。 カンキョウ ミ

										(ｲ) 工芸作品や文化遺産などから日本の工芸の特質や美意識を感じ取り，工芸の伝統と文化について考え，見方や感じ方を深めること。 コウゲイ サクヒン ブンカ イサン ニホン

						〔共通事項〕 キョウツウジコウ				　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン オヨ カンショウ ガクシュウ キョウツウ ヒツヨウ シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1)  「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								「知識」		ア　造形の要素の働きを理解すること。

										イ　造形的な特徴などを基に，全体のイメージや作風，様式などで捉えることを理解すること。 サクフウ ヨウシキ





Ａ４版２枚

		教科の目標，各科目の目標及び内容の系統表（高等学校芸術科工芸） キョウカ モクヒョウ カク カモク モクヒョウ オヨ ナイヨウ ケイトウ ヒョウ コウトウ ガッコウ ゲイジュツ カ コウゲイ

		教科目標 キョウ カ メ シルベ						芸術の幅広い活動を通して，各科目における見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の芸術や芸術文化と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

								「知識及び技能」 チシキ オヨ ギノウ		(1) 芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。 カン カク カモク

								「思考力，判断力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		(2) 創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

								「学びに向かう力，人間性等」 マナ ム チカラ ニンゲンセイ トウ		(3) 生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い，豊かな情操を培う。

		各科目の目標及び内容 カク カモク モクヒョウオヨ ナイヨウ								工芸Ⅰ コウゲイ				　　工芸Ⅱ コウゲイ		工芸Ⅲ コウゲイ

				１　目　標						　工芸の幅広い創造活動を通して，造形的な見方・考え方を働かせ，美的体験を重ね，生活や社会の中の工芸や工芸の伝統と文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。		　工芸の創造的な諸活動を通して，
の中の工芸や工芸の伝統と文化と深		造形的な見方・考え方を働かせ，美的体験を深め，生活や社会
く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。		　工芸の創造的な諸活動を通して，造形的な見方・考え方を働かせ，美的体験を豊かにし，生活や社会の中の多様な工芸や工芸の伝統と文化と深く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 タヨウ フカ

								「知識及び技能」 チシキ オヨ ギノウ		(1) 対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに，意図に応じて制作方法を創意工夫し，創造的に表すことができるようにする。 セイサク ソウゾウテキ		(1) 対象や事象を捉える造形的な視
意工夫し，個性豊かで創造的に表す		点について理解を深めるとともに，意図に応じて制作方法を創
ことができるようにする。 セイサク		(1) 対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに，意図に応じて制作方法を追求し，個性を生かして創造的に表すことができるようにする。 セイサク ツイキュウ

								「思考力，判断力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		(2) 造形的なよさや美しさ，表現の意図と創意工夫，工芸の働きなどについて考え，思いや願いなどから心豊かに発想し構想を練ったり，価値意識をもって工芸や工芸の伝統と文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。 ココロ ユタ		(2) 造形的なよさや美しさ，表現の
いなどから個性豊かに発想し構想を
する見方や感じ方を深めたりするこ		意図と創造的な工夫，工芸の働きなどについて考え，思いや願
練ったり，自己の価値観を高めて工芸や工芸の伝統と文化に対
とができるようにする。 ジコ カン		(2) 造形的なよさや美しさ，独創的な表現の意図と工夫，工芸の働きなどについて考え，思いや願いなどから個性を生かして発想し構想を練ったり，自己の価値観を働かせて工芸や工芸の伝統と文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。 ドクソウテキ コセイ イ ジコ

								「学びに向かう力，人間性等」 マナ ム チカラ ニンゲンセイ トウ		(3) 主体的に工芸の幅広い創造活動に取り組み，生涯にわたり工芸を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，工芸の伝統と文化に親しみ，生活や社会を心豊かにするために工夫する態度を養う。 ハバヒロ セイカツ		(3) 主体的に工芸の創造的な諸活動
に，感性と美意識を高め，工芸の伝
態度を養う。		に取り組み，生涯にわたり工芸を愛好する心情を育むととも
統と文化に親しみ，生活や社会を心豊かにするために工夫する
 セイカツ		(3) 主体的に工芸の創造的な諸活動に取り組み，生涯にわたり工芸を愛好する心情を育むとともに，感性と美意識を磨き，工芸の伝統と文化を尊重し，生活や社会を心豊かにするために工夫する態度を養う。

				２　内　容 ナイ カタチ		Ａ　表　現 オモテ ゲン				　表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　表現に関する資質・能力を次のと		おり育成する。 イクセイ		　表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1) 身近な生活と工芸		(1) 身近な生活と工芸				(1) 身近な生活と工芸

										　　身近な生活と工芸に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 コウゲイ		　　身近な生活と工芸に関する次の		事項を身に付けることができるよう指導する。		　　身近な生活と工芸に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 コウゲイ

								「思考力，判断力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		ア　身近な生活の視点に立った発想や構想 シテン タ		ア　身近な生活の視点に立った発想		や構想		ア　身近な生活の視点に立った発想や構想

										(ｱ) 自然や素材，自己の思いなどから心豊かな発想をすること。		(ｱ) 生活の中の工芸を捉え，自己の		思いや体験，夢などから個性豊かで創造的な発想をすること。 オモ		(ｱ) 生活の中の工芸を多様な視点に立って考え，自己の思いなどから個性を生かして独創的に発想し，美的で心豊かな制作の構想を練ること。 ナカ コウゲイ ジコ オモ コセイ イ ドクソウテキ ハッソウ

										(ｲ) 用途と美しさとの調和を考え，日本の伝統的な表現のよさなどを生かした制作の構想を練ること。		(ｲ) 用途と美しさとの調和を考え，
と。		素材の特質や表現の多様性などを生かした制作の構想を練るこ
 セイサク

								「技能」 ギノウ		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能		イ　発想や構想をしたことを基に，		創造的に表す技能		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能

										(ｱ) 制作方法を踏まえ，意図に応じて材料や用具を生かすこと。 フ イ		(ｱ) 制作方法を踏まえ，意図に応じ
表すこと。		て材料，用具，手順，技法などを生かし，個性豊かで創造的に
 イ コセイ ユタ		(ｱ) 制作過程全体を見通して制作方法を追求し，個性を生かして創造的に表すこと。 ホウホウ ツイキュウ

										(ｲ) 手順や技法などを吟味し，創造的に表すこと。 ソウゾウテキ

										(2) 社会と工芸		(2) 社会と工芸				(2) 社会と工芸

										　　社会と工芸に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。		　　社会と工芸に関する次の事項を		身に付けることができるよう指導する。		　　社会と工芸に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								「思考力，判断力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		ア　社会的な視点に立った発想や構想		ア　社会的な視点に立った発想や構		想		ア　社会的な視点に立った発想や構想

										(ｱ) 使う人の願いや心情，生活環境などから心豊かな発想をすること。		(ｱ) 社会や生活環境などの多様な視
と。		点や使う人の願いなどから個性豊かで創造的な発想をするこ
 ツカ ヒト ネガ		(ｱ) 社会における有用性，生活環境の特性などについて多様な視点に立って考え，使う人の願いなどから個性を生かして独創的に発想し，美的で心豊かな制作の構想を練ること。 シャカイ ユウヨウセイ セイカツ カンキョウ トクセイ タヨウ シテン タ カンガ ツカ ヒト ネガ コセイ イ ドクソウテキ ハッソウ

										(ｲ) 使用する人や場などに求められる機能と美しさとの調和を考え，制作の構想を練ること。 チョウワ		(ｲ) 社会における有用性，機能と美
た制作の構想を練ること。		しさとの調和を考え，素材の特質や表現の多様性などを生かし


								「技能」 ギノウ		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能		イ　発想や構想をしたことを基に，		創造的に表す技能		イ　発想や構想をしたことを基に，創造的に表す技能

										(ｱ) 制作方法を踏まえ，意図に応じて材料や用具を生かすこと。 フ イ		(ｱ) 制作方法を踏まえ，意図に応じ
表すこと。		て材料，用具，手順，技法などを生かし，個性豊かで創造的に
 イ コセイ ユタ		(ｱ) 制作過程全体を見通して制作方法を追求し，個性を生かして創造的に表すこと。 ホウホウ

										(ｲ) 手順や技法などを吟味し，創造的に表すこと。 ソウゾウテキ アラワ

						Ｂ　鑑　賞 カガミ ショウ				　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　鑑賞に関する資質・能力を次のと		おり育成する。 イクセイ		　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1) 鑑賞		(1) 鑑賞				(1) 鑑賞

										　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。		　　鑑賞に関する次の事項を身に付		けることができるよう指導する。		　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								「思考力，判断力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		ア　工芸作品などの見方や感じ方を深める鑑賞 コウゲイ フカ		ア　工芸作品などの見方や感じ方を		深める鑑賞 フカ		ア　工芸作品などの見方や感じ方を深める鑑賞 コウゲイ フカ

										(ｱ) 身近な生活の視点に立ってよさや美しさを感じ取り，作者の心情や意図と制作過程における工夫や素材の生かし方，技法などについて考え，見方や感じ方を深めること。 		(ｱ) 身近な生活の視点に立ってよさ
ついて多様な視点から考え，見方や		や美しさを感じ取り，発想や構想の独自性と表現の工夫などに
感じ方を深めること。 		(ｱ) 身近な生活や社会的な視点に立ってよさや美しさを感じ取り，生活文化と工芸との関わり，作品が生まれた背景などについて考え，見方や感じ方を深めること。

										(ｲ) 社会的な視点に立ってよさや美しさを感じ取り，作者の心情や意図と制作過程における工夫や素材の生かし方，技法などについて考え，見方や感じ方を深めること。		(ｲ) 社会的な視点に立ってよさや美
て多様な視点から考え，見方や感じ		しさを感じ取り，発想や構想の独自性と表現の工夫などについ
方を深めること。 

										イ　生活や社会の中の工芸の働きや工芸の伝統と文化についての見方や感じ方を深める鑑賞 シャカイ		イ　生活や社会の中の工芸の働きや		工芸の伝統と文化についての見方や感じ方を深める鑑賞		イ　生活や社会の中の工芸の働きや工芸の伝統と文化についての見方や感じ方を深める鑑賞 シャカイ

										(ｱ) 環境の中に見られる造形的なよさや美しさを感じ取り，自然と工芸との関わり，生活や社会を心豊かにする工芸の働きについて考え，見方や感じ方を深めること。 カンキョウ ミ		(ｱ) 工芸のもつ機能性と美しさなど
働きについて考え，見方や感じ方を		を感じ取り，生活環境の改善や心豊かな生き方に関わる工芸の
深めること。 セイカツ		(ｱ) 工芸作品や文化遺産などから伝統と文化の価値を感じ取り，国際理解に果たす工芸の役割や工芸の伝統と文化の継承，発展，創造することの意義について考え，見方や感じ方を深めること。 コウゲイ サクヒン ブンカ イサン デントウ ブンカ カチ コウゲイ コウゲイ デントウ ブンカ カン カタ

										(ｲ) 工芸作品や文化遺産などから日本の工芸の特質や美意識を感じ取り，工芸の伝統と文化について考え，見方や感じ方を深めること。 コウゲイ サクヒン ブンカ イサン ニホン		(ｲ) 工芸作品や文化遺産などから表
の相違点や共通点などから工芸の伝		現の独自性などを感じ取り，時代，民族，風土などによる表現
統と文化について考え，見方や感じ方を深めること。 ゲン ドクジセイ ジダイ ミンゾク フウド トウ ブンカ

						〔共通事項〕 キョウツウジコウ				　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン オヨ カンショウ ガクシュウ キョウツウ ヒツヨウ シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　表現及び鑑賞の学習において共通		に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。 ヒツヨウ シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン オヨ カンショウ ガクシュウ キョウツウ ヒツヨウ シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。		(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指
る。 ユビ		導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導す
		(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								「知識」		ア　造形の要素の働きを理解すること。		ア　造形の要素の働きを理解するこ		と。		ア　造形の要素の働きを理解すること。

										イ　造形的な特徴などを基に，全体のイメージや作風，様式などで捉えることを理解すること。 サクフウ ヨウシキ		イ　造形的な特徴などを基に，全体		のイメージや作風，様式などで捉えることを理解すること。 サクフウ ヨウシキ		イ　造形的な特徴などを基に，全体のイメージや作風，様式などで捉えることを理解すること。 サクフウ ヨウシキ
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   表現 に 関 する 資質 ・ 能力 を 次 の 通 り 育成 する  


A 表 現  身近 な 生 活 と 工芸   身近 な 生活 と 工芸 の 表現 に 関 する 次 の 事項 を 身 に 付 ける ことが できるよう 指導 す   る  


思  自然 や 素材、自己 の 思 いなどから 心豊 かな 発想 をし、 用途 と 美 しさとの 調和 を 考   え、 日本 の 伝統的 な 表現 のよさなどを 生 かした 制作 の 構想 を 練 り、 創造的 な 表現 を   工夫 すること  


技  ・制作方法 を 踏 まえ、 材料 や 用具 の 特性 を 生 かし、 表現方法 を 追求 すること。   ・材料 や 用具 の 特性 などから、 手順 や 技法 などを 吟味 し、 効果的 な 表 し 方 の 見通 し   が 持 てるようにすること  


社会 と 工 芸   社会 と 工芸 に 関 する 表現 の 次 の 事項 を 身 に 付 けることができるよう 指導 する  


思  社会 や 生活環境 などの 多様 な 視点 や 使 う 人 の 願 いなどから 個性豊 かで 創造的 な   発想 をし、 社会 における 有用性、機能 と 美 しさとの 調和 を 考 え、 素材 の 特質 や 表   現 の 多様性 などを 生 かした 制作 の 構想 を 練 り、 意図 に 応 じて 工夫 して 表現 する   こと  


技  ・制作方法 を 踏 まえ、 材料 や 用具 の 特性 を 生 かし、 表現方法 を 追求 すること。   ・材料 や 用具 の 特性 などから、 手順 や 技法 などを 吟味 し、 効果的 な 表 し 方 の 見通 し が 持 てるようにすること  


   鑑賞 に 関 する 資質・能力 を 次 のとおり 育成 する  


   身近 な 生活 と 工芸 の 鑑賞 に 関 する 次 の 事項 を 身 に 付 ける ことが できるよう 指導 す   る  


B 鑑 賞  身近 な 生 活 と 工芸  思  工芸作品 などのよさや 美 しさを 感 じ 取 り、 身近 な 生活 と 工芸 との 関係 から 作者 の 心   情 や 意図 と 制作過程 における 工夫 や 素材 の 生 かし 方、技法 などについて 考 え、 見方   や 感 じ 方 を 深 める  


技  工芸作品 などの 造形的 な 特徴 や、 作者、時代背景、作品 の 文脈 などの 情報 を 幅広 く 読 み 取 る こと  


  社会 と 工芸 の 鑑賞 に 関 する 次 の 事項 を 身 に 付 ける ことが できるよう 指導 す   る  


社会 と 工 芸  思  工芸作品 のよさや 美 しさを 感 じ 取 り、 社会 や 環境 との 関 わりを 踏 まえて、 作者 の 心 情 や 意図 と 制作過程 における 工夫 や 素材 の 生 かし 方、技法 などについて 考 え、 見方 や 感 じ 方 を 深 める こと  


技  工芸作品 などの 造形的 な 特徴 や、 作者、時代背景、作品 の 文脈 などの 情報 を 幅広 く 読 み 取 る こと  


  表現及 び 鑑賞 の 学習 に おいて 共通 に 必要 となる 資質 ・ 能力 を 次 の とおり 育成 する 。  


  「 Ａ 表現 」 及 び 「 Ｂ 鑑賞 」 の 指導 を 通 して 、 次 の 事項 を 身 に 付 ける ことが できる よ   う 指導 す る  


〔 共通事項 〕  知  〔共通事項〕   ・造形 の 要素 の 働 きを 理解 する こと   ・造形的 な 特徴 などを 基 に、 全体 の イメージ や 作風、様式 などで 捉 えることを 理   解 する こと   ・環境 の 中 に 見 られる 自然 と 工芸 の 関 わりや、 生活 や 社会 を 心豊 かにする 工芸 の   働 きについて 理解 する こと   ・ 工芸作品 や 文化遺産 などから 日本 の 工芸 の 特質 や 美意識、創造性 など 工芸 の 伝統   と 文化 について 理解 する こ と  
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改訂高芸書





										表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

						Ａ　表現				漢字仮名交じりの書 カンジカナ マ ショ

										　　漢字仮名交じりの書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カンジ カナ マ ショ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ

								思 シ		(ｱ) 漢字仮名交じりの書の名筆を生かした表現や現代に生きる表現について考えること
(ｲ)生活や社会における目的や用途、自らの感興や表現の意図に基づいて、構想し表現を工夫して効果的、創造的に表現すること ヒョウゲン

								知 チ		(ｱ) 漢字仮名交じりの書を構成する様々な要素の働きや、多様な書風を形づくる背景について理解すること

								技 ギ		(ｱ)用具・用材の特徴、名筆や現代の書の用筆・運筆等の効果を生かして、効果的、創造的に表現するために必要な技能を身に付けること ヒョウゲン ヒツヨウ ミ ツ

										漢字の書

										　　漢字の書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 シ		(ｱ) 漢字の書の古典を生かした表現や現代に生きる表現について考えること
(ｲ) 自らの感興や表現の意図に基づいて、構想し表現を工夫して効果的、創造的に表現すること ヒョウゲン

								知 チ		(ｱ) 漢字の書を構成する様々な要素の働きや、多様な書風を形づくる背景について理解すること

								技 ギ		(ｱ) 用具・用材の特徴、漢字の書の古典に基づく基本的な用筆・運筆等の効果を生かして、効果的、創造的に表現するために必要な技能を身に付けること トウ ヒョウゲン ヒツヨウ

										仮名の書 カナ ショ

										　　仮名の書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 シ		(ｱ) 仮名の書の古典を生かした表現や現代に生きる表現について考えること
(ｲ) 自らの感興や表現の意図に基づいて、構想し表現を工夫して効果的、創造的に表現すること

								知 チ		(ｱ) 仮名の書を構成する様々な要素の働きや、多様な書風を形づくる背景について理解すること

								技 ギ		(ｱ) 用具・用材の特徴、仮名の書の古典に基づく基本的な用筆・運筆等の効果を生かして、効果的、創造的に表現するために必要な技能を身に付けること キホン ヒツヨウ

						Ｂ　鑑賞 カンショウ				鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										鑑賞 カンショウ

										　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 シ		(ｱ) 生活や社会における作品や書の働きや効用、自分や他者にとっての作品や書とその美の意味や価値について考えること
(ｲ) 書の美の構造、多様な背景との関わり、書の伝統と文化を考えることを通して、作品や書のよさや美しさを味わうこと ショ ビ カンガ サクヒン

								知 チ		(ｱ) 書の伝統と文化、漢字の書体の変遷、仮名の成立、漢字仮名交じりの書の成立について理解すること

								技 ギ		(ｱ) 書の伝統的な鑑賞の方法や形態、様々な作品形式や展示方法を効果的に活用する技能を身に付けること
(ｲ) 書の美を捉える視点を通して、読み取った情報や感じ取ったことを精査する技能を身に付けること ショ

						〔共通事項〕				表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン オヨ カンショウ ガクシュウ キョウツウ ヒツヨウ シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 ショ レキシ

								知 チ		ア 書を構成する要素の働きと、書の表現性、表現効果、風趣との関わりについて理解すること

								知 チ		イ 書の美の構造、書の美を捉える視点について理解すること









現行高芸書





										表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

						Ａ　表現				(1) 漢字仮名交じりの書 カンジカナ マ ショ

										　　漢字仮名交じりの書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カンジ カナ マ ショ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ

								思 シ		ア　知識や技能を得たり生かしたりしながら、次の(ｱ)から(ｳ)までについて構想し工夫すること。
　　(ｱ)漢字と仮名の調和した字形、文字の大きさ、全体の構成
　　(ｲ)目的や用途に即した表現形式、意図に基づいた表現
　　(ｳ)名筆を生かした表現や現代に生きる表現　 チシキ ギノウ エ イ ツギ コウソウ クフウ

								知 チ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。
　　(ｱ)用具・用材の特徴と表現効果との関わり
　　(ｲ)名筆や現代の書の表現と用筆・運筆との関わり ツギ オヨ リカイ

								技 ギ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。
　　(ｱ)目的や用途に即した効果的な表現　
　　(ｲ)漢字と仮名の調和した線質による表現　 ツギ ギノウ ミ ツ

										(2) 漢字の書 カンジ ショ

										　　漢字の書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 シ		ア　知識や技能を得たり生かしたりしながら、次の(ｱ)及び(ｲ)について構想し工夫すること。
　　(ｱ)古典の書体や書風に即した用筆・運筆、字形、全体の構成
　　(ｲ)意図に基づいた表現 ツギ コウソウ クフウ

								知 チ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。
　　(ｱ)用具・用材の特徴と表現効果との関わり
　　(ｲ)書体や書風と用筆・運筆との関わり     ツギ オヨ リカイ

								技 ギ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。
　　(ｱ)古典に基づく基本的な用筆・運筆
　　(ｲ)古典の線質、字形や構成を生かした表現 ツギ オヨ ギノウ ミ ツ

										(3) 仮名の書 カナ ショ

										　　仮名の書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 シ		ア　知識や技能を得たり生かしたりしながら、次の(ｱ)及び(ｲ)について構想し工夫すること。
　　(ｱ)古典の書風に即した用筆・運筆、字形、全体の構成
　　(ｲ)意図に基づいた表現 ツギ コウソウ クフウ

								知 チ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。
　　(ｱ)用具・用材の特徴と表現効果との関わり
　　(ｲ)線質や書風と用筆・運筆との関わり　　　　　 ツギ リカイ

								技 ギ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。
　　(ｱ)古典に基づく基本的な用筆・運筆
　　(ｲ)連綿と単体、線質や字形を生かした表現　　 ツギ ギノウ ミ ツ

						Ｂ　鑑賞 カンショウ				鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1)鑑賞 カンショウ

										　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 シ		ア　鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら、次の(ｱ)及び(ｲ)について考え、書のよさや美しさを味わって捉えること。
　　(ｱ)作品の価値とその根拠　　　　
　　(ｲ)生活や社会における書の効用 カンショウ カカ チシキ エ イ ツギ カンガ ショ ウツク アジ トラ

								知 チ		イ　次の(ｱ)から(ｴ)までについて理解すること。
　　(ｱ)線質、字形、構成等の要素と表現効果や風趣との関わり　
　　(ｲ)日本及び中国等の文字と書の伝統と文化
　　(ｳ)漢字の書体の変遷、仮名の成立等　　　　　
　　(ｴ)書の伝統的な鑑賞の方法や形態　　　 ツギ リカイ

						〔共通事項〕				　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン オヨ カンショウ ガクシュウ キョウツウ ヒツヨウ シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 ショ レキシ

								知 チ		ア 用筆・運筆から生み出される書の表現性とその表現効果との関わりについて理解すること。　 ショ セイ ヒョウゲン コウカ

								知 チ		イ 書を構成する要素について、それら相互の関連がもたらす働きと関わらせて理解すること。  カカ









豊口先生元データ

								現行 ゲンコウ

		Ａ表現 ヒョウゲン		⑴漢字仮名交じりの書 カンジカナマ ショ		思 シ		ア　知識や技能を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)から(ｳ)までについて構想し工夫すること

								  (ｱ) 漢字と仮名の調和した字形，文字の大きさ，全体の構成

								  (ｲ) 目的や用途に即した表現形式，意図に基づいた表現

								  (ｳ) 名筆を生かした表現や現代に生きる表現

						知 チ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。

								  (ｱ) 用具・用材の特徴と表現効果との関わり

								  (ｲ) 名筆や現代の書の表現と用筆・運筆との関わり

						技 ワザ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。

								  (ｱ) 目的や用途に即した効果的な表現

								  (ｲ) 漢字と仮名の調和した線質による表現

				⑵漢字の書 カンジ ショ		思 シ		ア 知識や技能を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)及び(ｲ)について構想し工夫すること

								  (ｱ) 古典の書体や書風に即した用筆・運筆，字形，全体の構成

								  (ｲ) 意図に基づいた表現

						知 チ		イ 次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。

								  (ｱ) 用具・用材の特徴と表現効果との関わり

								  (ｲ) 書体や書風と用筆・運筆との関わり

						技 ワザ		ウ 次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。

								  (ｱ) 古典に基づく基本的な用筆・運筆

								  (ｲ) 古典の線質，字形や構成を生かした表現

				⑶仮名の書 カナ ショ		思 シ		ア 知識や技能を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)及び(ｲ)について構想し工夫すること

								  (ｱ) 古典の書風に即した用筆・運筆，字形，全体の構成

								  (ｲ) 意図に基づいた表現

						知 チ		イ 次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。

								  (ｱ) 用具・用材の特徴と表現効果との関わり

								  (ｲ) 線質や書風と用筆・運筆との関わり

						技 ワザ		ウ 次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。

								  (ｱ) 古典に基づく基本的な用筆・運筆

								  (ｲ) 連綿と単体，線質や字形を生かした表現

		Ｂ鑑賞		⑴鑑賞 カンショウ		思 シ		ア 鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)及び(ｲ)について考え，書のよさ

								　や美しさを味わって捉えること

								  (ｱ) 作品の価値とその根拠

								  (ｲ) 生活や社会における書の効用

						知 チ		イ　次の(ｱ)から(ｴ)までについて理解すること。

								  (ｱ) 線質，字形，構成等の要素と表現効果や風趣との関わり

								  (ｲ) 日本及び中国等の文字と書の伝統と文化

								  (ｳ) 漢字の書体の変遷，仮名の成立等

								  (ｴ) 書の伝統的な鑑賞の方法や形態

		共通事項 キョウツウ ジコウ				知 チ		ア 用筆・運筆から生み出される書の表現性とその表現効果との関わりについて理解すること

								イ 書を構成する要素について，それら相互の関連がもたらす働きと関わらせて理解すること

								改善案 カイゼンアン

		Ａ表現 ヒョウゲン		⑴漢字仮名交じりの書 カンジカナマ ショ		思 シ		  (ｱ) 漢字仮名交じりの書の名筆を生かした表現や現代に生きる表現を考える

								  (ｲ) 生活や社会における目的や用途、自らの感興や表現の意図に基づいて、効果的、創造的に セイカツ シャカイ

								　　構想し、表現を工夫して表す

						知 チ		  (ｱ) 漢字仮名交じりの書を構成する様々な要素の働きや、多様な書風を形作る背景を理解する カタチヅク

						技 ワザ		  (ｱ) 用具・用材の特徴、名筆や現代の書の基本的な用筆・運筆等の効果を生かして、効果的、 キホンテキ トウ

								　　創造的に表すための技能を身に付ける ソウゾウテキ

				⑵漢字の書 カンジ ショ		思 シ		  (ｱ) 漢字の書の古典を生かした表現や現代に生きる表現を考える

								  (ｲ) 自らの感興や表現の意図に基づいて、効果的、創造的に構想し、表現を工夫して表す

						知 チ		  (ｱ) 漢字の書を構成する様々な要素の働きや、多様な書風を形づくる背景を理解する

						技 ワザ		  (ｱ) 用具・用材の特徴、漢字の書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の効果を生かして、効果 キホンテキ

								　　的、創造的に表すための技能を身に付ける テキ ソウゾウテキ

				⑶仮名の書 カナ ショ		思 シ		  (ｱ) 仮名の書の古典を生かした表現や現代に生きる表現を考える

								  (ｲ) 自らの感興や表現の意図に基づいて、効果的、創造的に構想し、表現を工夫して表す

						知 チ		  (ｱ) 仮名の書を構成する様々な要素の働きや、多様な書風を形づくる背景を理解する

						技 ワザ		  (ｱ) 用具・用材の特徴、仮名の書の古典に基づく基本的な用筆・運筆等の効果を生かして、効 キホンテキ トウ

								　　果的、創造的に表すための技能を身に付ける ハテ テキ ソウゾウテキ アラワ

		Ｂ鑑賞		⑴鑑賞 カンショウ		思 シ		  (ｱ) 生活や社会における作品や書の働きや効用、自分や他者にとっての作品や書の意味や価値

								　　を考える

								  (ｲ) 作品や書の美の構造、多様な背景との関わり、書の伝統と文化を考えることを通して、書

								　　のよさや美しさを味わう

						知 チ		  (ｱ) 書の伝統と文化、漢字の書体の変遷、仮名の成立、漢字仮名交じりの書の成立を理解する

						技 ワザ		  (ｱ) 書の伝統的な鑑賞の方法や形態、様々な作品形式や展示方法を効果的に活用する技能を身

								　　に付ける

								  (ｲ) 書の美を捉える視点を通して、読み取った情報や感じ取ったことを精査する技能を身に付

								　　ける

		共通事項 キョウツウ ジコウ				知 チ		ア 書を構成する要素の働きと、書の表現性、表現効果、風趣との関わりを理解する ハタラ

								イ 書の美の構造、書の美を捉える視点を理解する ショ ビ コウゾウ





元データ Ａ３版１枚

		教科の目標，各科目の目標及び内容の系統表（高等学校芸術科書道） キョウカ モクヒョウ カク カモク モクヒョウ オヨ ナイヨウ ケイトウ ヒョウ コウトウ ガッコウ ゲイジュツ カ ショドウ

		教科目標 キョウカ モクヒョウ						芸術の幅広い活動を通して，各科目における見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の芸術や芸術文化と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 ゲイジュツ

								「知識及び技能」 チシキ オヨ ギノウ		(1) 芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

								「思考力，判断
力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		(2) 創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

								「学びに向かう
力，人間性等」 マナ ム チカラ ニンゲンセイ トウ		(3) 生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い，豊かな情操を培う。

		各科目の目標及び内容 カモク								書道Ⅰ ショドウ		書道Ⅱ ショドウ		書道Ⅲ ショドウ

				１　目標 モクヒョウ						　書道の幅広い活動を通して，書に関する見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の文字や書，書の伝統と文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 ショ ドウ ハバヒロ カツドウ トオ ショ カン ミカタ カンガ カタ ハタラ セイカツ シャカイ ナカ モジ ショ ショ デントウ ブンカ ハバヒロ カカ シシツ ノウリョク ツギ イクセイ メザ		　書道の創造的な諸活動を通して，書に関する見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の文字や書，書の伝統と文化と深く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 ショ ミチ ソウゾウテキ ショカツドウ トオ ショ カン ミカタ カンガ カタ ハタラ フカ		　書道の創造的な諸活動を通して，書に関する見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の多様な文字や書，書の伝統と文化と深く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 ショ ドウ ソウゾウテキ ショカツドウ トオ ショ カン ミカタ カンガ カタ ハタラ タヨウ フカ

								「知識及び技能」 チシキ オヨ ギノウ		(1) 書の表現の方法や形式，多様性などについて幅広く理解するとともに，書写能力の向上を図り，書の伝統に基づき，効果的に表現するための基礎的な技能を身に付けるようにする。 ハバ コウジョウ ハカ		(1) 書の表現の方法や形式，多様性などについて理解を深めるとともに，書の伝統に基づき，効果的に表現するための技能を身に付けるようにする。 フカ コウカテキ		(1) 書の表現の方法や形式，多様性などについて理解を深めるとともに，書の伝統に基づき，創造的に表現するための技能を身に付けるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 フカ ソウゾウテキ

								「思考力，判断
力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		(2) 書のよさや美しさを感受し，意図に基づいて構想し表現を工夫したり，作品や書の伝統と文化の意味や価値を考え，書の美を味わい捉えたりすることができるようにする。 モト		(2) 書のよさや美しさを感受し，意図に基づいて創造的に構想し個性豊かに表現を工夫したり，作品や書の伝統と文化の意味や価値を考え，書の美を味わい深く捉えたりすることができるようにする。 コセイ ユタ		(2) 書のよさや美しさを感受し，意図に基づいて創造的に深く構想し個性豊かに表現を工夫したり，作品や書の伝統と文化の意味や価値を考え，書の美を味わい深く捉えたりすることができるようにする。 ソウゾウテキ フカ コセイ ユタ フカ

								「学びに向かう
力，人間性等」 マナ ム チカラ ニンゲンセイ トウ		(3) 主体的に書の幅広い活動に取り組み，生涯にわたり書を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，書の伝統と文化に親しみ，書を通して心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。　 シュタイテキ ハバヒロ ト ク ショ デントウ ブンカ シタ ショ トオ ココロ ユタ シャカイ ソウゾウ		(3) 主体的に書の創造的な諸活動に取り組み，生涯にわたり書を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，書の伝統と文化に親しみ，書を通して心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。　 ショ ショ デントウ ブンカ シタ		(3) 主体的に書の創造的な諸活動に取り組み，生涯にわたり書を愛好する心情を育むとともに，感性を磨き，書の伝統と文化を尊重し，書を通して心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 ショ ミガ ショ デントウ ブンカ ソンチョウ ショ トオ ココロ ユタ シャカイ ソウゾウ

				２　内容 ナイヨウ						　表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

						Ａ　表現				(1) 漢字仮名交じりの書 カンジカナ マ ショ		(1) 漢字仮名交じりの書 カンジカナ マ ショ		(1) 漢字仮名交じりの書 カンジカナ マ ショ

										　　漢字仮名交じりの書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カンジ カナ マ ショ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ		　　漢字仮名交じりの書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カンジ カナ マ ショ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ		　　漢字仮名交じりの書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。　 カンジ カナ マ ショ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ

								「思考力，判断
力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		ア　知識や技能を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)から(ｳ)までについて構想し工夫すること。 チシキ ギノウ エ イ ツギ コウソウ クフウ		ア　知識や技能を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)から(ｳ)までについて構想し工夫すること。 チシキ ギノウ エ イ ツギ コウソウ クフウ		ア　主体的な構想に基づく個性的，創造的な表現を追求すること。

										　　(ｱ)漢字と仮名の調和した字形，文字の大きさ，全体の構成 カンジ カナ チョウワ ジケイ モジ オオ ゼンタイ コウセイ		　　(ｱ)目的や用途,表現形式に応じた全体の構成 ヒョウゲン ケイシキ オウ ゼンタイ コウセイ

										　　(ｲ)目的や用途に即した表現形式，意図に基づいた表現 モクテキ ヨウト ソク ヒョウゲン ケイシキ イト モト ヒョウゲン		　　(ｲ)感興や意図に応じた個性的な表現　　　　　 イト コセイテキ

										　　(ｳ)名筆を生かした表現や現代に生きる表現　 メイヒツ イ ヒョウゲン ゲンダイ イ ヒョウゲン		　　(ｳ)現代に生きる創造的な表現 ゲンダイ イ ソウゾウテキ ヒョウゲン

								「知識」 チシキ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。 ツギ オヨ リカイ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。 ツギ リカイ		イ　現代の社会生活に生きる様々な書の表現とその要素について理解を深めること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ゲンダイ シャカイ セイカツ イ サマザマ ショ ヒョウゲン ヨウソ リカイ フカ

										　　(ｱ)用具・用材の特徴と表現効果との関わり ヨウグ ヨウザイ トクチョウ ヒョウゲン コウカ カカ		　　(ｱ)漢字仮名交じりの書を構成する様々な要素　　　　　　

										　　(ｲ)名筆や現代の書の表現と用筆・運筆との関わり メイヒツ ゲンダイ ショ ヒョウゲン ヨウヒツ ウンピツ カカ		　　(ｲ)名筆や現代の様々な書の表現と用筆・運筆との関わり　　　　

								「技能」 ギノウ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。 ツギ ギノウ ミ ツ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。 ツギ ギノウ ミ ツ		ウ　書の伝統を踏まえ，目的や用途，意図に応じて創造的に表現する技能を身に付けること。 オウ ソウゾウテキ ギノウ ミ ツ

										　　(ｱ)目的や用途に即した効果的な表現　 モクテキ ヨウト ソク コウカテキ ヒョウゲン		　　(ｱ)目的や用途，意図に応じた効果的な表現　　　　　　 モクテキ ヨウト イト オウ コウカテキ ヒョウゲン

										　　(ｲ)漢字と仮名の調和した線質による表現　 ヒョウゲン		　　(ｲ)漢字と仮名の調和等による全体の構成　　　　　　　　　　　　　 トウ ゼンタイ コウセイ

										(2) 漢字の書 カンジ ショ		(2) 漢字の書 カンジ ショ		(2) 漢字の書 カンジ ショ

										　　漢字の書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カンジ ショ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ		　　漢字の書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カンジ ショ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ		　　漢字の書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。　 カンジ ショ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ

								「思考力，判断
力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		ア　知識や技能を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)及び(ｲ)について構想し工夫すること。 ツギ コウソウ クフウ		ア　知識や技能を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)及び(ｲ)について構想し工夫すること。 ツギ コウソウ クフウ		ア　主体的な構想に基づく個性的，創造的な表現を追求すること。 シュタイテキ コウソウ モト コセイテキ ソウゾウテキ ヒョウゲン ツイキュウ

										　　(ｱ)古典の書体や書風に即した用筆・運筆，字形，全体の構成 コテン ショタイ ショフウ ソク ヨウヒツ ウンピツ ジケイ ゼンタイ コウセイ		　　(ｱ)表現形式に応じた全体の構成

										　　(ｲ)意図に基づいた表現 イト モト ヒョウゲン		　　(ｲ)感興や意図に応じた個性的な表現　　　　　 カンキョウ イト コセイテキ

								「知識」 チシキ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。 ツギ オヨ リカイ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。 ツギ リカイ		イ　漢字の書を構成する様々な要素について理解を深めること。 カンジ ショ コウセイ サマザマ ヨウソ リカイ フカ

										　　(ｱ)用具・用材の特徴と表現効果との関わり ヨウグ ヨウザイ トクチョウ ヒョウゲン コウカ カカ		　　(ｱ)漢字の書を構成する様々な要素　　　　　　　　　　

										　　(ｲ)書体や書風と用筆・運筆との関わり                 ショタイ ショフウ カカ		　　(ｲ)古典の特徴と用筆・運筆との関わり　　　　　

								「技能」 ギノウ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。 ツギ オヨ ギノウ ミ ツ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。 ツギ ギノウ ミ ツ		ウ　書の伝統を踏まえ，書体の特色を生かして創造的に表現する技能を身に付けること。 ショ デントウ フ ショタイ トクショク イ ソウゾウテキ ヒョウゲン ギノウ ミ ツ

										　　(ｱ)古典に基づく基本的な用筆・運筆 コテン モト キホンテキ ヨウヒツ ウンピツ		　　(ｱ)古典に基づく効果的な表現 コテン モト コウカテキ ヒョウゲン

										　　(ｲ)古典の線質，字形や構成を生かした表現 コテン センシツ ジケイ コウセイ イ ヒョウゲン		　　(ｲ)変化や調和等による全体の構成 ヘンカ チョウワ トウ ゼンタイ コウセイ

										(3) 仮名の書 カナ ショ		(3) 仮名の書 カナ ショ		(3) 仮名の書 カナ ショ

										　　仮名の書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カナ ショ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ		　　仮名の書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カナ ショ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ		　　仮名の書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カナ ショ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ

								「思考力，判断
力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		ア　知識や技能を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)及び(ｲ)について構想し工夫すること。 ツギ コウソウ クフウ		ア　知識や技能を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)及び(ｲ)について構想し工夫すること。 ツギ オヨ コウソウ クフウ		ア  主体的な構想に基づく個性的，創造的な表現を追求すること。

										　　(ｱ)古典の書風に即した用筆・運筆，字形，全体の構成 コテン ショフウ ソク ヨウヒツ ウンピツ ジケイ ゼンタイ コウセイ		　　(ｱ)表現形式に応じた全体の構成

										　　(ｲ)意図に基づいた表現 イト モトズ ヒョウゲン		　　(ｲ)感興や意図に応じた個性的な表現　　　　 カンキョウ コセイテキ

								「知識」 チシキ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。 ツギ リカイ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。 ツギ リカイ		イ　仮名の書を構成する様々な要素について理解を深めること。 カナ ショ コウセイ サマザマ ヨウソ リカイ フカ

										　　(ｱ)用具・用材の特徴と表現効果との関わり ヨウグ ヨウザイ トクチョウ ヒョウゲン コウカ カカ		　　(ｱ)仮名の書を構成する様々な要素　　　　　　　　　　　

										　　(ｲ)線質や書風と用筆・運筆との関わり　　　　　 センシツ ショフウ ヨウヒツ ウンピツ カカ		　　(ｲ)古典の特徴と用筆・運筆との関わり　　　　　　

								「技能」 ギノウ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。 ツギ ギノウ ミ ツ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。 ツギ ギノウ ミ ツ		ウ　書の伝統を踏まえ，仮名の書の特色を生かして創造的に表現する技能を身に付けること。 フ カナ ショ ソウゾウテキ ギノウ ミ ツ

										　　(ｱ)古典に基づく基本的な用筆・運筆		　　(ｱ)古典に基づく効果的な表現 コテン モト コウカテキ ヒョウゲン

										　　(ｲ)連綿と単体，線質や字形を生かした表現　　 レンメン タンタイ センシツ ジケイ イ ヒョウゲン		　　(ｲ)墨継ぎや散らし書き等による全体の構成 スミ ツ チ ガ トウ ゼンタイ コウセイ

						Ｂ　鑑賞 カンショウ				　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1) 鑑賞 カンショウ		(1) 鑑賞 カンショウ		(1) 鑑賞 カンショウ

										　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カンショウ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ		　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カンショウ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ		　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カンショウ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ

								「思考力，判断
力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		ア　鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)及び(ｲ)について考え，書のよさや美しさを味わって捉えること。 カンショウ カカ チシキ エ イ ツギ カンガ ショ ウツク アジ トラ		ア　鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)及び(ｲ)について考え，書のよさや美しさを味わって深く捉えること。　 カンショウ カン チシキ エ イ ツギ カンガ ショ ウツク アジ トラ		ア　鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)及び(ｲ)について考え、書のよさや美しさを味わって深く捉えること。　 カンショウ カン チシキ エ イ ツギ カンガ ショ ウツク アジ フカ トラ

										　　(ｱ)作品の価値とその根拠　　　　 サクヒン カチ コンキョ		　　(ｱ)作品の価値とその根拠 サクヒン カチ コンキョ		　　(ｱ)書の普遍的価値 ショ フヘンテキ カチ

										　　(ｲ)生活や社会における書の効用		　　(ｲ)生活や社会における書の美の効用と現代的意義 セイカツ シャカイ ショ ビ コウヨウ ゲンダイテキ イギ		　　(ｲ)書論を踏まえた書の芸術性 ショ

								「知識」 チシキ		イ　次の(ｱ)から(ｴ)までについて理解すること。 ツギ リカイ		イ　次の(ｱ)から(ｴ)までについて理解を深めること。 ツギ リカイ フカ		イ　次の(ｱ)から(ｳ)までについて理解を深めること。 ツギ リカイ フカ

										　　(ｱ)線質，字形，構成等の要素と表現効果や風趣との関わり　 ジケイ ヨウソ カカ		　　(ｱ)線質，字形，構成等の要素と表現効果や風趣との関わり　 ジケイ ヨウソ カカ		　　(ｱ)線質，字形，構成等の要素と書の美の多様性　 ジケイ ショ ビ カザミ タヨウセイ

										　　(ｲ)日本及び中国等の文字と書の伝統と文化		　　(ｲ)日本及び中国等の文字と書の伝統と文化		　　(ｲ)日本及び中国等の書の伝統とその背景となる諸文化等との関わり　　　 ニホン オヨ チュウゴク トウ

										　　(ｳ)漢字の書体の変遷，仮名の成立等　　　　　　　　　　　 トウ		　　(ｳ)漢字の書，仮名の書，漢字仮名交じりの書の特質とその歴史 カンジ ショ カナ ショ カンジ カナ マ ショ トクシツ レキシ		　　(ｳ)書の歴史と書論 ショ レキシ ショロン

										　　(ｴ)書の伝統的な鑑賞の方法や形態　　　 デントウテキ カンショウ ホウホウ ケイタイ		　　(ｴ)書の美と時代，風土，筆者などとの関わり カカ

										　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン オヨ カンショウ ガクシュウ キョウツウ ヒツヨウ シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。		　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。

						〔共通事項〕				(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 ショ レキシ		(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 ショ レキシ		(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 ショ レキシ

								「知識」 チシキ		ア 用筆・運筆から生み出される書の表現性とその表現効果との関わりについて理解すること。　 ショ セイ ヒョウゲン コウカ		ア 用筆・運筆から生み出される書の表現性とその表現効果との関わりについて理解すること。　 ショ セイ ヒョウゲン コウカ		ア 用筆・運筆から生み出される書の表現性とその表現効果との関わりについて理解すること。　 ショ セイ ヒョウゲン コウカ

								「知識」 チシキ		イ 書を構成する要素について,それら相互の関連がもたらす働きと関わらせて理解すること。  カカ		イ 書を構成する要素について,それら相互の関連がもたらす働きと関わらせて理解すること。  カカ		イ 書を構成する要素について,それら相互の関連がもたらす働きと関わらせて理解すること。  カカ







元データＡ４版２枚

		教科の目標，各科目の目標及び内容の系統表（高等学校芸術科書道） キョウカ モクヒョウ カク カモク モクヒョウ オヨ ナイヨウ ケイトウ ヒョウ コウトウ ガッコウ ゲイジュツ カ ショドウ

		教科目標 キョウカ モクヒョウ						芸術の幅広い活動を通して，各科目における見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の芸術や芸術文化と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 ゲイジュツ

								「知識及び技能」 チシキ オヨ ギノウ		(1) 芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

								「思考力，判断
力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		(2) 創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

								「学びに向かう
力，人間性等」 マナ ム チカラ ニンゲンセイ トウ		(3) 生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い，豊かな情操を培う。

		各科目の目標及び内容 カモク								書道Ⅰ ショドウ				       書道Ⅱ ショドウ		書道Ⅲ ショドウ

				１　目標 モクヒョウ						　書道の幅広い活動を通して，書に関する見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の文字や書，書の伝統と文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 ショ ドウ ハバヒロ カツドウ トオ ショ カン ミカタ カンガ カタ ハタラ セイカツ シャカイ ナカ モジ ショ ショ デントウ ブンカ ハバヒロ カカ シシツ ノウリョク ツギ イクセイ メザ		　書道の創造的な諸活動を通して，書に
書の伝統と文化と深く関わる資質・能力 チカラ		関する見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の文字や書，
を次のとおり育成することを目指す。 カン ミカタ カンガ カタ ハタラ		　書道の創造的な諸活動を通して，書に関する見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の多様な文字や書，書の伝統と文化と深く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 ショ ドウ ソウゾウテキ ショカツドウ トオ ショ カン ミカタ カンガ カタ ハタラ タヨウ フカ

								「知識及び技能」 チシキ オヨ ギノウ		(1) 書の表現の方法や形式，多様性などについて幅広く理解するとともに，書写能力の向上を図り，書の伝統に基づき，効果的に表現するための基礎的な技能を身に付けるようにする。 ハバ コウジョウ ハカ		(1) 書の表現の方法や形式，多様性など
表現するための技能を身に付けるように		について理解を深めるとともに，書の伝統に基づき，効果的に
する。 フカ コウカテキ		(1)書の表現の方法や形式，多様性などについて理解を深めるとともに，書の伝統に基づき，創造的に表現するための技能を身に付けるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 フカ ソウゾウテキ

								「思考力，判断
力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		(2) 書のよさや美しさを感受し，意図に基づいて構想し表現を工夫したり，作品や書の伝統と文化の意味や価値を考え，書の美を味わい捉えたりすることができるようにする。 モト		(2) 書のよさや美しさを感受し，意図に
書の伝統と文化の意味や価値を考え，書		基づいて創造的に構想し個性豊かに表現を工夫したり，作品や
の美を味わい深く捉えたりすることができるようにする。 コセイ ユタ		(2)書のよさや美しさを感受し，意図に基づいて創造的に深く構想し個性豊かに表現を工夫したり，作品や書の伝統と文化の意味や価値を考え，書の美を味わい深く捉えたりすることができるようにする。 ソウゾウテキ フカ コセイ ユタ フカ

								「学びに向かう
力，人間性等」 マナ ム チカラ ニンゲンセイ トウ		(3) 主体的に書の幅広い活動に取り組み，生涯にわたり書を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，書の伝統と文化に親しみ，書を通して心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。　 シュタイテキ ハバヒロ ト ク ショ デントウ ブンカ シタ ショ トオ ココロ ユタ シャカイ ソウゾウ		(3) 主体的に書の創造的な諸活動に取り
高め，書の伝統と文化に親しみ，書を通		組み，生涯にわたり書を愛好する心情を育むとともに，感性を
して心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。　		(3)主体的に書の創造的な諸活動に取り組み，生涯にわたり書を愛好する心情を育むとともに，感性を磨き，書の伝統と文化を尊重し，書を通して心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 ショ ミガ ショ デントウ ブンカ ソンチョウ ショ トオ ココロ ユタ シャカイ ソウゾウ

				２　内容 ナイヨウ						　表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　表現に関する資質・能力を次のとおり		育成する。		　表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

						Ａ　表現				(1) 漢字仮名交じりの書 カンジカナ マ ショ		(1) 漢字仮名交じりの書				(1) 漢字仮名交じりの書 カンジカナ マ ショ

										　　漢字仮名交じりの書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カンジ カナ マ ショ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ		　　漢字仮名交じりの書に関する次の事		項を身に付けることができるよう指導する。 コウ ミ ツ シドウ		　　漢字仮名交じりの書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。　 カンジ カナ マ ショ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ

								「思考力，判断
力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		ア　知識や技能を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)から(ｳ)までについて構想し工夫すること。 チシキ ギノウ エ イ ツギ コウソウ クフウ		ア　知識や技能を得たり生かしたりしな		がら，次の(ｱ)から(ｳ)までについて構想し工夫すること。 ツギ コウソウ クフウ		ア　主体的な構想に基づく個性的，創造的な表現を追求すること。

										　　(ｱ)漢字と仮名の調和した字形，文字の大きさ，全体の構成 カンジ カナ チョウワ ジケイ モジ オオ ゼンタイ コウセイ		　　(ｱ)目的や用途,表現形式に応じた全		体の構成 カラダ コウセイ

										　　(ｲ)目的や用途に即した表現形式，意図に基づいた表現 モクテキ ヨウト ソク ヒョウゲン ケイシキ イト モト ヒョウゲン		　　(ｲ)感興や意図に応じた個性的な表		現　　　　

										　　(ｳ)名筆を生かした表現や現代に生きる表現　 メイヒツ イ ヒョウゲン ゲンダイ イ ヒョウゲン		　　(ｳ)現代に生きる創造的な表現

								「知識」 チシキ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。 ツギ オヨ リカイ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解するこ		と。		イ　現代の社会生活に生きる様々な書の表現とその要素について理解を深めること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ゲンダイ シャカイ セイカツ イ サマザマ ショ ヒョウゲン ヨウソ リカイ フカ

										　　(ｱ)用具・用材の特徴と表現効果との関わり ヨウグ ヨウザイ トクチョウ ヒョウゲン コウカ カカ		　　(ｱ)漢字仮名交じりの書を構成する		様々な要素　　　　　　

										　　(ｲ)名筆や現代の書の表現と用筆・運筆との関わり メイヒツ ゲンダイ ショ ヒョウゲン ヨウヒツ ウンピツ カカ		　　(ｲ)名筆や現代の様々な書の表現と		用筆・運筆との関わり　　　　

								「技能」 ギノウ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。 ツギ ギノウ ミ ツ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付ける		こと。		ウ　書の伝統を踏まえ，目的や用途，意図に応じて創造的に表現する技能を身に付けること。 オウ ソウゾウテキ ギノウ ミ ツ

										　　(ｱ)目的や用途に即した効果的な表現　 モクテキ ヨウト ソク コウカテキ ヒョウゲン		　　(ｱ)目的や用途，意図に応じた効果		的な表現　　　　　　 テキ ヒョウゲン

										　　(ｲ)漢字と仮名の調和した線質による表現　 ヒョウゲン		　　(ｲ)漢字と仮名の調和等による全体		の構成　　　　　　　　　　　　　 コウセイ

										(2) 漢字の書 カンジ ショ		(2) 漢字の書				(2) 漢字の書 カンジ ショ

										　　漢字の書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カンジ ショ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ		　　漢字の書に関する次の事項を身に付		けることができるよう指導する。 シドウ		　　漢字の書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。　 カンジ ショ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ

								「思考力，判断
力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		ア　知識や技能を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)及び(ｲ)について構想し工夫すること。 ツギ コウソウ クフウ		ア　知識や技能を得たり生かしたりしな		がら，次の(ｱ)及び(ｲ)について構想し工夫すること。 ツギ コウソウ クフウ		ア　主体的な構想に基づく個性的，創造的な表現を追求すること。 シュタイテキ コウソウ モト コセイテキ ソウゾウテキ ヒョウゲン ツイキュウ

										　　(ｱ)古典の書体や書風に即した用筆・運筆，字形，全体の構成 コテン ショタイ ショフウ ソク ヨウヒツ ウンピツ ジケイ ゼンタイ コウセイ		　　(ｱ)表現形式に応じた全体の構成

										　　(ｲ)意図に基づいた表現 イト モト ヒョウゲン		　　(ｲ)感興や意図に応じた個性的な表		現

								「知識」 チシキ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。 ツギ オヨ リカイ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解するこ		と。		イ　漢字の書を構成する様々な要素について理解を深めること。 カンジ ショ コウセイ サマザマ ヨウソ リカイ フカ

										　　(ｱ)用具・用材の特徴と表現効果との関わり ヨウグ ヨウザイ トクチョウ ヒョウゲン コウカ カカ		　　(ｱ)漢字の書を構成する様々な要素　		　　　　　　　　　

										　　(ｲ)書体や書風と用筆・運筆との関わり                 ショタイ ショフウ カカ		　　(ｲ)古典の特徴と用筆・運筆との関		わり　　　　　

								「技能」 ギノウ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。 ツギ オヨ ギノウ ミ ツ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付ける		こと。		ウ　書の伝統を踏まえ，書体の特色を生かして創造的に表現する技能を身に付けること。 ショ デントウ フ ショタイ トクショク イ ソウゾウテキ ヒョウゲン ギノウ ミ ツ

										　　(ｱ)古典に基づく基本的な用筆・運筆 コテン モト キホンテキ ヨウヒツ ウンピツ		　　(ｱ)古典に基づく効果的な表現

										　　(ｲ)古典の線質，字形や構成を生かした表現 コテン センシツ ジケイ コウセイ イ ヒョウゲン		　　(ｲ)変化や調和等による全体の構成

										(3) 仮名の書 カナ ショ		(3) 仮名の書				(3) 仮名の書 カナ ショ

										　　仮名の書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カナ ショ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ		　　仮名の書に関する次の事項を身に付		けることができるよう指導する。 シドウ		　　仮名の書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カナ ショ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ

								「思考力，判断
力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		ア　知識や技能を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)及び(ｲ)について構想し工夫すること。 ツギ コウソウ クフウ		ア　知識や技能を得たり生かしたりしな		がら，次の(ｱ)及び(ｲ)について構想し工夫すること。 ツギ オヨ コウソウ クフウ		ア  主体的な構想に基づく個性的，創造的な表現を追求すること。

										　　(ｱ)古典の書風に即した用筆・運筆，字形，全体の構成 コテン ショフウ ソク ヨウヒツ ウンピツ ジケイ ゼンタイ コウセイ		　　(ｱ)表現形式に応じた全体の構成

										　　(ｲ)意図に基づいた表現 イト モトズ ヒョウゲン		　　(ｲ)感興や意図に応じた個性的な表		現

								「知識」 チシキ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。 ツギ リカイ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解するこ		と。		イ　仮名の書を構成する様々な要素について理解を深めること。 カナ ショ コウセイ サマザマ ヨウソ リカイ フカ

										　　(ｱ)用具・用材の特徴と表現効果との関わり ヨウグ ヨウザイ トクチョウ ヒョウゲン コウカ カカ		　　(ｱ)仮名の書を構成する様々な要素　		　　　　　　　　　　

										　　(ｲ)線質や書風と用筆・運筆との関わり　　　　　 センシツ ショフウ ヨウヒツ ウンピツ カカ		　　(ｲ)古典の特徴と用筆・運筆との関		わり　　　　

								「技能」 ギノウ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。 ツギ ギノウ ミ ツ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付ける		こと。		ウ　書の伝統を踏まえ，仮名の書の特色を生かして創造的に表現する技能を身に付けること。 フ カナ ショ ソウゾウテキ ギノウ ミ ツ

										　　(ｱ)古典に基づく基本的な用筆・運筆		　　(ｱ)古典に基づく効果的な表現

										　　(ｲ)連綿と単体，線質や字形を生かした表現　　 レンメン タンタイ センシツ ジケイ イ ヒョウゲン		　　(ｲ)墨継ぎや散らし書き等による全		体の構成 カラダ コウセイ

						Ｂ　鑑賞 カンショウ				　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり		育成する。 ソダ ナ		　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1) 鑑賞 カンショウ		(1) 鑑賞				(1) 鑑賞 カンショウ

										　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カンショウ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ		　　鑑賞に関する次の事項を身に付ける		ことができるよう指導する。 シドウ		　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カンショウ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ

								「思考力，判断
力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		ア　鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)及び(ｲ)について考え，書のよさや美しさを味わって捉えること。 カンショウ カカ チシキ エ イ ツギ カンガ ショ ウツク アジ トラ		ア　鑑賞に関わる知識を得たり生かした
さを味わって深く捉えること。　		りしながら，次の(ｱ)及び(ｲ)について考え，書のよさや美し
 ツギ カンガ ショ ウツク		ア　鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)及び(ｲ)について考え、書のよさや美しさを味わって深く捉えること。　 カンショウ カン チシキ エ イ ツギ カンガ ショ ウツク アジ フカ トラ

										　　(ｱ)作品の価値とその根拠　　　　 サクヒン カチ コンキョ		　　(ｱ)作品の価値とその根拠				　　(ｱ)書の普遍的価値 ショ フヘンテキ カチ

										　　(ｲ)生活や社会における書の効用		　　(ｲ)生活や社会における書の美の効		用と現代的意義 ゲンダイテキ イギ		　　(ｲ)書論を踏まえた書の芸術性 ショ

								「知識」 チシキ		イ　次の(ｱ)から(ｴ)までについて理解すること。 ツギ リカイ		イ　次の(ｱ)から(ｴ)までについて理解を		深めること。 フカ		イ　次の(ｱ)から(ｳ)までについて理解を深めること。 ツギ リカイ フカ

										　　(ｱ)線質，字形，構成等の要素と表現効果や風趣との関わり　 ジケイ ヨウソ カカ		　　(ｱ)線質，字形，構成等の要素と表		現効果や風趣との関わり　 カカ		　　(ｱ)線質，字形，構成等の要素と書の美の多様性　 ジケイ ショ ビ カザミ タヨウセイ

										　　(ｲ)日本及び中国等の文字と書の伝統と文化		　　(ｲ)日本及び中国等の文字と書の伝		統と文化		　　(ｲ)日本及び中国等の書の伝統とその背景となる諸文化等との関わり　　　 ニホン オヨ チュウゴク トウ

										　　(ｳ)漢字の書体の変遷，仮名の成立等　　　　　　　　　　　 トウ		　　(ｳ)漢字の書，仮名の書，漢字仮名		交じりの書の特質とその歴史 マ ショ トクシツ レキシ		　　(ｳ)書の歴史と書論 ショ レキシ ショロン

										　　(ｴ)書の伝統的な鑑賞の方法や形態　　　 デントウテキ カンショウ ホウホウ ケイタイ		　　(ｴ)書の美と時代，風土，筆者など		との関わり カカ

										　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン オヨ カンショウ ガクシュウ キョウツウ ヒツヨウ シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　表現及び鑑賞の学習において共通に必		要となる資質・能力を次のとおり育成する。		　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。

						〔共通事項〕				(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 ショ レキシ		(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を		通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。		(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 ショ レキシ

								「知識」 チシキ		ア 用筆・運筆から生み出される書の表現性とその表現効果との関わりについて理解すること。　 ショ セイ ヒョウゲン コウカ		ア 用筆・運筆から生み出される書の表		現性とその表現効果との関わりについて理解すること。　 セイ ヒョウゲン コウカ		ア 用筆・運筆から生み出される書の表現性とその表現効果との関わりについて理解すること。　 ショ セイ ヒョウゲン コウカ

								「知識」 チシキ		イ 書を構成する要素について,それら相互の関連がもたらす働きと関わらせて理解すること。  カカ		イ 書を構成する要素について,それら相		互の関連がもたらす働きと関わらせて理解すること。  カカ		イ 書を構成する要素について,それら相互の関連がもたらす働きと関わらせて理解すること。  カカ








改訂高芸書





										表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

						Ａ　表現				漢字仮名交じりの書 カンジカナ マ ショ

										　　漢字仮名交じりの書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カンジ カナ マ ショ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ

								思 シ		(ｱ) 漢字仮名交じりの書の名筆を生かした表現や現代に生きる表現について考えること
(ｲ)生活や社会における目的や用途、自らの感興や表現の意図に基づいて、構想し表現を工夫して効果的、創造的に表すこと

								知 チ		(ｱ) 漢字仮名交じりの書を構成する様々な要素の働きや、多様な書風を形作る背景について理解すること

								技 ギ		(ｱ)用具・用材の特徴、名筆や現代の書の基本的な用筆・運筆等の効果を生かして、効果的、創造的に表すために必要な技能 ヒツヨウ

										漢字の書 カンジ ショ

										　　漢字の書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 シ		(ｱ) 漢字の書の古典を生かした表現や現代に生きる表現について考えること
(ｲ) 自らの感興や表現の意図に基づいて、構想し表現を工夫して効果的、創造的に表すこと

								知 チ		(ｱ) 漢字の書を構成する様々な要素の働きや、多様な書風を形づくる背景について理解すること

								技 ギ		(ｱ) 用具・用材の特徴、漢字の書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の効果を生かして、効果的、創造的に表すために必要な技能 ヒツヨウ

										仮名の書 カナ ショ

										　　仮名の書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 シ		(ｱ) 仮名の書の古典を生かした表現や現代に生きる表現について考えること
(ｲ) 自らの感興や表現の意図に基づいて、構想し表現を工夫して効果的、創造的に表すこと

								知 チ		(ｱ) 仮名の書を構成する様々な要素の働きや、多様な書風を形づくる背景について理解すること

								技 ギ		(ｱ) 用具・用材の特徴、仮名の書の古典に基づく基礎的な用筆・運筆等の効果を生かして、効果的、創造的に表すために必要な技能 ヒツヨウ

						Ｂ　鑑賞 カンショウ				鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										鑑賞 カンショウ

										　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 シ		(ｱ) 生活や社会における作品や書の働きや効用、自分や他者にとっての作品や書の意味や価値について考えること
(ｲ) 作品や書の美の構造、多様な背景との関わり、書の伝統と文化を考えることを通して、書のよさや美しさを味わうこと カンガ

								知 チ		(ｱ) 書の伝統と文化、漢字の書体の変遷、仮名の成立、漢字仮名交じりの書の成立について理解すること

								技 ギ		(ｱ) 書の伝統的な鑑賞の方法や形態、様々な作品形式や展示方法を効果的に活用する技能
(ｲ) 書の美を捉える視点を通して、読み取った情報や感じ取ったことを精査する技能

						〔共通事項〕				表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン オヨ カンショウ ガクシュウ キョウツウ ヒツヨウ シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 ショ レキシ

								知 チ		ア 書を構成する要素の働きと、書の表現性、表現効果、風趣との関わりについて理解すること

								知 チ		イ 書の美の構造、書の美を捉える視点について理解すること









現行高芸書





										表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

						Ａ　表現				(1) 漢字仮名交じりの書 カンジカナ マ ショ

										　　漢字仮名交じりの書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カンジ カナ マ ショ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ

								思 シ		ア　知識や技能を得たり生かしたりしながら、次の(ｱ)から(ｳ)までについて構想し工夫すること。
　　(ｱ)漢字と仮名の調和した字形、文字の大きさ、全体の構成
　　(ｲ)目的や用途に即した表現形式、意図に基づいた表現
　　(ｳ)名筆を生かした表現や現代に生きる表現　 チシキ ギノウ エ イ ツギ コウソウ クフウ

								知 チ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。
　　(ｱ)用具・用材の特徴と表現効果との関わり
　　(ｲ)名筆や現代の書の表現と用筆・運筆との関わり ツギ オヨ リカイ

								技 ギ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。
　　(ｱ)目的や用途に即した効果的な表現　
　　(ｲ)漢字と仮名の調和した線質による表現　 ツギ ギノウ ミ ツ

										(2) 漢字の書 カンジ ショ

										　　漢字の書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 シ		ア　知識や技能を得たり生かしたりしながら、次の(ｱ)及び(ｲ)について構想し工夫すること。
　　(ｱ)古典の書体や書風に即した用筆・運筆、字形、全体の構成
　　(ｲ)意図に基づいた表現 ツギ コウソウ クフウ

								知 チ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。
　　(ｱ)用具・用材の特徴と表現効果との関わり
　　(ｲ)書体や書風と用筆・運筆との関わり     ツギ オヨ リカイ

								技 ギ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。
　　(ｱ)古典に基づく基本的な用筆・運筆
　　(ｲ)古典の線質、字形や構成を生かした表現 ツギ オヨ ギノウ ミ ツ

										(3) 仮名の書 カナ ショ

										　　仮名の書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 シ		ア　知識や技能を得たり生かしたりしながら、次の(ｱ)及び(ｲ)について構想し工夫すること。
　　(ｱ)古典の書風に即した用筆・運筆、字形、全体の構成
　　(ｲ)意図に基づいた表現 ツギ コウソウ クフウ

								知 チ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。
　　(ｱ)用具・用材の特徴と表現効果との関わり
　　(ｲ)線質や書風と用筆・運筆との関わり　　　　　 ツギ リカイ

								技 ギ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。
　　(ｱ)古典に基づく基本的な用筆・運筆
　　(ｲ)連綿と単体、線質や字形を生かした表現　　 ツギ ギノウ ミ ツ

						Ｂ　鑑賞 カンショウ				鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1)鑑賞 カンショウ

										　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

								思 シ		ア　鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら、次の(ｱ)及び(ｲ)について考え、書のよさや美しさを味わって捉えること。
　　(ｱ)作品の価値とその根拠　　　　
　　(ｲ)生活や社会における書の効用 カンショウ カカ チシキ エ イ ツギ カンガ ショ ウツク アジ トラ

								知 チ		イ　次の(ｱ)から(ｴ)までについて理解すること。
　　(ｱ)線質、字形、構成等の要素と表現効果や風趣との関わり　
　　(ｲ)日本及び中国等の文字と書の伝統と文化
　　(ｳ)漢字の書体の変遷、仮名の成立等　　　　　
　　(ｴ)書の伝統的な鑑賞の方法や形態　　　 ツギ リカイ

						〔共通事項〕				　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン オヨ カンショウ ガクシュウ キョウツウ ヒツヨウ シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 ショ レキシ

								知 チ		ア 用筆・運筆から生み出される書の表現性とその表現効果との関わりについて理解すること。　 ショ セイ ヒョウゲン コウカ

								知 チ		イ 書を構成する要素について、それら相互の関連がもたらす働きと関わらせて理解すること。  カカ









豊口先生元データ

								現行 ゲンコウ

		Ａ表現 ヒョウゲン		⑴漢字仮名交じりの書 カンジカナマ ショ		思 シ		ア　知識や技能を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)から(ｳ)までについて構想し工夫すること

								  (ｱ) 漢字と仮名の調和した字形，文字の大きさ，全体の構成

								  (ｲ) 目的や用途に即した表現形式，意図に基づいた表現

								  (ｳ) 名筆を生かした表現や現代に生きる表現

						知 チ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。

								  (ｱ) 用具・用材の特徴と表現効果との関わり

								  (ｲ) 名筆や現代の書の表現と用筆・運筆との関わり

						技 ワザ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。

								  (ｱ) 目的や用途に即した効果的な表現

								  (ｲ) 漢字と仮名の調和した線質による表現

				⑵漢字の書 カンジ ショ		思 シ		ア 知識や技能を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)及び(ｲ)について構想し工夫すること

								  (ｱ) 古典の書体や書風に即した用筆・運筆，字形，全体の構成

								  (ｲ) 意図に基づいた表現

						知 チ		イ 次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。

								  (ｱ) 用具・用材の特徴と表現効果との関わり

								  (ｲ) 書体や書風と用筆・運筆との関わり

						技 ワザ		ウ 次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。

								  (ｱ) 古典に基づく基本的な用筆・運筆

								  (ｲ) 古典の線質，字形や構成を生かした表現

				⑶仮名の書 カナ ショ		思 シ		ア 知識や技能を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)及び(ｲ)について構想し工夫すること

								  (ｱ) 古典の書風に即した用筆・運筆，字形，全体の構成

								  (ｲ) 意図に基づいた表現

						知 チ		イ 次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。

								  (ｱ) 用具・用材の特徴と表現効果との関わり

								  (ｲ) 線質や書風と用筆・運筆との関わり

						技 ワザ		ウ 次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。

								  (ｱ) 古典に基づく基本的な用筆・運筆

								  (ｲ) 連綿と単体，線質や字形を生かした表現

		Ｂ鑑賞		⑴鑑賞 カンショウ		思 シ		ア 鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)及び(ｲ)について考え，書のよさ

								　や美しさを味わって捉えること

								  (ｱ) 作品の価値とその根拠

								  (ｲ) 生活や社会における書の効用

						知 チ		イ　次の(ｱ)から(ｴ)までについて理解すること。

								  (ｱ) 線質，字形，構成等の要素と表現効果や風趣との関わり

								  (ｲ) 日本及び中国等の文字と書の伝統と文化

								  (ｳ) 漢字の書体の変遷，仮名の成立等

								  (ｴ) 書の伝統的な鑑賞の方法や形態

		共通事項 キョウツウ ジコウ				知 チ		ア 用筆・運筆から生み出される書の表現性とその表現効果との関わりについて理解すること

								イ 書を構成する要素について，それら相互の関連がもたらす働きと関わらせて理解すること

								改善案 カイゼンアン

		Ａ表現 ヒョウゲン		⑴漢字仮名交じりの書 カンジカナマ ショ		思 シ		  (ｱ) 漢字仮名交じりの書の名筆を生かした表現や現代に生きる表現を考える

								  (ｲ) 生活や社会における目的や用途、自らの感興や表現の意図に基づいて、効果的、創造的に セイカツ シャカイ

								　　構想し、表現を工夫して表す

						知 チ		  (ｱ) 漢字仮名交じりの書を構成する様々な要素の働きや、多様な書風を形作る背景を理解する カタチヅク

						技 ワザ		  (ｱ) 用具・用材の特徴、名筆や現代の書の基本的な用筆・運筆等の効果を生かして、効果的、 キホンテキ トウ

								　　創造的に表すための技能を身に付ける ソウゾウテキ

				⑵漢字の書 カンジ ショ		思 シ		  (ｱ) 漢字の書の古典を生かした表現や現代に生きる表現を考える

								  (ｲ) 自らの感興や表現の意図に基づいて、効果的、創造的に構想し、表現を工夫して表す

						知 チ		  (ｱ) 漢字の書を構成する様々な要素の働きや、多様な書風を形づくる背景を理解する

						技 ワザ		  (ｱ) 用具・用材の特徴、漢字の書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の効果を生かして、効果 キホンテキ

								　　的、創造的に表すための技能を身に付ける テキ ソウゾウテキ

				⑶仮名の書 カナ ショ		思 シ		  (ｱ) 仮名の書の古典を生かした表現や現代に生きる表現を考える

								  (ｲ) 自らの感興や表現の意図に基づいて、効果的、創造的に構想し、表現を工夫して表す

						知 チ		  (ｱ) 仮名の書を構成する様々な要素の働きや、多様な書風を形づくる背景を理解する

						技 ワザ		  (ｱ) 用具・用材の特徴、仮名の書の古典に基づく基本的な用筆・運筆等の効果を生かして、効 キホンテキ トウ

								　　果的、創造的に表すための技能を身に付ける ハテ テキ ソウゾウテキ アラワ

		Ｂ鑑賞		⑴鑑賞 カンショウ		思 シ		  (ｱ) 生活や社会における作品や書の働きや効用、自分や他者にとっての作品や書の意味や価値

								　　を考える

								  (ｲ) 作品や書の美の構造、多様な背景との関わり、書の伝統と文化を考えることを通して、書

								　　のよさや美しさを味わう

						知 チ		  (ｱ) 書の伝統と文化、漢字の書体の変遷、仮名の成立、漢字仮名交じりの書の成立を理解する

						技 ワザ		  (ｱ) 書の伝統的な鑑賞の方法や形態、様々な作品形式や展示方法を効果的に活用する技能を身

								　　に付ける

								  (ｲ) 書の美を捉える視点を通して、読み取った情報や感じ取ったことを精査する技能を身に付

								　　ける

		共通事項 キョウツウ ジコウ				知 チ		ア 書を構成する要素の働きと、書の表現性、表現効果、風趣との関わりを理解する ハタラ

								イ 書の美の構造、書の美を捉える視点を理解する ショ ビ コウゾウ





元データ Ａ３版１枚

		教科の目標，各科目の目標及び内容の系統表（高等学校芸術科書道） キョウカ モクヒョウ カク カモク モクヒョウ オヨ ナイヨウ ケイトウ ヒョウ コウトウ ガッコウ ゲイジュツ カ ショドウ

		教科目標 キョウカ モクヒョウ						芸術の幅広い活動を通して，各科目における見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の芸術や芸術文化と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 ゲイジュツ

								「知識及び技能」 チシキ オヨ ギノウ		(1) 芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

								「思考力，判断
力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		(2) 創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

								「学びに向かう
力，人間性等」 マナ ム チカラ ニンゲンセイ トウ		(3) 生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い，豊かな情操を培う。

		各科目の目標及び内容 カモク								書道Ⅰ ショドウ		書道Ⅱ ショドウ		書道Ⅲ ショドウ

				１　目標 モクヒョウ						　書道の幅広い活動を通して，書に関する見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の文字や書，書の伝統と文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 ショ ドウ ハバヒロ カツドウ トオ ショ カン ミカタ カンガ カタ ハタラ セイカツ シャカイ ナカ モジ ショ ショ デントウ ブンカ ハバヒロ カカ シシツ ノウリョク ツギ イクセイ メザ		　書道の創造的な諸活動を通して，書に関する見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の文字や書，書の伝統と文化と深く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 ショ ミチ ソウゾウテキ ショカツドウ トオ ショ カン ミカタ カンガ カタ ハタラ フカ		　書道の創造的な諸活動を通して，書に関する見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の多様な文字や書，書の伝統と文化と深く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 ショ ドウ ソウゾウテキ ショカツドウ トオ ショ カン ミカタ カンガ カタ ハタラ タヨウ フカ

								「知識及び技能」 チシキ オヨ ギノウ		(1) 書の表現の方法や形式，多様性などについて幅広く理解するとともに，書写能力の向上を図り，書の伝統に基づき，効果的に表現するための基礎的な技能を身に付けるようにする。 ハバ コウジョウ ハカ		(1) 書の表現の方法や形式，多様性などについて理解を深めるとともに，書の伝統に基づき，効果的に表現するための技能を身に付けるようにする。 フカ コウカテキ		(1) 書の表現の方法や形式，多様性などについて理解を深めるとともに，書の伝統に基づき，創造的に表現するための技能を身に付けるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 フカ ソウゾウテキ

								「思考力，判断
力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		(2) 書のよさや美しさを感受し，意図に基づいて構想し表現を工夫したり，作品や書の伝統と文化の意味や価値を考え，書の美を味わい捉えたりすることができるようにする。 モト		(2) 書のよさや美しさを感受し，意図に基づいて創造的に構想し個性豊かに表現を工夫したり，作品や書の伝統と文化の意味や価値を考え，書の美を味わい深く捉えたりすることができるようにする。 コセイ ユタ		(2) 書のよさや美しさを感受し，意図に基づいて創造的に深く構想し個性豊かに表現を工夫したり，作品や書の伝統と文化の意味や価値を考え，書の美を味わい深く捉えたりすることができるようにする。 ソウゾウテキ フカ コセイ ユタ フカ

								「学びに向かう
力，人間性等」 マナ ム チカラ ニンゲンセイ トウ		(3) 主体的に書の幅広い活動に取り組み，生涯にわたり書を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，書の伝統と文化に親しみ，書を通して心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。　 シュタイテキ ハバヒロ ト ク ショ デントウ ブンカ シタ ショ トオ ココロ ユタ シャカイ ソウゾウ		(3) 主体的に書の創造的な諸活動に取り組み，生涯にわたり書を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，書の伝統と文化に親しみ，書を通して心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。　 ショ ショ デントウ ブンカ シタ		(3) 主体的に書の創造的な諸活動に取り組み，生涯にわたり書を愛好する心情を育むとともに，感性を磨き，書の伝統と文化を尊重し，書を通して心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 ショ ミガ ショ デントウ ブンカ ソンチョウ ショ トオ ココロ ユタ シャカイ ソウゾウ

				２　内容 ナイヨウ						　表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

						Ａ　表現				(1) 漢字仮名交じりの書 カンジカナ マ ショ		(1) 漢字仮名交じりの書 カンジカナ マ ショ		(1) 漢字仮名交じりの書 カンジカナ マ ショ

										　　漢字仮名交じりの書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カンジ カナ マ ショ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ		　　漢字仮名交じりの書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カンジ カナ マ ショ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ		　　漢字仮名交じりの書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。　 カンジ カナ マ ショ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ

								「思考力，判断
力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		ア　知識や技能を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)から(ｳ)までについて構想し工夫すること。 チシキ ギノウ エ イ ツギ コウソウ クフウ		ア　知識や技能を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)から(ｳ)までについて構想し工夫すること。 チシキ ギノウ エ イ ツギ コウソウ クフウ		ア　主体的な構想に基づく個性的，創造的な表現を追求すること。

										　　(ｱ)漢字と仮名の調和した字形，文字の大きさ，全体の構成 カンジ カナ チョウワ ジケイ モジ オオ ゼンタイ コウセイ		　　(ｱ)目的や用途,表現形式に応じた全体の構成 ヒョウゲン ケイシキ オウ ゼンタイ コウセイ

										　　(ｲ)目的や用途に即した表現形式，意図に基づいた表現 モクテキ ヨウト ソク ヒョウゲン ケイシキ イト モト ヒョウゲン		　　(ｲ)感興や意図に応じた個性的な表現　　　　　 イト コセイテキ

										　　(ｳ)名筆を生かした表現や現代に生きる表現　 メイヒツ イ ヒョウゲン ゲンダイ イ ヒョウゲン		　　(ｳ)現代に生きる創造的な表現 ゲンダイ イ ソウゾウテキ ヒョウゲン

								「知識」 チシキ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。 ツギ オヨ リカイ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。 ツギ リカイ		イ　現代の社会生活に生きる様々な書の表現とその要素について理解を深めること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ゲンダイ シャカイ セイカツ イ サマザマ ショ ヒョウゲン ヨウソ リカイ フカ

										　　(ｱ)用具・用材の特徴と表現効果との関わり ヨウグ ヨウザイ トクチョウ ヒョウゲン コウカ カカ		　　(ｱ)漢字仮名交じりの書を構成する様々な要素　　　　　　

										　　(ｲ)名筆や現代の書の表現と用筆・運筆との関わり メイヒツ ゲンダイ ショ ヒョウゲン ヨウヒツ ウンピツ カカ		　　(ｲ)名筆や現代の様々な書の表現と用筆・運筆との関わり　　　　

								「技能」 ギノウ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。 ツギ ギノウ ミ ツ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。 ツギ ギノウ ミ ツ		ウ　書の伝統を踏まえ，目的や用途，意図に応じて創造的に表現する技能を身に付けること。 オウ ソウゾウテキ ギノウ ミ ツ

										　　(ｱ)目的や用途に即した効果的な表現　 モクテキ ヨウト ソク コウカテキ ヒョウゲン		　　(ｱ)目的や用途，意図に応じた効果的な表現　　　　　　 モクテキ ヨウト イト オウ コウカテキ ヒョウゲン

										　　(ｲ)漢字と仮名の調和した線質による表現　 ヒョウゲン		　　(ｲ)漢字と仮名の調和等による全体の構成　　　　　　　　　　　　　 トウ ゼンタイ コウセイ

										(2) 漢字の書 カンジ ショ		(2) 漢字の書 カンジ ショ		(2) 漢字の書 カンジ ショ

										　　漢字の書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カンジ ショ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ		　　漢字の書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カンジ ショ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ		　　漢字の書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。　 カンジ ショ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ

								「思考力，判断
力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		ア　知識や技能を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)及び(ｲ)について構想し工夫すること。 ツギ コウソウ クフウ		ア　知識や技能を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)及び(ｲ)について構想し工夫すること。 ツギ コウソウ クフウ		ア　主体的な構想に基づく個性的，創造的な表現を追求すること。 シュタイテキ コウソウ モト コセイテキ ソウゾウテキ ヒョウゲン ツイキュウ

										　　(ｱ)古典の書体や書風に即した用筆・運筆，字形，全体の構成 コテン ショタイ ショフウ ソク ヨウヒツ ウンピツ ジケイ ゼンタイ コウセイ		　　(ｱ)表現形式に応じた全体の構成

										　　(ｲ)意図に基づいた表現 イト モト ヒョウゲン		　　(ｲ)感興や意図に応じた個性的な表現　　　　　 カンキョウ イト コセイテキ

								「知識」 チシキ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。 ツギ オヨ リカイ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。 ツギ リカイ		イ　漢字の書を構成する様々な要素について理解を深めること。 カンジ ショ コウセイ サマザマ ヨウソ リカイ フカ

										　　(ｱ)用具・用材の特徴と表現効果との関わり ヨウグ ヨウザイ トクチョウ ヒョウゲン コウカ カカ		　　(ｱ)漢字の書を構成する様々な要素　　　　　　　　　　

										　　(ｲ)書体や書風と用筆・運筆との関わり                 ショタイ ショフウ カカ		　　(ｲ)古典の特徴と用筆・運筆との関わり　　　　　

								「技能」 ギノウ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。 ツギ オヨ ギノウ ミ ツ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。 ツギ ギノウ ミ ツ		ウ　書の伝統を踏まえ，書体の特色を生かして創造的に表現する技能を身に付けること。 ショ デントウ フ ショタイ トクショク イ ソウゾウテキ ヒョウゲン ギノウ ミ ツ

										　　(ｱ)古典に基づく基本的な用筆・運筆 コテン モト キホンテキ ヨウヒツ ウンピツ		　　(ｱ)古典に基づく効果的な表現 コテン モト コウカテキ ヒョウゲン

										　　(ｲ)古典の線質，字形や構成を生かした表現 コテン センシツ ジケイ コウセイ イ ヒョウゲン		　　(ｲ)変化や調和等による全体の構成 ヘンカ チョウワ トウ ゼンタイ コウセイ

										(3) 仮名の書 カナ ショ		(3) 仮名の書 カナ ショ		(3) 仮名の書 カナ ショ

										　　仮名の書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カナ ショ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ		　　仮名の書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カナ ショ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ		　　仮名の書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カナ ショ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ

								「思考力，判断
力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		ア　知識や技能を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)及び(ｲ)について構想し工夫すること。 ツギ コウソウ クフウ		ア　知識や技能を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)及び(ｲ)について構想し工夫すること。 ツギ オヨ コウソウ クフウ		ア  主体的な構想に基づく個性的，創造的な表現を追求すること。

										　　(ｱ)古典の書風に即した用筆・運筆，字形，全体の構成 コテン ショフウ ソク ヨウヒツ ウンピツ ジケイ ゼンタイ コウセイ		　　(ｱ)表現形式に応じた全体の構成

										　　(ｲ)意図に基づいた表現 イト モトズ ヒョウゲン		　　(ｲ)感興や意図に応じた個性的な表現　　　　 カンキョウ コセイテキ

								「知識」 チシキ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。 ツギ リカイ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。 ツギ リカイ		イ　仮名の書を構成する様々な要素について理解を深めること。 カナ ショ コウセイ サマザマ ヨウソ リカイ フカ

										　　(ｱ)用具・用材の特徴と表現効果との関わり ヨウグ ヨウザイ トクチョウ ヒョウゲン コウカ カカ		　　(ｱ)仮名の書を構成する様々な要素　　　　　　　　　　　

										　　(ｲ)線質や書風と用筆・運筆との関わり　　　　　 センシツ ショフウ ヨウヒツ ウンピツ カカ		　　(ｲ)古典の特徴と用筆・運筆との関わり　　　　　　

								「技能」 ギノウ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。 ツギ ギノウ ミ ツ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。 ツギ ギノウ ミ ツ		ウ　書の伝統を踏まえ，仮名の書の特色を生かして創造的に表現する技能を身に付けること。 フ カナ ショ ソウゾウテキ ギノウ ミ ツ

										　　(ｱ)古典に基づく基本的な用筆・運筆		　　(ｱ)古典に基づく効果的な表現 コテン モト コウカテキ ヒョウゲン

										　　(ｲ)連綿と単体，線質や字形を生かした表現　　 レンメン タンタイ センシツ ジケイ イ ヒョウゲン		　　(ｲ)墨継ぎや散らし書き等による全体の構成 スミ ツ チ ガ トウ ゼンタイ コウセイ

						Ｂ　鑑賞 カンショウ				　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1) 鑑賞 カンショウ		(1) 鑑賞 カンショウ		(1) 鑑賞 カンショウ

										　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カンショウ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ		　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カンショウ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ		　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カンショウ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ

								「思考力，判断
力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		ア　鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)及び(ｲ)について考え，書のよさや美しさを味わって捉えること。 カンショウ カカ チシキ エ イ ツギ カンガ ショ ウツク アジ トラ		ア　鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)及び(ｲ)について考え，書のよさや美しさを味わって深く捉えること。　 カンショウ カン チシキ エ イ ツギ カンガ ショ ウツク アジ トラ		ア　鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)及び(ｲ)について考え、書のよさや美しさを味わって深く捉えること。　 カンショウ カン チシキ エ イ ツギ カンガ ショ ウツク アジ フカ トラ

										　　(ｱ)作品の価値とその根拠　　　　 サクヒン カチ コンキョ		　　(ｱ)作品の価値とその根拠 サクヒン カチ コンキョ		　　(ｱ)書の普遍的価値 ショ フヘンテキ カチ

										　　(ｲ)生活や社会における書の効用		　　(ｲ)生活や社会における書の美の効用と現代的意義 セイカツ シャカイ ショ ビ コウヨウ ゲンダイテキ イギ		　　(ｲ)書論を踏まえた書の芸術性 ショ

								「知識」 チシキ		イ　次の(ｱ)から(ｴ)までについて理解すること。 ツギ リカイ		イ　次の(ｱ)から(ｴ)までについて理解を深めること。 ツギ リカイ フカ		イ　次の(ｱ)から(ｳ)までについて理解を深めること。 ツギ リカイ フカ

										　　(ｱ)線質，字形，構成等の要素と表現効果や風趣との関わり　 ジケイ ヨウソ カカ		　　(ｱ)線質，字形，構成等の要素と表現効果や風趣との関わり　 ジケイ ヨウソ カカ		　　(ｱ)線質，字形，構成等の要素と書の美の多様性　 ジケイ ショ ビ カザミ タヨウセイ

										　　(ｲ)日本及び中国等の文字と書の伝統と文化		　　(ｲ)日本及び中国等の文字と書の伝統と文化		　　(ｲ)日本及び中国等の書の伝統とその背景となる諸文化等との関わり　　　 ニホン オヨ チュウゴク トウ

										　　(ｳ)漢字の書体の変遷，仮名の成立等　　　　　　　　　　　 トウ		　　(ｳ)漢字の書，仮名の書，漢字仮名交じりの書の特質とその歴史 カンジ ショ カナ ショ カンジ カナ マ ショ トクシツ レキシ		　　(ｳ)書の歴史と書論 ショ レキシ ショロン

										　　(ｴ)書の伝統的な鑑賞の方法や形態　　　 デントウテキ カンショウ ホウホウ ケイタイ		　　(ｴ)書の美と時代，風土，筆者などとの関わり カカ

										　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン オヨ カンショウ ガクシュウ キョウツウ ヒツヨウ シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。		　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。

						〔共通事項〕				(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 ショ レキシ		(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 ショ レキシ		(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 ショ レキシ

								「知識」 チシキ		ア 用筆・運筆から生み出される書の表現性とその表現効果との関わりについて理解すること。　 ショ セイ ヒョウゲン コウカ		ア 用筆・運筆から生み出される書の表現性とその表現効果との関わりについて理解すること。　 ショ セイ ヒョウゲン コウカ		ア 用筆・運筆から生み出される書の表現性とその表現効果との関わりについて理解すること。　 ショ セイ ヒョウゲン コウカ

								「知識」 チシキ		イ 書を構成する要素について,それら相互の関連がもたらす働きと関わらせて理解すること。  カカ		イ 書を構成する要素について,それら相互の関連がもたらす働きと関わらせて理解すること。  カカ		イ 書を構成する要素について,それら相互の関連がもたらす働きと関わらせて理解すること。  カカ







元データＡ４版２枚

		教科の目標，各科目の目標及び内容の系統表（高等学校芸術科書道） キョウカ モクヒョウ カク カモク モクヒョウ オヨ ナイヨウ ケイトウ ヒョウ コウトウ ガッコウ ゲイジュツ カ ショドウ

		教科目標 キョウカ モクヒョウ						芸術の幅広い活動を通して，各科目における見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の芸術や芸術文化と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 ゲイジュツ

								「知識及び技能」 チシキ オヨ ギノウ		(1) 芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

								「思考力，判断
力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		(2) 創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

								「学びに向かう
力，人間性等」 マナ ム チカラ ニンゲンセイ トウ		(3) 生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い，豊かな情操を培う。

		各科目の目標及び内容 カモク								書道Ⅰ ショドウ				       書道Ⅱ ショドウ		書道Ⅲ ショドウ

				１　目標 モクヒョウ						　書道の幅広い活動を通して，書に関する見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の文字や書，書の伝統と文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 ショ ドウ ハバヒロ カツドウ トオ ショ カン ミカタ カンガ カタ ハタラ セイカツ シャカイ ナカ モジ ショ ショ デントウ ブンカ ハバヒロ カカ シシツ ノウリョク ツギ イクセイ メザ		　書道の創造的な諸活動を通して，書に
書の伝統と文化と深く関わる資質・能力 チカラ		関する見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の文字や書，
を次のとおり育成することを目指す。 カン ミカタ カンガ カタ ハタラ		　書道の創造的な諸活動を通して，書に関する見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の多様な文字や書，書の伝統と文化と深く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 ショ ドウ ソウゾウテキ ショカツドウ トオ ショ カン ミカタ カンガ カタ ハタラ タヨウ フカ

								「知識及び技能」 チシキ オヨ ギノウ		(1) 書の表現の方法や形式，多様性などについて幅広く理解するとともに，書写能力の向上を図り，書の伝統に基づき，効果的に表現するための基礎的な技能を身に付けるようにする。 ハバ コウジョウ ハカ		(1) 書の表現の方法や形式，多様性など
表現するための技能を身に付けるように		について理解を深めるとともに，書の伝統に基づき，効果的に
する。 フカ コウカテキ		(1)書の表現の方法や形式，多様性などについて理解を深めるとともに，書の伝統に基づき，創造的に表現するための技能を身に付けるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 フカ ソウゾウテキ

								「思考力，判断
力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		(2) 書のよさや美しさを感受し，意図に基づいて構想し表現を工夫したり，作品や書の伝統と文化の意味や価値を考え，書の美を味わい捉えたりすることができるようにする。 モト		(2) 書のよさや美しさを感受し，意図に
書の伝統と文化の意味や価値を考え，書		基づいて創造的に構想し個性豊かに表現を工夫したり，作品や
の美を味わい深く捉えたりすることができるようにする。 コセイ ユタ		(2)書のよさや美しさを感受し，意図に基づいて創造的に深く構想し個性豊かに表現を工夫したり，作品や書の伝統と文化の意味や価値を考え，書の美を味わい深く捉えたりすることができるようにする。 ソウゾウテキ フカ コセイ ユタ フカ

								「学びに向かう
力，人間性等」 マナ ム チカラ ニンゲンセイ トウ		(3) 主体的に書の幅広い活動に取り組み，生涯にわたり書を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，書の伝統と文化に親しみ，書を通して心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。　 シュタイテキ ハバヒロ ト ク ショ デントウ ブンカ シタ ショ トオ ココロ ユタ シャカイ ソウゾウ		(3) 主体的に書の創造的な諸活動に取り
高め，書の伝統と文化に親しみ，書を通		組み，生涯にわたり書を愛好する心情を育むとともに，感性を
して心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。　		(3)主体的に書の創造的な諸活動に取り組み，生涯にわたり書を愛好する心情を育むとともに，感性を磨き，書の伝統と文化を尊重し，書を通して心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 ショ ミガ ショ デントウ ブンカ ソンチョウ ショ トオ ココロ ユタ シャカイ ソウゾウ

				２　内容 ナイヨウ						　表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　表現に関する資質・能力を次のとおり		育成する。		　表現に関する資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

						Ａ　表現				(1) 漢字仮名交じりの書 カンジカナ マ ショ		(1) 漢字仮名交じりの書				(1) 漢字仮名交じりの書 カンジカナ マ ショ

										　　漢字仮名交じりの書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カンジ カナ マ ショ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ		　　漢字仮名交じりの書に関する次の事		項を身に付けることができるよう指導する。 コウ ミ ツ シドウ		　　漢字仮名交じりの書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。　 カンジ カナ マ ショ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ

								「思考力，判断
力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		ア　知識や技能を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)から(ｳ)までについて構想し工夫すること。 チシキ ギノウ エ イ ツギ コウソウ クフウ		ア　知識や技能を得たり生かしたりしな		がら，次の(ｱ)から(ｳ)までについて構想し工夫すること。 ツギ コウソウ クフウ		ア　主体的な構想に基づく個性的，創造的な表現を追求すること。

										　　(ｱ)漢字と仮名の調和した字形，文字の大きさ，全体の構成 カンジ カナ チョウワ ジケイ モジ オオ ゼンタイ コウセイ		　　(ｱ)目的や用途,表現形式に応じた全		体の構成 カラダ コウセイ

										　　(ｲ)目的や用途に即した表現形式，意図に基づいた表現 モクテキ ヨウト ソク ヒョウゲン ケイシキ イト モト ヒョウゲン		　　(ｲ)感興や意図に応じた個性的な表		現　　　　

										　　(ｳ)名筆を生かした表現や現代に生きる表現　 メイヒツ イ ヒョウゲン ゲンダイ イ ヒョウゲン		　　(ｳ)現代に生きる創造的な表現

								「知識」 チシキ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。 ツギ オヨ リカイ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解するこ		と。		イ　現代の社会生活に生きる様々な書の表現とその要素について理解を深めること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ゲンダイ シャカイ セイカツ イ サマザマ ショ ヒョウゲン ヨウソ リカイ フカ

										　　(ｱ)用具・用材の特徴と表現効果との関わり ヨウグ ヨウザイ トクチョウ ヒョウゲン コウカ カカ		　　(ｱ)漢字仮名交じりの書を構成する		様々な要素　　　　　　

										　　(ｲ)名筆や現代の書の表現と用筆・運筆との関わり メイヒツ ゲンダイ ショ ヒョウゲン ヨウヒツ ウンピツ カカ		　　(ｲ)名筆や現代の様々な書の表現と		用筆・運筆との関わり　　　　

								「技能」 ギノウ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。 ツギ ギノウ ミ ツ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付ける		こと。		ウ　書の伝統を踏まえ，目的や用途，意図に応じて創造的に表現する技能を身に付けること。 オウ ソウゾウテキ ギノウ ミ ツ

										　　(ｱ)目的や用途に即した効果的な表現　 モクテキ ヨウト ソク コウカテキ ヒョウゲン		　　(ｱ)目的や用途，意図に応じた効果		的な表現　　　　　　 テキ ヒョウゲン

										　　(ｲ)漢字と仮名の調和した線質による表現　 ヒョウゲン		　　(ｲ)漢字と仮名の調和等による全体		の構成　　　　　　　　　　　　　 コウセイ

										(2) 漢字の書 カンジ ショ		(2) 漢字の書				(2) 漢字の書 カンジ ショ

										　　漢字の書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カンジ ショ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ		　　漢字の書に関する次の事項を身に付		けることができるよう指導する。 シドウ		　　漢字の書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。　 カンジ ショ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ

								「思考力，判断
力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		ア　知識や技能を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)及び(ｲ)について構想し工夫すること。 ツギ コウソウ クフウ		ア　知識や技能を得たり生かしたりしな		がら，次の(ｱ)及び(ｲ)について構想し工夫すること。 ツギ コウソウ クフウ		ア　主体的な構想に基づく個性的，創造的な表現を追求すること。 シュタイテキ コウソウ モト コセイテキ ソウゾウテキ ヒョウゲン ツイキュウ

										　　(ｱ)古典の書体や書風に即した用筆・運筆，字形，全体の構成 コテン ショタイ ショフウ ソク ヨウヒツ ウンピツ ジケイ ゼンタイ コウセイ		　　(ｱ)表現形式に応じた全体の構成

										　　(ｲ)意図に基づいた表現 イト モト ヒョウゲン		　　(ｲ)感興や意図に応じた個性的な表		現

								「知識」 チシキ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。 ツギ オヨ リカイ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解するこ		と。		イ　漢字の書を構成する様々な要素について理解を深めること。 カンジ ショ コウセイ サマザマ ヨウソ リカイ フカ

										　　(ｱ)用具・用材の特徴と表現効果との関わり ヨウグ ヨウザイ トクチョウ ヒョウゲン コウカ カカ		　　(ｱ)漢字の書を構成する様々な要素　		　　　　　　　　　

										　　(ｲ)書体や書風と用筆・運筆との関わり                 ショタイ ショフウ カカ		　　(ｲ)古典の特徴と用筆・運筆との関		わり　　　　　

								「技能」 ギノウ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。 ツギ オヨ ギノウ ミ ツ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付ける		こと。		ウ　書の伝統を踏まえ，書体の特色を生かして創造的に表現する技能を身に付けること。 ショ デントウ フ ショタイ トクショク イ ソウゾウテキ ヒョウゲン ギノウ ミ ツ

										　　(ｱ)古典に基づく基本的な用筆・運筆 コテン モト キホンテキ ヨウヒツ ウンピツ		　　(ｱ)古典に基づく効果的な表現

										　　(ｲ)古典の線質，字形や構成を生かした表現 コテン センシツ ジケイ コウセイ イ ヒョウゲン		　　(ｲ)変化や調和等による全体の構成

										(3) 仮名の書 カナ ショ		(3) 仮名の書				(3) 仮名の書 カナ ショ

										　　仮名の書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カナ ショ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ		　　仮名の書に関する次の事項を身に付		けることができるよう指導する。 シドウ		　　仮名の書に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カナ ショ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ

								「思考力，判断
力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		ア　知識や技能を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)及び(ｲ)について構想し工夫すること。 ツギ コウソウ クフウ		ア　知識や技能を得たり生かしたりしな		がら，次の(ｱ)及び(ｲ)について構想し工夫すること。 ツギ オヨ コウソウ クフウ		ア  主体的な構想に基づく個性的，創造的な表現を追求すること。

										　　(ｱ)古典の書風に即した用筆・運筆，字形，全体の構成 コテン ショフウ ソク ヨウヒツ ウンピツ ジケイ ゼンタイ コウセイ		　　(ｱ)表現形式に応じた全体の構成

										　　(ｲ)意図に基づいた表現 イト モトズ ヒョウゲン		　　(ｲ)感興や意図に応じた個性的な表		現

								「知識」 チシキ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解すること。 ツギ リカイ		イ　次の(ｱ)及び(ｲ)について理解するこ		と。		イ　仮名の書を構成する様々な要素について理解を深めること。 カナ ショ コウセイ サマザマ ヨウソ リカイ フカ

										　　(ｱ)用具・用材の特徴と表現効果との関わり ヨウグ ヨウザイ トクチョウ ヒョウゲン コウカ カカ		　　(ｱ)仮名の書を構成する様々な要素　		　　　　　　　　　　

										　　(ｲ)線質や書風と用筆・運筆との関わり　　　　　 センシツ ショフウ ヨウヒツ ウンピツ カカ		　　(ｲ)古典の特徴と用筆・運筆との関		わり　　　　

								「技能」 ギノウ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付けること。 ツギ ギノウ ミ ツ		ウ　次の(ｱ)及び(ｲ)の技能を身に付ける		こと。		ウ　書の伝統を踏まえ，仮名の書の特色を生かして創造的に表現する技能を身に付けること。 フ カナ ショ ソウゾウテキ ギノウ ミ ツ

										　　(ｱ)古典に基づく基本的な用筆・運筆		　　(ｱ)古典に基づく効果的な表現

										　　(ｲ)連綿と単体，線質や字形を生かした表現　　 レンメン タンタイ センシツ ジケイ イ ヒョウゲン		　　(ｲ)墨継ぎや散らし書き等による全		体の構成 カラダ コウセイ

						Ｂ　鑑賞 カンショウ				　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり		育成する。 ソダ ナ		　鑑賞に関する資質・能力を次のとおり育成する。 カンショウ カン シシツ ノウリョク ツギ イクセイ

										(1) 鑑賞 カンショウ		(1) 鑑賞				(1) 鑑賞 カンショウ

										　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カンショウ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ		　　鑑賞に関する次の事項を身に付ける		ことができるよう指導する。 シドウ		　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 カンショウ カン ツギ ジコウ ミ ツ シドウ

								「思考力，判断
力，表現力等」 シコウリョク ハンダン リョク ヒョウゲンリョク トウ		ア　鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)及び(ｲ)について考え，書のよさや美しさを味わって捉えること。 カンショウ カカ チシキ エ イ ツギ カンガ ショ ウツク アジ トラ		ア　鑑賞に関わる知識を得たり生かした
さを味わって深く捉えること。　		りしながら，次の(ｱ)及び(ｲ)について考え，書のよさや美し
 ツギ カンガ ショ ウツク		ア　鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら，次の(ｱ)及び(ｲ)について考え、書のよさや美しさを味わって深く捉えること。　 カンショウ カン チシキ エ イ ツギ カンガ ショ ウツク アジ フカ トラ

										　　(ｱ)作品の価値とその根拠　　　　 サクヒン カチ コンキョ		　　(ｱ)作品の価値とその根拠				　　(ｱ)書の普遍的価値 ショ フヘンテキ カチ

										　　(ｲ)生活や社会における書の効用		　　(ｲ)生活や社会における書の美の効		用と現代的意義 ゲンダイテキ イギ		　　(ｲ)書論を踏まえた書の芸術性 ショ

								「知識」 チシキ		イ　次の(ｱ)から(ｴ)までについて理解すること。 ツギ リカイ		イ　次の(ｱ)から(ｴ)までについて理解を		深めること。 フカ		イ　次の(ｱ)から(ｳ)までについて理解を深めること。 ツギ リカイ フカ

										　　(ｱ)線質，字形，構成等の要素と表現効果や風趣との関わり　 ジケイ ヨウソ カカ		　　(ｱ)線質，字形，構成等の要素と表		現効果や風趣との関わり　 カカ		　　(ｱ)線質，字形，構成等の要素と書の美の多様性　 ジケイ ショ ビ カザミ タヨウセイ

										　　(ｲ)日本及び中国等の文字と書の伝統と文化		　　(ｲ)日本及び中国等の文字と書の伝		統と文化		　　(ｲ)日本及び中国等の書の伝統とその背景となる諸文化等との関わり　　　 ニホン オヨ チュウゴク トウ

										　　(ｳ)漢字の書体の変遷，仮名の成立等　　　　　　　　　　　 トウ		　　(ｳ)漢字の書，仮名の書，漢字仮名		交じりの書の特質とその歴史 マ ショ トクシツ レキシ		　　(ｳ)書の歴史と書論 ショ レキシ ショロン

										　　(ｴ)書の伝統的な鑑賞の方法や形態　　　 デントウテキ カンショウ ホウホウ ケイタイ		　　(ｴ)書の美と時代，風土，筆者など		との関わり カカ

										　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。 ヒョウゲン オヨ カンショウ ガクシュウ キョウツウ ヒツヨウ シシツ ノウリョク ツギ イクセイ		　表現及び鑑賞の学習において共通に必		要となる資質・能力を次のとおり育成する。		　表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力を次のとおり育成する。

						〔共通事項〕				(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 ショ レキシ		(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を		通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。		(1) 「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 ショ レキシ

								「知識」 チシキ		ア 用筆・運筆から生み出される書の表現性とその表現効果との関わりについて理解すること。　 ショ セイ ヒョウゲン コウカ		ア 用筆・運筆から生み出される書の表		現性とその表現効果との関わりについて理解すること。　 セイ ヒョウゲン コウカ		ア 用筆・運筆から生み出される書の表現性とその表現効果との関わりについて理解すること。　 ショ セイ ヒョウゲン コウカ

								「知識」 チシキ		イ 書を構成する要素について,それら相互の関連がもたらす働きと関わらせて理解すること。  カカ		イ 書を構成する要素について,それら相		互の関連がもたらす働きと関わらせて理解すること。  カカ		イ 書を構成する要素について,それら相互の関連がもたらす働きと関わらせて理解すること。  カカ
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